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1 高空における放射能じんの測定

防衛庁技術研究本部

朝持和夫,○秋元豊彦,北沢

1.緒 呂

防衛庁では昭和35年以来高空に浮遊する放射性じんを航空機により採集し,放射能

を行なっている｡

今回昭和45年10月以降の平常時の調査及び中共第11回核実験(大気圏内)時の特

測定結果を取りまとめ報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試料採集と空域

前報期間までの平常時の調査試料は週1回岐阜を基点とする本州中部空域のdKm及び



に限定し調査を行なってきたが,今回からは月1回平常時Kおいても核実験直後の特別調査

に,八戸を基点とナる北部空域,築城を基点とする西部空域各々10Km高度の集じんを加え

試料を採集した(図-1参照)｡

試料の採集装置は航空機喫下面に懸属した折紙式集じん器を使用し,航速及び採集飛行時

来通り0.d～0.7マッハ,約1時間の水平飛行による採集方式である｡

(2)試料の処理及び測定法

回収した試料(炉概)は電気炉で約d O O℃で加熱灰化処理を行をレバ則定に供した｡試料

放射能け猷化ウラン標進級源(β崩壊500d.p.s)によ少校正されたOM計数装置

法VCよ少測定し,この値と集じん飛行時VC実測した空気量から放射能濃度(pCi/砂-Ai】

算出した｡

また比救的高獲度の全ノラ放射能が認められた試料佗ついては,減衰の追跡,r線波高

行ない核分裂生成時期,含有核種の推定を行なった｡

(3)調 査 結 果

イ.昭利45年10月以降の全β放射能の濃度変化は図-2に示すとおりで,濃度のレ

スブリンクピークの発現時期等は昨年の測定結果と余り大きな変化は認められ夜かった.

また5空域の捜度レベルの比較においては,西部空域は北部,中部雨空域上りや,低

あるが,5月頃のスプリングピーク期に至ってはほぼ5空域ともに同等濃度レベルに達

る教候が見られた｡

ロ,昨年10月14日に行をわれた第11回中共核実験の影響については,15日,1
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両日にわたる特別調査把おぃて表-1忙示すとお少,各空域とも全メラ放射能濃度は平う

差なく,またr線波高解析においても,核実験の直接的影響は確認ナるには至らなか

表1中共第11回 核実験直後における高空浮遊じん

の全β放射能測定値

〔単位:POi/〝〕1

＼＼､採集空域

採去忘＼､

北 部

高度 〔Km〕
12 10 9

Ⅳ

NP- 1

NP- 5

M-1D55

M-1054

NP- 5

M-1055

N P- 7

月 日 時刻

10 15

20:50

22:01

10 1d

O2:00

02:05

02ミ59

0d;00

10:50

12;05

51.0士1.1

2.4士0.5

0.d士0.5

0.5士0.1

0.9士0.1

0.4士0.1

0.4士0.1

集塵飛行経路

北 部……千歳一宮古(10.15),八戸一松島(10.1`)

中 部……岐阜一輪島-CKo o o o

西 部……築城-MOo o o o

しかしながら,11月5日の平常調査における中部空域採集試料(試料M-1058)

のスプリングピーク期K採集した試料の一部に,今回の核実験の由来を示ナ減衰(図一

及び95zr-95Nb,103Ru,140La,1410e,144ce 等の核種の存在が認められ



試料M-1058のr線スペクトルを図4に示す｡
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図5 全β放射能の減衰

ハ,また5月d月頃に北部及び中部空域で採集した試料の一部を測定,解析の結果,今回

大気圏内核実験以後忙生成したと推定できる核種(地下実験等との由来を疑う一ことができ

含有を認めた｡
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図4 M-1058のr線スペクトル

5.結 語

今回の高空環境忙おける放射能調査の結果,汚染の程度接,昨年と同様で顕著な変動も

た外国の核実験等忙エる直接的被害は数年前忙比較して僅少佗なってきた様子ではあるカ5

中緯度を巡回し再来したフォールアウトの捕捉や,地下核実験等との関連による間接的影

られた｡

なお,今回の平常時佗おける本土内5空域の間に,僅かではあるが放射能濃度レベル作

る値を得たので,今後とも同要領にエる細部調査を継続解明するとともに,あわせて測偏

時間忙出し得る実験方法への改良等を今後の課程としたい｡



2. 大気浮遊じん中の自然放射能

大阪府立公衆衛生研究所

○沖 岩四郎,杉浦 渉,田村

1.諸 呂

核爆発実験時等の緊急時に,核分裂生成物の飛来を速か忙検出する方法として,野鶴上

んを捕集し,それをそのままGM管またはNaIシソチレーク等で測定する方法がある｡

大気浮遊じん中忙存在する自然放射能が問題になる｡これは,土壌中から大気中へ逸出し

(トロン)おょび222Rn(ラドン)の娘核種に上るものである｡通常,それらを減衰さ･

から,d時間おょび72時間放置してから測定することが科学技術庁放射能測定法で定め

る｡浮遊じん中自然放射能が一定であれば,ある係数を用いたりして補正することも可能

8回本発表会で報告した上う忙,この浮遊じん中自然放射能は夜高く昼低いという日周斯

(図1),その日周期性も気象条件等で変動がみられる｡さらに,この自然放射能の減衰

ると,昼間捕集した浮遊じんと夜間のそれとで速いがみられ,昼のものは速く,夜のもの.

(図2)｡このことは,自然放射能の核種成分が昼と夜とで臭っていることを意味してぃ

後ガンマー線スベタトロメト

リー忙よってこれら成分の核

種分析を行ない,大気浮遊じ

んに含まれる日周期性の質的

な解析を行なっている｡現在

までに得られた知見をもとに

して,大気浮遊じん中自然放

射能について報告したい｡

2.調査研究の概要

図5に示すどとく,浮遊じ

んのガンマー線スベクトログ

ラフ忙按普通5つのど-クが

認められる｡すなわち,鉛の

Ⅹ線佗エるど-ク(PI),

212pb(ThB)を主成分と

する259keVのど-ク(P

Ⅱ),2=pb(RaB)を主成

分とする295keV と 552

keVのピーク(P旺とPⅣ)

そして214Bi(氏aO)を主

成分とするdO9keV のど-
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じん中の存在比が同じであっても,半減期の凄

いから,捕集時間,捕集後測定迄の時間,おエ

び潤定時間等に上って変化ナる｡それに加えて

日周期性,気象条件,地域差.捕集高度等Kエ

る差が表われてくることになる｡

われわれはまず,昼と夜の浮遊じん中自然放

射能をそれぞれ平均値的佗扱うこと忙し,午前

10時から夜9時迄を昼の浮遊じん,午後10

時から翌朝9時迄を夜の浮遊じんとして,屋上

(地上約20m)で捕集し5分後から5分間測

定した｡捕集はスタブレックス･ハイポリュー

ム･エアサンブラーを用い,グラスファイバー

･グルマンタイプA(8×10インチ)妻戸紀上

に行なった｡測定は日立400チャンネル波高

分析装置の200チャンネルを用いバックグラ

ウンドを差引いた｡検出器は5×5インチNa

Iで,その上灯炉祇を8つに折って乗せ測定を

CPm pl

200 400 600 800Kev

放射能¢粉

2 4 6 8 10 妻宇

図2 ガンマー放射能の滅蚕

N:夜間捕集した浮遊じん,D:昼R

浮遊じん,いずれも11時間捕集しプ

差は5♂､で示す｡

200 400 600



表1 全ガンマー放射能に対する各ピーク放射能の比

(浮遊じんの捕集時間は11時間,捕集後5分における値)

核 種
ピーク放射能/全ガンマー放射能(喀)

昼の 浮遊じん

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

V

nr

P

P
エ
ー
l
r

212pb

214pb

214pb

214Bi

5.4士0.7

5.2士0.4

`.4士0.5

7d士0.5

夜 の浮遊 じ

Rl士0.d

2.5士0.4

4.5士0.4

d.2士8.5

全ガ ン･･マ

ー放射能
(cpm)

5,d d8士 887 8,95d士22

行なった｡

その結果,表1に示すどとく,夜間捕集した浮遊じんでは212pbの存在此が高く,昼¢

んでは214pb と214Biの存在比が高くなることが明らかVCなった｡このことVCエつ･

夜との浮遊じんにみられる減衰の速いが説明でき,浮遊じん中自然放射能の日周期性にはj

的変動だけでをく,質的を変動も含まれていることが明らかになった｡

つぎ忙,11時間の連続捕集を4時間毎忙90分間の捕集に切りかえ,2分後から10う

し,同様のガンマー線スベクトロメトリーを行をった｡その結果,各核種とも夜間高く昼R

vlう日岡期性を示した｡また,214pb と214Biの間VC放射平衡があるかどうかの検射弓

た結果,放射平衡忙は達しておらず,しかもそのズレの程度にも日岡期的な変動のみられj

得られた｡

5.結 語

大気浮遊じんに含まれる自然放射能は,昼と夜とで量的にも異なり,また,ラドン,ト【

核種の存在比忙も,放射平衡からのズレの程度にも変動がみられる｡この原因忙ついてはフ

るが,大気の状態を示す一つの指標として興味のある現象であり,雨水,浮遊じん等の放身

を行をう場合忙任意ナベき現象であると思われる｡

る 日本における137Cさ′90Sr.239pu.賀8pu降下量

について

気象研究所

○葛城幸雄,杉村守



下竜の測定および東京(気象研究所)における23せpuぉよぴ238pu の測定を行をった

各地点における90sr年間降下量は19d7年から1970年 までほとんど減少をし.

この原因は第d回,8回,10回,11回の中国核実験(水爆実験)に上るものであるこ

かになった｡これらの4回の水爆実験の影響を調査するため引続き月間降下物中の89sr

比の測定を行なった｡これらの測定結果について報告する｡

2.調査結果の概要

表1に東京における137cs,90sr,239pu,おょび238pu の月間降下量(19

月～1971年4月まで)おエぴ89sr/90sr,238pu/239pu 比をしめす｡

表1東京qcおける137cs,90sr,239pu,238pu月間降

下量おエぴ89sr/90sr比,23欄pu/239pu

1"cs

mci/Em2

0.0 7

0.08

0.12

0.5 2

0.4 d

O.9d

O.5 0

0.12

0.12

0.10

0.08

0.0 5

0.0 2

0.04

0.04

0.12

0.24

0.54

0.1d

O.04

0.08

0.0 7

0.0 5

0.0 5

89 90
237pb

■
■

238pu

Sr/ Sr
〝Ci/佃I12 〝Ci/Ⅹm2

5.2 0.18

4.d 0.5 d

4.d 0.5 8

5.0 0.94

4.d 1.17

4.0 1.7 5

2.d 0.4 0

2.4 0.5d
‖

1.d 0.58

0.8
t
O･9占

1.8
H
0.25

0.0 4

0.0 5

0.22

0.4 d



表2 90sr月間降下量(単位:mCi/Km2)

0.0 2

0.0 5

0.04

0.15

0.21

0.5 9

0.1d

O.0 5

0.O d

O.0 9

0.0 5

0.0 5

仙 台 秋 田

0.0 4

0.08

0.0 9

0.0 5

0.14

0.2 2

0.08

0.0 5

0.0 8

0.0 8

0.10

0.8 d

0.0 5

0.0 4

0.0 5

0.O d

O.2 2

0.12

0.11

0.O d

O.O d

O.0 5

0.02

0.02

0.11

0.2`

0.27

0.10

0.19

0.17

0.12

0.0 8

0.15

0.2 0

0.10

0.1d

0.0 2

0.0 5

0.0 5

0.10

0.14

0.25

0.0 5

0.0 5

0.04

0.05

0.02

0.0 2

0.05

0.0 5

0.04

0.0 5

0.05

0.15

表5

0.0 2

0.0 5

東京VCおける137cs,90sr,239pu,238pu年間降下量

13アos

m(〕i/懲m2

19d5 年

19d4

19d5

19`d

19d7

19d8

19d9

90sr

mci/K由2

1

ノ0

5

8

8

5

2

0ハ

8

4

■L

O

■L

■L

l

239pu

〟Ci/Km2

238pu

〟Ci/Kl㌔

0

5

1

5

■1

5

2

nU

8

2

7

2

2

1

2

1

1-

5

,3

9

5

5

5

0

7ハ

5

4

■L

5

2

5

1

1

2



表5に東京(気象研究所)qcおける137cs90sr,239puf､2･38pu の年間降下竜

238pu/239pu比(藤)をしめナ｡

表4に東京(東京管区)外5地点の90sr 年間降下量をしめナ｡

表5に19d7年から1970年までの…sr年間降下量とその前の年の90sr降~

此をしめナ｡この表でみられるエうに19d8年は19d7年に比較して7地点とも増加

(7地点平均すると1.4倍)のに対して19d8年から1970年まで殆んど減少をして

衰4 90sr年間降下量おょび総積算量

(単位mCi/

札 幌 仙 台

19`5 年

19d4

19`5

19 d d

19d7

19d8

19d9

19 7 0

ZJ

▲4

5

n7

7

5

1

2

9ハ

0ハ

,〇

t

O

■L

■L

t

l

積 算 量

表5 90sr年間降下量と前年度降下量との比

卓 i 東京l

(高円寺)

東京

(丸ノ内)

nn

札幌血台

19d7/19dd 0.5 0.5 0.4 0.5

19d8/19d7 1.d 1.9 1.2 1.4

19d9/19d8 0.9 0.9 1.0 0.9

1970/19`9 1.2 1.1 0.9 0.7

中国の核実験に由来する降下物中の89sr/90sr 比の時間的変化には5通りのグル

ると思われる｡

第1のグループは核爆発後時間とともに89sr/帥sr 比が減少をしめす｡これらは



爆発の規模は数100ⅩT級である｡

第5のグループは核実験の行なわれた翌年から急激VC89sr/90sr 比が増加し,第6

第10,第11回の核実験がこの例である｡これらの核実験はいづれも数メガトン級の水煽

放射性物質の大部分は成層圏に入ったものと思われる｡89sr/90sr比の冬から春にか車

加は成層圏から対流圏への交換率が増加することをしめす｡

239puぉよぴ238puの降下量(気象研究所)の測定結果も合わせて報告する｡

4. 浮遊じん中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

鎌田 博,湯川雅枝,佐伯誠

1.緒 言

大気浮遊じん中の放射性核種おょびそれらの濃度を調査研究するため,大型集じん装置を

て,放医研構内の地上約1～1.5rnの外気浮遊じんを捕集し,放射性核種の分析測定を昭和

10月より実施してきたが,本報では前報にひきつづいて得られた結果について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試料採取と分析測定結果

試料採取に使用した大型集じん装置の構成,性能,

試料の前処理方法おょび分析測定法は前報告と同様で

ある｡

前報にひきつづいて得られた分析測定結果は表1K

示すとおりである｡

(2)考 察

昭和4d年4.5月試料を中心として放射性核種濃

度が高い値を示しているが,これは,昭和45年10

月14日に大気圏内で約5メガトンl'NT相当の規模

でロブ･ノル地区忙おいて行夜われたと報じられてい

る中共の第11回目の核爆発実験の影響であると推定

きれる｡

5.結 語

昭和45年8月試料を採取調製直後,r線エネルギ波

高分析を行ない,更に,約1年間保存し,短寿命放射性

核種がある程度減衰した後の昭和4d年9月に同試料に

ついて,r線エネルギ波高分析を行なった結果,図1に

示してあるように125sbと推定されるスペクトルが検
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5 大気中の放射性核種濃度と月間の降下量

日本原子力研究所

笠井 薦,梁瀬芳晃,岩本克己,前沢

1.緒 言

環境モニタリンクの一つとして,環境試料中の放射能濃度つまり,全β放射能の測定と

種濃度の測定をおこなっている｡その場合にとく忙注意しなければならないのは,施設か

れる放射性核種を,天然に存在する放射性核種および核爆発実験によるいわゆるフォール

種と明確に区別することである｡

天然の放射性核種はその地域での分布を一度詳細に調査しておけば,時間的に大きな変

とみてエレ㍉ しかしフォールアウト核種は時間的な変化が激しく,また場所忙よる差もか

それゆえモニタリンクの測定データを解釈し判断する際忙はフォールアウトのデータが不

る｡

(
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図2 フォ
ーアウト核種の月間降下量

我々は大気中の放射性核種の月平均濃度と放射性降下物の月間降下量を測定している｡

年と1971年のそれらの測定結果を報告する｡

2.調査研究の概要

(11大気中放射性核種濃度

大気中の放射性核種濃度は,原研構外忙ある放射線観測所で24時間連続集じんしたろ

月間分をまとめて灰化したものを,r線スペクトル分析してもとめた｡核種は95zトー95

16r,106Ru,141･l‥ce,137cs,90sr である｡90srは5か月分をまとめてカ

析した｡

(2)月間降下量

放射性核種の降下量は0.5m2 の水盤を1カ月間放置し月毎の降下物をr線スペクトル

核種は95zr-96Nb.103,106Ru,14l･l=ce,137cs である｡

5.結 果



る. 降下性14c濃度調査

放射線医学総合研究所

前林愛子,岩倉哲男,樫田義

1.緒 呂

昭和54年以来継続している核爆発実験咋基づく降下性14cの経年的濃度変化の観測を,モ

をった｡

2.調査研究の概要

(11試 料

試料としては従来に基づき(1)通産省アルコール事業部管下の全国アルコール工場提供の国内

よ原料おエび外国産糖みつ原料のアルコール,(2)本研究所幽場栽培のやまじそ,厚生省国立

験所伊豆薬用植物栽培試験場提供のレモングラス,およびホクレン北見工場生産のメソト一

物油について実施した｡

(2)実 験 法

試料調製ならび忙測定法は前報と同様である｡

(31結 果

測定結果は表1忙示ナ｡

表1.各種試料中の14c濃度

原 料 測定成分 産 地 比放射能(dpロ

は っ か 油 メントール 北海道 北 見 1978七

や ま じ そ チ モ ー ル 千 葉,放医研 18.08七

レモンタラ.ス

生甘しょ

糖みつ

シト ラール 伊豆薬用植物栽培所 1910七

アルコールI熊太県産
1…9七

〝

鹿児島県産 1貸82七

〝 茨 城 県 産 19d8七

;-‡i蔓‡≡‡軍産:;;(1,ト……芋
:;;;ニ孟リア産(1､(2)-…呂:三;王
〝

ブラジル産 (2) 20.50七

南アフリカ産(ダーバン)

叫/gCa

_0.10

0.10

0.14

0.2d

O.5 9

0.25

0.2 d

O.25

0.2d

O.2d

O.25

0.25

20.22士0.25



ヱ 放射性降下物の降下と気象との関係 集る報

東京教育大学 三宅泰雄

気象研究所,猿橋勝子,葛城幸雄,○金一

日太における放射性降下物の季節変動は,春佐極大をしめナ表日本側,冬にしばしば

れる裏日本側K大別される｡われわれは,冬の裏日本側の90sr 降下量の極大と気象

係について引続き調べた｡

前報では,札幌.秋田,福岡,仙台,東京,大阪のd地点における90sr 降下量の

ら,冬の裏日本側に
90sr
降下量の極大をもたらす気象条件として,冬の陣水量の多

西の季節風が卓越し,対流圏下層大気の鉛直不安定寛が高いことをあげた｡

今回は,`地点における冬の降水日の気象条件をくわしく知るために,降水現象を季

気圧性忙わけて調べた｡1970年12月から1971年2月までの各地点忙おける降

銘直不安定慶,風向おエび相対気柱獲慶を表にしめす｡表からわかる上うに冬の裏6本

ける降水量は,低気圧性と季節風性との間では大きい差はないが,北西季節風をともな

降水の場合,大気の鉛直不安定慶は,低気圧性降水の場合にくらべかな少大きい｡舟直

大きい佗ど上下の混合がさかんとなわ,このょうな気象条件忙おける降水は,低気圧性

らべ.対流圏の放射性ち少を濃縮すると考えられる｡

低気圧性降水
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8.放射性降下じんのガンマー線分析による.核種の

簡易定量の試み

防衛大学校化学教室

○岡部建蔵,加瀬常男,深津 俊,角 遵

1.緒 言

当教室では,放射性降下じんゐ調査については,主としてベーター線の総量をOM管法竜

郷定して来たが,この1両年来,その強度が極度K低下したので,同じ試料を1ケ月,5づ

1年忙まとめたもの忙ついて,ガンマー線スぺクトロメーターを用いて,核種の測定とそ¢

定量を始めた｡その実験方法を報告する｡

2.測 定 法

使用した測定器は,富士通製400チャンネル波高分析器とタリウム添加沃加ナトリウJ

クエル型検出器を組合せたもので,結晶の大きさ按径50ミリ,高さ50ミリ,クエルのP

25ミリ,深さ59ミリで約7仇ゼの試料を用いる辛が出来る｡結晶の周囲は55ミリの垂

れている｡波高分析器の400チャンネルを前半,後半の各200チャンネルに分離して月

れぞれをアンプゲイン,コントロール忙より,ガンマー線エネルギーの0-2MeVの範巨

出来るよう托する｡そして前半の200チャンネルは常時試料カウントのため忙用いるこJ

後半の200チャンネル化は試料測定時間(11時間)と同じ時間のバックグラウンド弓

式で記憶させておく,このBGは月1回節しく記憶佗入れて更新する｡試料測定開始直前の

200チャンネルに記憶されているマイナスのBOを前半200チャンネルに移動させる｡

科を検出器忙入れて,前半200チャンネル上忙BGと同じ時間だけ(11時間)加算方ヨ

カウントする｡この方法でBOカウントは定時カウント中忙消去されるから,試料のネッI

トのみが前半の200チャンネルに記憶される｡カウント終了後,アナログ方式のチャーI

各チャンネル毎のデジタルカウントをプリントして保存する｡

先づチャート上佗ビータを探して,その概略のチャンネル数を計算する｡次にデジタル

ト上にど-ク忙相当ナるネットカウントを求める｡これょりガンマー線数を求める忙は,

ゲインりてよる補正と,コンプトン散乱忙よる補正が必要であるが,これら忙ついて按,いく

標準線源を用いて実験的に補正した｡

5.測定試料

空中浮遊じんはガムドベーパーで1日又は週単位で捕集したものを1ケ月毎忙まとめて土

俵測定する｡雨水は1ケ月分をづとめて蒸発浪縮して約5〝ぜとなしこれを試料とする｡汚≡

等の試料については,過マンガン酸カリ水溶液と過酸化水素水溶液を加え,加熱によってカ

ンガンを沈澱させ,それに吸着捕集したものを焼却乾燥して試料とする｡

4.測定結果

本年度佗行なっている測定では,空中浮遊じんの古い試料(19d9年以前)忙ついて転
131rl_,^ ワ. コL‥1{l､lそ色.h壬♪｣ご(d)J 103 D.. 106 D L 13アI,1_ 95 け_ 95･hTL 應⊥,山ゝLi



(1)BO按同時消却でをいため,統計的をバラツキ誤差がまぬがれをいが,測定時間

これによる誤差は余り大きくないと思う｡

(2)試料の密度,体積が同一でないので,自己吸収及び試料大きさ忙よる補正が困難

(3)エネルギーの接近した二つのど-クの重をりを補正するために工夫を零する｡

(4)化学的処理がないので,全ベーター強度を測る程度の手軽さで経常的に測定が出

d･参考文献:笠井篤:放射性降下物のガンマー線エネルギー分布の測定

Radioisotopes.Vol.14.218-
224(1965)

鼠 モニタリングポストによる空間線量(r線)

の変動調査

札幌管区気象台 ○今≠

気象庁･観測部 本毒

1.緒 言

頚境放射能水準の地上における全国的なレベルが迅速に把握でき,あわせてフォール｢

る地表放射能水準の推移を厳重に監視する目的で,19d9年から全国15ケ所でモニニ

ストによる放射能調査ポ行をわれている｡気象庁は,旭川,輪島の2官署で,19d94

からこの勧測を分担している｡

この装置は,地上10〝む(旭川は14.77孔の屋上)にNaI(Tg)1-■¢×1け検出器を言

定値は,計数率計に導いてC.P.Sで記録計に示される｡また,異常値に達したとき響幸

ナる機構を備えている｡

今回は,旭川における観測値につい

て,積雪による影響を調査したものと,

検出器の機能ならびに特性の試験を行

なった結果につぃて報告する｡

2.調査研究の概要

(11空間線皆の変動

平均的を観測値として5月～10月

までの値は,14-1d cps,1†月

～4月までの値は8-10cps の線

量が嶺刺されているが,降雨･降雪が

あると最高値28cps として5～

10cps の急増傾向が認められる｡

暖候期と寒候期の平均値が8cps 以

0
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図1に,月平均値の

変動を示ナ｡(19d9.

5～1971.5)旭川

においては,5月を極

小として11月～5月

に低線号があらわれる

が,輪島の観測では,

年間を通じて14～15

CPS と変化が現現わ

れていない｡この現象

は積雪地における特異

なものと考えられる｡

札幌での北大工学部で

得た冬期の観測にも,

この傾向があらわれ

ているが,暖候期に

は10～12 cp8

と旭川の値よ少はやゝ

1
8
1
日
川
1
4

2

1

1

1

1

10

C.P.S

8

6 11月

1970年
= 月

12月 1月 2月 3月 4

1971年

図2 1970年-1971年4月における空間線量の低下

低い｡19d9～1971

年の寒候期の変動は,年で全く類似しているので,図2には,1970～71年の変化を赤

口,空間線号の樺雪による影響

11月下旬から12月中旬にかけての値は,次第に減少し,そのあと,さらに若干では

下を示す傾向があらわれている｡またこの傾

向とは逆に,5月下旬から4月上旬から4月

上旬にかけては次第に増加し,5月から11

月中旬までの問は14-15cps の値が保

たれている｡

この減少と増加をたどる変化期間について

種々の気象雫素と比戟検討した結果,積雪の

深さの変化が,それによく対応していること

がわかった｡図5に,積雪による影響とみら

れる対応を示した｡稽雪の深さの値は5日日

ごとに記入してある｡

積雪の深さが,約50c机に達するせでは,

深さに対応して減少し,融雪期には,反対に

約50c机より少なく夜ると対応した増大が見

られる｡降水との関係について調査したもの

積雪5d醜 20dⅥ-3軌職----4乱川-56所｣--

12.(■1
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て.レントゲン単位に換算してみる｡

r線の強さと線源からの距離の間には,次の関係がある｡

A=雪羊ci･E
たゞし

A:レントゲン/時 Ci:Curie

L:距離(m/) E:Energy(MeV)

(注:この式は,Eが 0.5～2.OMeVで成立つ)

今回鉛被測定台を用いて,標準線源(1"cs)で試験測定を行をった結果,

自記の目盛

標準線源

線源からの距離

l"osのエネルギー

を得たので,これを上式に代入すると

A=
0.525×10-6 ×0.dd2

105cps

l〟Ci=1ロー6 ci

D.0 7m.

0.d d2Me V

幸70.9×10一β ≒71〟R/h

となる｡

これを利網して,記録偉から15cps の1時間空間線葛を求めると,時々10βR

ハ 検､出部 NaI(Tg)の特性測定

シンチレーション検出体は,ポールの頂部に垂直に取付けてあるので,この状態での

方向特性を確かめてみる｡

図4は,検出状態を調べた状況を示す｡

i)シンチレークを水平に設置(側面測定)

線源との距離 50cm 25 cps

〝 20仇 5 0 〝

ii)シソチレークを45慶傾斜(側面と頂部を斜めに測定)

線源との距離 50仇 12 cps

〝 20(珊 24 〝

轍)シ∵/チレークーの頂部測定

線源との距離 50∽犯 27 cps

〝 20(珊 5 7 〝

)

)

.Ⅳ

∨

(1)

NaI(℃の

モ
2助よ37cps)NaI(瑚)

3㌫蒜-｣[=⊃
(2)

シンチレークーの周辺(側面)測定
変化をし (▲)

NaI(℃β)

シソチレークーを垂直にし,鉄製カバ†を取幻つけて測定
25cps(±1)

(観測時吠態)

カバー側面に密着 8cps

〝 頂部に 〝 85 〝

i-jvまでは,シソチレークーを鉄製カ′く-から取外して
(5)

測定した｡側面部と頂部との比は,およそ1:`～であ

(10cps)

(25cp$)



頂部に密着させて測定した緯果の検出率は,頂部と側面で10:1の値を示した｡

5.績 語

以上の調香からモニタリンクポストによる空間線号の測定には,降雨現象のほかに積雪

影響があるようである｡雪自体の放射能測定値サミ雨のそれよ少も大きいことを考膚しても

討を要する問題であると考える｡しかし寒候期の低線量観測値の原因をナベて一席雪の影

には,なお疑問がある｡検出部の方向特性を調べたが,その結果と測定値の関係や構造･

などは,今後検討したい｡

10.NaI(Tg)シンテレーダーゾンデについて

高層気象台 ○乳井鉱一

気象庁観測部 長井達夫,本多

1.緒 言

上空の人工放射能を測定するゾンデの感部としてNaI(Tg)シソチレークーを噂用す

予備的観測を行なって来たが,その資料に基づき137()sのr線測定を目的とするゾンデ

たので概要を報告する｡

2･.調査研究の概要

昨年来の予備開削の培果

(11NaI(Tg)は1什¢×1■ では検出能力が足りない｡

f2)エネルギー弁別部のドリフトを極力少なくすること｡

(3)宇宙線除去の必零がある｡

雪の弱が判川,また,1MeV位までのエネルギー範囲を数チャンネルに分けて伝送しても

/一Z.一′
CARRIER

BABO.SWITCH



にみて効果が小さいと考えられるので,今回は137(〕s に焦点を確り,0.55MeV

のエネルギー範囲のr線を計測するゾンデを作製した｡

ブロックダイヤグラムは図1の確りで,センサーはNaI(1'g)1ケ≦--¢×1%l,却

は7d9dを健闘した｡種々の都合で宇宙穆除去の考裏は出来なかった｡

微分弁別回路は安定性を良くするため,約50℃の簡単夜恒温槽に入れてある｡こ¢

を蟻に落して搬送波部に送り込んでぃる｡

高直測定には空倉式気圧スイッチを健闘し約5mbの高蜃までの間に17回気圧信幸

気圧信号の時の搬送波のパルス巾を放射能計測のパルス巾の約%にし,両者が混合し1

も,地上受信装置でこのパルス巾を弁別して,高壕信号送信時でも,放射能計測が中山

のないようにした｡

5.結 語

今回製作した放射能ゾンデの概要を述べたが,今後は,センサーに宇宙線除去の機育

と共に,教10チャンネル以上の多チャンネル伝送可能の方向に進みたい｡

‖. 自然放射線ならびにフォール･アウトによる外部被

曝線量の評価に関ナる研究

甥イヒ学研究所

浜田連三･岡野真治･高橋 旦･仕

天道芳彦･加藤武雄･西田雅美

1.緒 呂

種々の環境放射線の情報を得ることは,外部被曝線量の評価を行なう上からも,また

る放射性物質の挙動を知る上からも必要である｡

環境放射線の情報を得る目的には,球型NaI(rβ)シンチレークーを備えたシンチ

スベクトトロメーターが最も適してぃることがわかった｡その理由は,これによわ外商

が可能であるばか少でなく,環境放射線の本質に関する情報が得られるからである｡さ

の組織等価または空気等価電離箱にくらべ,厳しい屋外条件に対して丈夫であるとぃう

2.調査研究の概要

(1)45年慶にはこの装置を用い,表1に示す北海道,本州および九州の40以⊥

いて測定を行なった｡この場合,モニタリングポストでは検出部の近く,また土壌試朝

地上1〝Lおよび地表面において,TMC400 チャンネル波高分析器を用いてスベクト

た｡測定時間は10分およぴ40分で,チャンネル巾は約10KeV/ チャンネルおよ

/チャンネルを標準とした｡これらのデータは計算機によって正確に10KeV/チャ
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が広島県の花崗岩地帯に.また最低値40粗Rが富士山麓の火山灰地帯に観潮されてい

表1 環境放射線の測定を行なぅた代表点

モニタリンクポスト設置点 土 壌 試 料 採 集 地

旭川地方気象台

北海道立衛生研究所

青森県 〝

秋田県衛生科学研究所

輪島測候所

福井県衛生研究所

静岡県 〝

大阪府立公衆衛生研究所

鳥取県衛生研究所

島根県 〝

福岡県
〝

佐世保市役所

鹿児島県衛生研究所

北海道上川郡新得町農場

石狩地方

札幌市内

岩手県盛岡市内

秋田県秋田市内

石川県金沢市内

福井県福井市内

原子力発電所†芸芸冨設置地区

静岡県御殿場市内

原子力発電所設置予定地

浜岡町

三方ケ廣

愛知県小牧市内

丹羽郡扶桑町

大阪府熊取町京大原子炉実験所

鳥取県鳥取市内

島根県松江市内

三瓶山麓

岡山県津山市内

広島県広島市内

福岡県甘木市内

三井郡小郡町

熊本県菊池郡西合志町

鹿児島県出水市内

肝付郡串良町



(2)放射線の連続モニタリンクによって得られる環境放射線の時間的変化は,環境放

な情報の一つである｡すなわち.降雨,フォールアウト等の線量寄与を分別して把達す

きる｡

放射線連続モニタリングの記録およびシンチレーションスベクトロメーターによる測

得られた,東京におけるフォールアウトによる外部線量の月別の値は図1に示すどと

45年12月までの15年間の積算値は124押しRであった｡降雨からの自然放射線の

時的な線量率は平常値の数倍に達することはあるが,年間1粗R以下である｡宇宙線お

天然放射性元素の寄与はほとんど一定で,それぞれ18おょび28〝レR/yである｡

(3)雨水中からは,半導体r線スベクトロメーターによわ宇宙線によって生成する臥

に行なわれた核爆発実験によるOs-157をはじめCe-144,Ce-141,Ru-1O6

105,Sb-125,Zr-95,Nb-95 等が検出される｡現在1ケ月分の雨を蒸発

定を行浸っているが,昭和45年5月分の雨にはBa-140,La-140｢が検出されフ

含まれている放射能を短時間に検出するには,大量雨水採集器(2仇×5吼)によっで

水をイオン交換樹脂によって捕集して.そのr線スペクトルを測定することが有効であ

中に含まれる放射性物質は陰陽両イオン交換樹備によってそれぞれ表2の如く捕集され:

m町側

33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 4



表2 イオン交換樹脂に捕足される雨水中の核種

陽イオン交換樹月旨 陰イオン交換樹脂

C e
-14

4

0e
-141

B e_ 7

Ba-14 0

L a
-14

0

0s-15 7

(Ru-10`)

(Ru-1【)5)

S b-12 5

(Ce-14 4)

(Ce
-141)

ロ ー 2 5 7

Ⅰ
-･151

R u
-10

d

R u
-10

5

(C s -15 7)

Z r - 9 5

N b - 9 5

S b
-12

5

括孤内は,捕捉されるが他の樹月旨にくらべて重要でないもの○

5.結 帝

環境放射線ならびに環境放射性物質の情報の把握には,ほかにも多くのきめ

やゎ方があるが,上述の方法は第1段階としては実施容易でかつ有効をものと

る｡



12.北陸4県における′くッタグラウンド放射線の測定

放射線医学総合研究所

○阿部史朗,井戸達雄,本鯛

1.緒 言

自然放射線による外部被ばくは避けることができ凌い｡国民全体におよぼすその線量笥

かにするため,また原子力平和利用の進展に伴なって生じる問題の解決の布めの資料とぅ

考慮し,全国的なバ㌧クグラウンド放射線の測定を行なっている｡前回までに四国,九州

っいて測定したが,今回は北陸4県すなわち新潟,富山,石川,福井の4県を測定した0

2.調査研究の概要

(1)測定地,<口密度,地質分布,測定地密度を考慮したうえでd5測定地(85地点

だ｡測定地点は周囲の開けた広い平坦地で,表面に士が露出しているところをおもに選人

位)測定器と測定方法 測定器は20C机声,5舵爪厚のプラスチック電離箱,振動容量笥

釣針の組合わせ,2〝声×2〝ⅣaI(Tg)シソチレークと線量率計,記蘇計の組合わ

びに1〝声×1〝NaI(Tゼ)シンチレーク付サーベイメークである｡本別定におけヱ

誤差は,標準偏差で表わすと,電離箱については士5･5多以内,サーベイメークについて

以内である｡測定器は標準線源によ少各測定地点ことにチェックし,今回の測定では偏旦

どみられない｡測定は地表から1mの高さで行ない,降雨時を避けるようにした｡

測定地点内に5点以上の測定点をえらび,測定地点内の異常な偏りを避けるエうつと妊

線量値はプラスチック電離箱の測定値で定めるが,これは測定に時間を要し･測定点カ

にくい夜どのため,サーベイメークなどをおもに使用したQ電離箱と他の測定器の同時溺

比較を行ない,サーベイメーク等による測定はその関係から電離箱の値に換算した0

5.結 果

北陸4県全域在らぴに各県どとの線量率平均値を求めた｡表1,表2に結果を示した0

表1. 各測定地の線量率

測定地

番 号

測 定 地

市,町,村,

地 内

測定地

点 数

地 内

測定点

の 数

(a)

代表線量率

(〟R/hr)

1

2

5

▲4

5

ノ0

新 潟 山 北 町

村 上 市

新 発 田 市

新 潟 市

巻 町

巻 町 海岸

1

1-

1

5

1

,▲J

5

5

5

5

4

2

2

1

15.0

14.9

14.2

10.8

10.9

78

軌 定値 の

標 準 偏差

測

2

4

5

8

0

2

0

0

0

0

0

nU

A

A



測 定 値 の

標 準 偏差

ZJ

5

0

7つ

ZJ

ZJ

5

8

0

nU

O

nU

O

O

O

O

O

O

(a)

代表線量率

(〟R/Ilr)

地 内!地 内

測定点

の 数

測定地

点 数

1

1

1

1

1

1

1

2

1

A,

5

2

2

0

2

9

2

4

0

C

2

2

2

2

0

5

2

5

5

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

妄測定地
I測

定 地

番 号 県i市,町,村,

口

10 新潟

富山

津 川 町

11 加 茂 市

12 燕 市

15 粂 市

14 見 附 市

15 出 雲 崎町

1d 栃 尾 市

17 長 岡 市

18 柏崎市荒浜

19 柏 崎 市

2 0 小 千 谷市

21 小 出 町

2 2 塩 沢 町

2 5 十 日 町市

2 4 松 代 町

2 5 浦 川 原村

2 d 直 江 津市

2 7 高 田 市

2 8 新 井 市

2 9 糸 魚 川 市

5 0 青 海 市

51 黒 部 市

5 2 魚 津 市

5 5 滑 川 市

市
市
市
市
市
町
村
市
市
計

見
湊
岡
矢
山
端
入
州
島
治

氷
新
高
小
富
城
細
珠
給
血

■ノ

4り石

42i



i測定地蔓 測 定 地
u

地 内

n 測定地

点数番 号
｢県庸,町,村,

4 d 石川

福井

ロ

富来町 赤崎 口

4 7 志賀町 赤住 口

4 8 七 尾 市 ロ

4 9 羽 咋 市 口

50 金 沢 市 5

51 吉 野 谷村 口

5 2 小 松 市 口

5 5 加 賀 市 口

5 4 福 井 市 5

5 5 勝 山 市 口

5 d 大 野 市 口

5 7 鯖 江 市 口

5 8 武 生 市 口

59 敦賀市明神町 口

d O 敦 賀 市 口

dl 美浜町 奥浦 ロ

d 2 美 浜 町 口

d5 小 浜 町 口

d4 高浜町 神野 口

d 5 高 浜 町 口

地 内i (a)

測定点

の 数

代表線量率

(〟札/br)

1

1

1

1

1

測 定 値の

標 準 偏差

測

8

d

9

2

4

1

7

5

7

0

7

4

0

4

9

(y

4

8

5

2

0

0

8

1
.
1
.
2

9
‥
▲
y
O
.
2

2

1
.
8

0ハ

ノ0

8

2

0ハ

4

0ハ

0.2

0.5

0.2

0.2

0.5

0.4

0.2

0.2

1.1

0.2

0.5

0.4

0.2

0.5

0.4

0.5

0.5

0.4

0.5

0.8

A,

A,

A,

A

l`▲'
__∵ -

L___-

注卜糾 地面からの放射線,宇宙線成分を含む(電離箱換算値)

軋定地内に測定地点が1しか夜いところでは,地点の代表値をそのせま測定値の

する｡2以上のときは平均値｡

糾 使用した測定器の種類を示す｡

A ブラスチ,ク電離箱,8 2〝声×2〝NaI(Tg)レートメーク,C

l〝NaI(Tゼ)サーベイメーク

表2.北陸4県における線量率

人口重みづけ平均
(士標準偏差)

人 口 卸)

潟

山
川

新

富
石

10.7士1.7

97士1.4

10.d士1.1

2,5dl(千人)

1,0 5 0

1,002

単純平均
(土壌準偏差)

10.4士1.9(〟R/hr)

98士1二5

10.2士1.7



1る.ウランの墳境汚染に関する研究

･(舞7朝 日常食.人尿中のウランについて)

岡山県衛生研究所

山本隆志,増田邦義(現徳島大医),柚

○山川元昭

岡山県公衆衛生課 額田 要

1.緒 言

ウラン鉱山周辺2地区(岡山県上斉原村,天王,中津河)および対照地区(岡山県御

町)内に5年以上居住する住民の日常食,人尿中のウラン含量を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査地区

天王地区はウラン鉱山廃水が流入する河川水を潅漑用水に利用している中国山地農村

中津河地区は天王地区の東北に位置し,こtの地区を南下する中津河川の上流に19d9ニ

ン採掘坑道があ少,その坑道耕水の流入する河川水を港漑用水に利用していたところで

地区は19d9年御津町,70年津高町を選定した｡これらの地区は岡山県南部農村地

(勿 分析試料および方法

分析試料は19d9年d月,8月,11月,1970年1月,8月,11月およぴ1

月に採取した｡日常食の試料数(2年間)は天王地区49,中津河地区5d,御津町1

これらの試料はそれぞれ乾式灰化後,その灰分1～2タを分析した｡人尿の試料数(2二

王地区197,中津河地区174,御津町dl,津高町72である｡人尿は24時間尿

硝酸によ幻湿式灰化後,その全灰分を分析した｡ウランの定量は固体螢光光定法によっ

β)分析結果

イ 日常食中のウラン含量(〟ダ/Ⅵay/person)対照地区のウラン含量は御津

1.02(range;0.d8～2.50),津高町0･8d(range;0･5d～1･d7)で

津河地区は対照地区よ少高く2.8d(range;1･55～4･05)であったが天王地区

河地区の約1.d備にあたる4.5d(range;2･95～5･92)を検出した｡

ウラン含量の季節による変化は各地区とも明らかには認められ夜かった｡

ロ 尿中のウラン含量(〟ダ/day/per80n)対照2地区内の人尿は平均0･01

0.00鶉～0.04),中津河地区はQ･07(range;0･00キ～0･20)であった｡天

常食のどとく僅かに高く0.14(rang厄;0.01～0.2d)である｡尿中に排泄される

季節的変化は日常食と同じく明らかには認められなかった｡

キ 検出限界以下

5.結 語

日常食および∧尿中のウラン含量は調査地区によ少多少異なりウラン鉱山に近接した
_瓜rこ71.レ=偶LんJ〝1宣l〈

主恩志｣七山r壬仕E己〝ヽヒ己.dコ王/r二日巨謝･∃こ寸1Z､わちソ阜レ十+仕1～く 虜1年ふ



14. 河川試料の調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,湯川雅枝,佐伯

1.緒 言

全国の飲料水中の放射性核種濃度のレベル調査の一環として,河川水,河鹿堆積物およ

域土壌の調査を行なって,土壌一河川水一沈降堆積物間の放射性核種(ストロンチウ

セシウムー157等)の蓄積,流亡,沈積等の状態を調査した｡このための対象地域とし

年度には秋田,福島,茨城および福井の各県を選び,とくに河川水については,上水道源

ているものを選び,これらの給水区域内の蛇口水についてもあわせて調査した｡

なお,現地での試料採取等については,上記各県衛生研究所の協力を得ておこなった｡

2.調査研究の概要

り)河 川 水

源水おエびその蛇口水についてそれぞれ100gを採取し,キャリヤを加えてからろ紙

ろ過し,ろ液をDowex50WX8,50～100mesh のイオン交換樹磨500正g

に通過させて,放射性核種を吸着せしめ,ろ過残壇と放射性核種を吸着しているカラムを

送付したものについて放射化学分析を行なった｡

分析測定結果は表1に示すとおカであるが,100β中に含まれる放射性核種の全量(

溶解物の合計値)をpCi/β に換算して示してある｡

秋田,茨城,福井については19d2年に行なわれた調査結果と比戟して低いレベルを

る｡とくに,秋田は全国的にみて放射性降下物の累積量が多い地域であ少,したがって!

河川への90Sr の流亡量が多く,河川水中の濃度も他地方よ少も高くなっているものと

る｡

(2)土 壌

深さ約0･～5仇,直径約10仰の試料8点と深さ約0～20仇,直径約5仇の試料8点

採取した｡実験室におぃて,上記の8点の試料を混合し凌がら風乾し,0～5仇おエぴ0

試料として2肘の筋を通過したものの中から100ダを採取し,放射化学分析に供した0

析法は.NaOⅡ-HCゼ法によっておこなった｡

サンプリングデータ,放射性核種濃度等を表2に示した○

放射性降下物が減少している現在では,土壌中に蓄積されている放射性核種は土質,士

いに1少,放射性核種の附着,収着,保持や降雨等によ少離脱,溶離,溶出,流亡等･凄

境表層の流亡等の諸現象の特性が極端にあらわれているようである｡例えば,砂賀土壌て

00srの流亡が他の土質,土性のものよ力も非常に大きいので,90Sr濃度は低くなってレ

推定される｡また,137c副は一般的に土壌に対して収着性が高くIしたがって土壌表層托

されているので,もし,土壌表層が降雨等によ少流亡した場合には,その部分の137cs讃
′/lt｢㌃｣-Z.⊥ 田ヰ｢す1Z､
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図1 日本周辺海域の全β放射能

表1 海域別平均値

19 7 0

測定数

太平洋(黒 潮 域)

(親 潮 域)

(混合水域)

(西赤道海域)

東 支 那 海

1500E

19 71

平 均 値

pCi/必(dpⅡV.b)

0.91(2.0)

0.d9(1.5)

1.12(2.5)

1.25(2.7)

1.2d(2.8)

測定数

平 均

pCi/.C(d

1.17(2

0.72(1.

1.15(2

0.97(2

1.20(2



-ツク海のような孤立水域で低い傾向をみせるようになった｡一方,南太平洋では,フ

実験によって今なお放射性降下物がまきちらされてお虻,これとの関連は,まだはっき

1る.日本近海外洋水中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

長屋 裕,中村 清,上

1.緒 言

前年産にひきつづき日本近海外洋水中の90sr,137cs ぉよぴ144ceの分析を

2.試料おエび分析法

鹿島灘の1点の0～2500m聞から9試料を採取し,また北大乎洋西部の2点の表

した｡

分析方法は従来と同様である｡

5.結 果

分析結果を下表に示す｡

外洋海水中の放射性核種濃度

厄

地 点

u
星深 度

90sr ■i~37cs! 1`4

日 時
(m) (pCi/β) (pCi/β) (pci

鹿島灘

北太平洋

45.10.4

45.d.15

0 0.18 5士0,012

分析中

分析中

uH円

0.152士

100 0.14 2士0.012 0.0 59士

500 0.09 7士0.010 0.015士

500 0,Odl士0.0 08 0.010士

750 0.0 20士0.009 0.0 0 5士

1000 0,011士0.005 0.008士

1500 0､0 02士0.00 2 0.005士l

2000 0.0 04士0.00 2 0.012士l

2500 0.0 01士0.0 02

0 0.175士0.0 08 0.187士】

4 5. d.1d 0 0.150士0.008 0.20 5士



17.日本近海表層水における人工放射性核種分析

海上保安庁 水路部

○塩崎 愈,西田浩児,小田勝

木村虐政

1.緒 言

本調査は日本近海における海水および海底土中の人工放射性核種の分析,測定を行ない,

おける放射性物質の分布とその変動を明らかにすることを目的とする｡

昭和54年慶よカ継続的に主に海水について90sr,131cs,144ce,108Ruの測定

ってきた｡これらの結果から,日本近海における各海域のこれらの放射性核種の分布およひ
明らかにし,核実験等の日本近海水におよぼす影牒ようを把握してきた｡

2.調査研究の概要

本調査は本庁水路部および第1,2,d,8,9,10管区海上保安本部の協力によカ日

海域から四半期毎に表面水を採取し,本庁水路部に送付し,分析,測定を行なっている｡

試料は表面水20リットルを採

取し,現場で濃塩酸を加え離と

したものを用いた｡

全試料について90sr,137cs,

144Ce,106Ruの4核種について

化学分離を行在ったのちβ計測に

よ少測定を行なった｡計測は日本

無線医理学製4打ローバックグ

ラウンドガスフローカウンターを

用いた｡

用いた分析法は次の如くである｡

90sr:陽イオン交換法による海

水中の90Yの直接分離法b

137cs:フェロシアン化鉄の沈

殿によ少大量海水からCsを分離

した後,苛性ソーダでフェロシア

ン化鉄を分解後,ジピクリルアミ

ン法,陽イオン交換法でCsを精

製し,塩化白金酸塩として秤量,

計測を行なった｡

144 rl〈 .rむまノ J､ノ加地とヒM- ナ･h

0.1

90sr
pci/1

EUBOSH工0

;吋ト･･由紳隼

JAPAN SEA

中鉢湘佃-●};ゝ.



行なった後,水酸化マグネシウムに

共沈,陽イオン交換法で希土類を除

去したのち,硫化物として分離,これ

を硝酸に溶解後,硫酸一過マンガン

酸カリによる蒸溜法を用いた｡

得られた結果の一部を図1,図2

に示す｡

19dl～19d2年の大規模な

米ソの核実験の影きょうは19d d

年頃まで見られたが,19d7年か

らは90sr,137cs は横ばいの状

態にな少,1970年には多少の減

少を示している｡地域的にはほとん

ど差異は見られなかった｡

中半減期核種である144ceでは

19d7年に極小を示しほとんど検

出困難な程減少していたが19d8

年から増加を示し,夏は極大,冬は

極小の季節変化を示している｡また

その極大は年毎に徐々に増加してお

少1970年の夏にはD,5pCi/ゼ

に達している｡しかし,19d5年 1968 1969 19701966 1967

の約10pCi/β の値に比べると

極く低いものである｡地域的には黒 図2144ceの経年変化

潮流域よ幻も日本海の方が約0.1～0.2pCi/β 高く在っている｡

5.結 語

日本周辺海域の海水中の放射能はここ数年苦るしい変化は見られず,ほとんど横ばぃり

る｡これは近年大気圏および成層圏における核実験が自縮されている結果と推察される｡

がら,今後一層発展が予想される原子力平和利用に伴い,海洋への放射性物質の放出の裾

するであろうことを考える時,放出周辺海域の放射能調査が重要になるものと思われる0

18.表面海水中の放射性核短濃度

放射線医学総合研究所

新井 実,錬田 博,佐イ



137c8 である｡

2.分析法

分析法は,塩崎らの方法〔J.Oceanogr.Soc.Japan,2O(2)51,19

じて行なった｡

5.調査結果

昭和45年における秋田,茨城,福島,福井の00sr,および137csの年間平均値は

おりである｡また,同4地方の昭和4d年2月の値は声2の通わである｡なお,試料調製
析となっていた新潟,広島の昭和45年2月採取試料の分析結果を表5に示した｡

表1日本沿岸表面海水中の放射性核種濃度(昭和45年2,5,

8,11月地方別平均値)

試料採取地

県 名 地 点

濃度(pCi/g)

137c畠
137cs/90

秋 田求 平沢港

福 島
小名浜

長者原

0.2 0士0.0 2 0.2 d士0､01

0､18士0,0 2

0.24士0.05

0.2d士0.01

0,24士0.01

茨 城

0.22士0.05

0.22士 02

0.2 0士0.02

0,22士0.01

0.24士0.01

0､2 5士0.01

福 井
浦底湾

丹生湾

0､14士0.02

0.18士0､02

0.27士0.01

0.28士0.01

(注)薮:45年5,8,11月平均値

表2 日本沿岸表面海水中の放射性核種浪度(昭和4d年2月採取)

試料採取地 濃度(pCi/ゼ)

県 名 地 点
90
sr 137c8

秋 田 平沢港 0.21士0.05 0.2 7士0､01

137Cs/90 s

福 島
小名浜

長者原

0.21士0.02

0.22士0,02

0.2 5士0.02

0.25士0.01

茨 城

0.17士0.0 5

0,18士0,0 2

0.15士0.02

0.21士0.01

0,21士0.02

0.19士0､01

福 井
浦底湾

丹生湾

0.17士0.0 2

0.19士0.0 2

0.20士0.01

0.2 5士0.01



表5 日本沿岸表面海水中の放射性核種濃度(昭和45年2月採取)

試 料 採 取 地

県 名 地 点

濃度(pCi/g)
90 sr 137cs

新 潟
新潟港 出口

新潟市関屋沖

0.25士0.05

0.20士0.02

0.2 9士0.0 2

0.2 5士0.01

0.1d士0.05

0.19士0,05

0.2 5士0.01

0.25士0.01

福島,茨城,福井の45年の年間平均値については,90srが0.14～0.24(平均

pCi/ゼ,137cs が0､22～0･28(平均0.25)pCi/ゼとほとんど昨年の測定結j

ある｡また,45年慶に新規に開始した秋田については5月,8月および11月の平均イ

他地方と同様な結果を示している｡

19.北太平洋西部海水のトリチウム濃度

東京教育大学

三宅泰雄

気象研究所

○島田利夫,川

1.緒 言

前年度にひきつづいて,北太平洋西部海域

における海水のトリチウム濃度を測定したの

で,その結果について報告する｡

海水試料としては,昭和40年,気象庁観

測船夜風丸で採取(0～2000m深さ)し

たもの,および昭和45年,東大海洋研究所

白鳳丸のEH-d8-5航海で採取(0,

d Om深さ)したものを用いた｡

試水は電解濃縮したのち,液体シンチレー

ション･カウンタを使用して,これに含まれ

るきE濃度を測定した｡

2.調査結果

測定結果を表1に示す｡表面海水の値は;

11く 1 く 7 T一丁｢R月壬nA n4El 《 つ～

20 ●
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●

●
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1957 5859 60 61 62 63 64 65 6



表1 北太平洋西部海水の3H濃度

Loeation

4-2d,19d5

5-14,19d5

7-20,19d8

7-25,19d8

7-25,19d8

8-4,19d8

8-7,19d8

51Q18/N1420 05/E

29055/N157028JE

57005/N1450 28JE

58000JNldOO oIJE

58000JNld8001JE

44050JN17lO59/E

44058JN ld7050JE

11.5士0.2

5.7士0.1

0.5士0.02

15.7士02

5,d士0.1

0,5士0.02

0､4士0.02

鼠d士0.2

4,2士0,1

買7士0,2

ス7士0.1

10.4士0.2

4.2士0.1

RO士0.2

5.9士0.1

8.2士0.1

5.d士0.1

5

.2

8

4

d

.7

8

8

4

.8

5

8

0

ノ0

nU

2

1h

5

2

5

2

1

2

1

2

1

1

1

40年,45年の結果は昭和58年よカ減少の傾向にある｡

20■ 日本の沿岸導水･河川水などの3H濃度

放射線医学総合研究所

○井上義和,前林愛子,樫圧

1.緒 言

原子力施設周辺の放射能を評価するうえでは,3Hはもっとも注目すべき核種の1って

3Hの成因は,原子炉の種類によって異なるが,核燃料の核分裂生成物,制御材の牒同旬

水中のD,Li同位体などがあげられる｡そのうえ,3Hは天然にも存在するが,19d

19dl年にわたる熱核爆発実験によって地球上に3Hが降下しているので,そのレベル

明しておく必要がある｡

2.調査研究の概要

前年度は,昭和42年～昭和45年の試料として,原電敦賀,関電美浜地区,九電玄沌



池水,地下水などを採取し分析し

た｡又一部の試料につき前年産の

結果と比較した｡

実験につぃては,試料水を蒸溜

後,0,5重量車Na202 電解溶

液100～400花gを用い,5～

7℃水浴序で1～3Aで7～

28日間電解し最終容積が5～

12仙叩こ夜るまで濃縮,電解濃縮

液は蒸溜後,乳化シソチレークま

たケまジオキサンシソチレーク㌢こよ

る液体シンチレーションカウンタ

ーで100～400分測定,電解

濃縮率は,試料セル8本につき既

知量の3E を加えたセル2本を

用い電解前後の放射能比よ少求め

た｡測定率はExternalR-

atio 法によった｡

5.結果

表に結果の一部を示す｡(1)河川

水では70～120T.R.パ2)沿

岸海水では20～50T.R.,(5).

地下水では10T.R.以下の5

群に分別できる｡現在の表面水の

レベルは大体100T.R.前後で

あるが,U)は主に雨水の,(2)は海

水に対する河川水の影響が考えら

れるのに対し,β)は表面水の影響

を佗とんど受けていない古い地下

表1 日本の沿岸海水,河川水の3Ⅱ濃度

今回の結果 前回の結

試 料 採水年月日

1号井戸水

2号井戸水

沿･岸海水

取水口海水

放水口海水

源水タンク

イオン棄換水

坂下ダム水

馬 背川水

落合河水

美浜海水

昭4 5.10.29

昭45.10.29

昭45.10.29

関屋川水 昭4 5.10.29

敦賀川水

猪の飽水

高巻川水

昭45.･10.29

昭45.10.29

昭45.10.29

赤住海水

小福浦海水

信濃川水

角海浜沢水

角海浜海水

白 丸川水

白 丸海水

昭4 5.10.2d

昭45.10.

昭4 5.10.22

昭4 5.10.21

昭45.10.21

昭45.10.

昭4 5.10.

Ⅰ:東京電力福島発電所

Ⅱ:開高電力美浜発電所 Ⅱ′高浜地区

皿:原電敦賀発電所

水と推定する｡現時点における

backgroundIevelを試料の種類によカ5段階に分けうることは,3Ⅱによる汚染召

上で重要と考える｡

施設からの排水の寄与を論ずる際には,環境水中の3Hの濃度は季節,天候,地理的‡

件などを考慮に入れる必要がある｡

これらの因子の寄与も評価して,3Hによる環境中の汚染を評価するには,今後とも屈

周辺の環境水について経年変化を調べるとともに,高濃縮率でかつ誤差の少ない3H分布

実施する必要がある｡



21･硫化コバルトによる海水中の放射性ルテニウムの捕集

国立公衆衛生院

岩島 清,山県

1.緒 言

日常の海水モニタリンクでは海水から酎ヒ物沈殿法陀よってアルカリおよぴアルカリ士∋

多くの放射性核種とともに放射性ルテニウムを捕集し,rスペクトロメトリを行なう方i

うよく採用されている｡ここでは,核燃料再処理施設周辺のモニタリングのために,5～

海水から放射性ルテニウムを捕集することを目的とした｡Sodd ら,Chakravati｣

物沈殿法につぃて,沈澱生成のpHおよび担体を変えるとともにルテニウム化学種によるロ

差異を検討し迅速分析法を確立した｡

2.調査研究の概要

(1)･実 験

イ.トレーサー溶液の調製 主としてFletcher らおよび､Sinit8yn らの調j

とづいて108Ru一塩酸溶液,ニトロシル108Ru一塩酸溶液,ニトロニトロシル106Ru-亜

リウム溶液およびニトラトニトロシル106Ru一群酸溶液を調製した｡トレーサー106Ruの放紺ヒ学的

いてはGe(Li)検出器を用ぃたrスペクトロメ

トリーで,各化学種の化学的挙動についてはイ

オン交換樹脂法,ろ紙電気泳動法で調べた｡

ロ.操作 0,45-〟mミリポアフィル

タでろ過した海水10D耽gに108Rロトレー

サー溶液1耽βを加え,ついでCo2+溶液1

舶を加える｡溶液を水浴上で10分間加熱し

たのち,トM水酸化アンモニウム溶液あるい

は1劇水酸化ナトリウム溶液を加えpHを調

製する｡4喀(Ⅴ/V)チオアセトアミド溶

液7征gを加え一定時間水浴上で加熱する｡硫化

物沈澱をろ別し.ろ液に塩酸を加えて定容とし

たのち放射能を測定する｡

(2)結 果

イ.pHの影響 海水100花gについて

Co2+:1昭,沈殿生成のための加温時間:

1時間とした時pE>9で106Rllはどの化

学種でも定量的に回収できた(図1)｡pH

鼠9から水酸化マグネシウムの沈殿生成があ

るのでp崩[95付近がろ過に時間を要しない

0

ヂ
さ
蜜
O
U
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2 4 6 8



で108Ru一塩酸溶液をトレーサーとして用いてチオアセトアミド溶液を加えてからの加電

影響を調べた｡50分から120分にわたって加熱時間を変えて行なったが975頭から

の間の回収率を得た｡

ハ.コバルト量の影響 pH95～チ5の指席pHで海水100耽βについてCo2+]

0･05′輝から5.0〟拶ぜで変えて実厳したが,Co2+が1堀以上あればいずれの化学種の

も定量的に回収できた(図2)｡Brown

らはニトロニトロシルルテニウムには水酸化
100

物あるいは硫化物沈殿法は有効ではないと報

告しているが本法払他の化学種のルテニウム

同様ニトロ化合物にも十分有効である｡

ニ.他放射性核種の回収率
59Fe;

>99喀,65Zn:>99喀,95zr:>9d

痴,60co:>"多,137c8:<0.5努

85Sr:<0･5喀,

(5)応 用

1970年モナコにあるIAEAのInト

ernationalLaboratory of

加brine Radioactivity から共同

測定の目的で送付された海水(5kg)につい

て本法を適用した｡硫化物沈殿の放射能は

Ge(Li)検出器(25,8cc,Ortec

810-20,10(耽鉄シールド)を用いて

測定し,108Ru 45pCレ′極海水を得た｡

これと平行して1kgの海水を使って106Rロ

奮放射化学分離し,β測定を行なった結果
1O6Ru:41および59pCi/k9海水を得

70

60

≠
.
き
ぎ
O
U
虔

40
q5 1.0 2p

C㌔1mg

た｡

5.結 語 図2 Tbe effeet of
the am

海水5eに50//LyのCo2+を加え,PH of cobalt on the rec

97付近で均一沈殿法にエ幻硫化コバルトの沈殿を生成させれば,各種ニトロシルルテニ

種の106Ruは定量的に捕集できる｡5gの海水を処理するのに硫化物沈殿を得るのに2【

径47舵虎のミリポアフィルタ(0･45-〟m)を用いて沈殿を吸引炉過するのに20分が!

る｡本捕集法とGe(Li)検出器を用いるr-スペクトロメトリーと組合わせることに

中の106Ruは容易にかつ迅速に定量することができる｡



22.核燃料再処理施設廃液の沿岸放出に

伴う放射能影響域の推定

気象研究所

○杉浦吉雄,桜井澄子,葛功

｣核燃料再処理施設の操業に伴い,放射性廃液の一部は,パイプラインを通じて,1日5

慶の淡水にうすめられて,放出される｡この研究の狙いは,流量を異にするいくつかの汚

て,河川水影響域の拡りと流量の関係を把握し,その関係を1日500仰の放出率yで列

放出液影響域の拡少を概算することである｡

河川水が海水と比べて,その組成上,いちじるしく違うのは,塩分(S)である｡河ノl

海水で5D痴内外の値である｡次に,アリカリ土類金属や重炭酸イオンなど,いわゆる7

(A)と称する量に包括されるものが相対的に河川水に多いことである｡しかも,塩分も

産もほほ保存性成分と考えられるから,これらは河川水のトレーサーとして用いられる｡

A/Sを縦軸に,1/Sを横軸にと

って図をかくと,一般に点は,S軸

に平行な直線とこれと斜交する直線上

に配列する｡S軸に平行な直線は外洋

水,斜交する直線は河川水の影響を受

けた領域(影響域)の水を表わす｡あ

るいは,AをSに対してプロットして

もよい｡この場合,影響域の水は,A

軌上のある.電を通る直線とな少,外洋

水はほぼ座標原点を通る直線である｡

以上,いずれの場合も,二直線の交点

は,影響域最外線の塩分値(So)を

与える｡影響域内水の塩分(Sm),

混合比(m)を考えると,

m=1-Sm/So

の関係がある｡mは,河川水影響域内

水の中に含まれる河川水の割合怒示す｡

従って,河口付近海域における塩分

＼●
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また等m線でもある｡河川水董を河川流量で険したものを交換時間(T)と称する｡等m
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の場合も,ほぼ直線上に配列するので

m=0.5に相当するTの値を流量に

対してプロットすると,図2のように,

久慈川の流量として少ない方の値をと

ると,コロンビア川,富士川,久慈川
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の5点が直線(1Lヒに並ぶ｡その外挿上500仰/日の流量に相当するTの値を求める｡

1つの久慈川の托量では,コロンビア川,富士川とよい直線性はないが,一応参考の允

ンビア川との間で直線を引いてみた｡(2)ここに得たm=0.5におけるTの値菅用いて

ついてのT-m関係を図5の点線で示す｡

廃液中の106Ruは1日1Ci放出されるとすると,三宅によれは,106Ru の海水

22×10~4〟Ci/ゼである｡この濃度に相当するmの値は,d,dxlO~5であ

さて,廃液影響域における廃液の交換時間Tbは,

Tb=蟄mi△Vi/R
であるから.



一方,

Vb<RTb/mb

Zmi△Vi=mVb

ただし,m は,影響域内における平均の混合比｡観測結果では′,

m/mb ≦1･5,RTb=mVb

であるから,

Vb=RTb/m≧RTb/m･b･1･5

従って,

RTb/1･5･mbくVb<RTb/mb

ここで,

R=500仰/日=5×108cガ/日

mb=d･dxlO~5

Tb=1･2(久慈川の流量が0､5×1012cガ/日の場合)

Tb=0･19(久慈川の推量が1･0×1012cガ/日の場合)

であるから,

1)流量0･5×1012仰P/日の場合:

5･5×108珊苧>Vb>4･2×106仰

2)流量1.0×1012ガ/日の場合:

d･dXlO6炒>Vb>8･dxlO5砂

となる｡

25.横須賀港.佐世保港の海水′海底土の核種分析

海上保安庁 水路部

塩崎 愈,西田浩児,○小田勝之,木札

1.緒 言

原子力艦船が寄港する,横須賀港,佐世保港の海水,海底士の核種別による放射能濃度二

の調査を昭和45年慶よ少,年4回定期的に行なっているので,測定結果を報告する｡



庁水路部に持ち帰り,核種分析,測定を行在った｡

なお,海水試料については横須賀,佐世保両港ともに内港,外港にわけ,それについ

膚の測定結果である｡

(2)試料の採取,調整法

海水試料は各測点にお小て20gづつ表面水,下層水密採取し現場にお小て海水1g

酸2耽gを加えてある｡

海底土試料は,スミス･マッキンタイ

ヤ塾採泥器及びカンナ式採泥器で採取

し現場で中性ホルマリンを加えてある｡

この試料は送付後110℃以下で乾燥

し,粉砕,ふるいわけされた後,分析

試料として使用される｡

なお分析核種は,144ce,108Ru

の2核種である｡

β)分析法

イ144ce
………海水は水酸化

物として濃縮後,陽イオン交換,劇I

BX抽出で精製後,シュウ酸塩とし,

ひェう量,計測を行なった｡

海底士は乾燥士の塩酸抽出後,海水

の分析法と同じ操作を行なった｡

ロ106Rll……･･･海水は沈澱法

で濃縮後,硫酸,過マンガン酸カリの蒸

溜法で精製後,酸化物として計測を行

なった｡

海底土は硫酸,硝酸による海底土中

の有機物の分解後,海永と同じ装作を

行なった｡なお収率は比色分析にエる｡

図1横須賀港の測点及び海水,海底土中の

108Ru
の4d年度平均値

(4)計 測

放射能の測定はすべて,4万一ローバックグラウンドーガスフローカウンタを用いて孝

β)調査の概要

海水,海底士の測点と,昭和45年慶の各測点の平均値奇,横須賀海曹図1に,佐世イ

に示した｡なお数値の上段が1ヰ4ce,下段が106Ru,( )内は海水の値である｡

pCi/ゼ で,海底土はpCi/9で表示してある｡

これによると測点別の変化が多少ある事が注目される｡

次に海水,海底士の全測点平均値による経年変化を横須賀港を図5に佐世保港を図4む

5.結 語



海底土においては,堆積速度の違い

による測点別変化,核種による差の為

の変化が大きいものと思われる｡

なお,両港の核種分析による調査は

始めてからの期間がわずかであるので,

変動の多少をいうのには,まだ尚早で,

これからの長難問の調査が必要であると

思われる｡

一＼6d

b錦

モ叫Ud

佐 世 保 港

午
OA8

仇24
数値の上段は1一▲ce

下段は
10●且u

()は海水の値である｡

45.7 8 9 10 11 12 46ユ 2 3 4

図5 横須賀港の経年変化(全軌点平均値)



45･7 8 9 10 1112 4¢.1 2 3 4

囲4 佐世保港の経年変化(全測点平均値)

2 4.沿岸海底堆積物中の放射性核瞳

放射線医学総合研究所

長屋 裕,中村

1.緒 言

前年髭にひきつづき海底堆積物中の90sr,137C8 およぴ144ce の分析をふこなっ

2.試料および分析法

福井県,福島県および茨城県沿岸のd地点で昭和44年5月～45年11月の期間に採

52個の試料を分析した｡

分析法は従来と同じである｡

5.結 果

分析結果を下表に示す｡

海底堆積物の放射性核種濃度(pciパ(9-dry)

点地集採

■■■.■`.ir-11t

-
.-.

一
■
一

-

.
.
.
.
■
■
■

湾底浦

日 時 i90sr 毒 137c8 1ヰ4c

44●…二:;i:…‡…三:……
11.11

4 5. 5.2 7 2

一

士8

-

d 2士4

7 0士4

14 0 0士1

210 0士1

dlO士

172 0士



日 時

8.15

11.12

4 5. 5.28

8. d

ll. 5

4士1

1.1士0.8

0.7士0.7

1士1

5士1

2 5士5

11士2

17士2

12士2

17士2

10 0士1

5 00士1

5 4 0士

7 d O士

d 8 0士

44. 5.28 14士2 5 0 0士1

8.20 2士1 8士2 4 0 0士1

11.2 7 0.0士0.9 11士2 24 0士

4 5. 5.28 0.5士0.9 !15士2 5 7 0士

11.1d 4士1 14士2 15 0士

44. 5.28 5士1 2 2士5 2 0 0士1

11.2 7 4士1 15士2 4 0士

4 5. 5.28 11.5士0.9 19士2 4 d O士

8.28
10･0士0･8

21士5 4 9 0士

11.1d

重-･丁

1d士2 110士

4 5. 5.■12

8.15

11･di 2士1
1

5.21: 5士1

11. 4

4

8.15

11. d

4 5. 5.21

1.0士0.7

テ≡≡三…圭≡~
2 0士2

17士2

18士2

11. 4 0.0士0∴､

22士5

5 5士5

2 5士5

19士2

510士

2 7 0士

410士

5 0 0士1

4 0 0士1

14 0士

27 0士

25士5 210士

25.海産生物の全β放射能(晦和45年度)

水産庁 東海区水産研究所

○服部茂昌,本城康至,木立 孝,奥孝

鈴木秀弥,田中萩子



料に基づいて,その結果の概要を報告する｡採取方法夜らびに分析方法は前年度までと1

2.調査研究の概要

(1)近海海産生物放射能調査

昭和45年4月から4d年5月までの間に実施した本調査および横須賀港を除く特私

物放射能調査の結果は次のとお虻である｡

イ 東京湾･相模灘･房総沖を中心とした海域の生物群別にみた全β放射能の平ゴ釧

頃向と変幻夜く,プランクトンが他の生物群エカ高く,動物プランクトン251pCi/｣

プランクトン21GpCi/9灰をそれぞれ示した｡次いでナマコ類が94pCi/9灰を≠

それも例年よ少低く,全般に全β放射能の値は減少している｡この他の生物群は魚類をて

て低く,バックグラウンドに近い値であった｡

ロ ブランクトン放射能の海域別の平均値は東京湾ではd7pCi/ク灰,相模灘でケ

pCi/9灰,房総沖～常磐の外洋域では517pCi/9灰で,東京湾を除く調査海域全兎

ほとんど同じ水準を示してお虻,海域的な特徴はみられない｡このことは海洋学的区分軒

別の平均的放射能にょっても同様である｡

プランクトン放射能の鉛直分布は

昭和45年d月およぴ12月に相模

灘中安城において0,50,100

200,400mの各層にわたカ郷

定が行夜われたが,下層の方が表層

よ力も戴分高い傾向にあるが,これ

も海観別の傾向と同様に,プランク

トンの全β放射能の分布が均一化し

たことを示している｡

プランクトンの全β平均放射能の経年

変動は図1に示すように,東京湾･

沿岸水域･黒潮強流帯･黒潮反流域

の各海域とも前年同様極めて低水準

にあり,はげしい変化はみられない｡

ハ

ネクトンの全β放射能が5

け以上を示した出現比率は55.5喀

で,44年を除いた例年と変らない｡

全β放射能は0～dlpCi/ク灰の

PCi//′腎灰

黒潮強流帯

200()

1000

0

2000

】000

0

38 39 40 41 42 43 44

図1 水系別,航海次別プランクトン全ベータ

能

範囲内にあって,ほとんどがバック ▲∴-;大気圏内核実験時期

グラウンドに近い旭を示した｡ネクトンの全β放射能は全般的に低水準であるので,海

性,経年変化の特徴について明言できるものはないが,44年慶を底としてやや増加し

である｡

エ ベントスの全β放射能で5α玖上の湘定値を示したものの割合は54.5喀で,



カンテソナマコ類を除いたベントスの全β放射能の経年変動は57～58年のピーク以:

の変動はあるが減少の傾向を持続し,45年度には従来の平均値よカヤや低い値である｡

カンテンナマコ類は相模灘中央部で採集されたものについて測定が行なわれたが,いサ

ンクトンの放射能に近い高水準で,その平均値は194pCi/グ灰を示した｡

(2)特定海域海産生物放射能調査

偵須賀嬉における海産生物の放身嫡巨調査は45年d月,8月,11月および4d年2月《

施された｡

イ 横須賀港周辺で採集された海産生物の全β放射能を生物群別にみると,もっともi

前年に引続き褐藻類(154pCi/9灰)であD,次いで植物ブランクトン(85pCi/

緑藻類(55pCi/ク灰),魚類

(44pCi/ダ灰),動物ブランク

トン(5d pCi/ク灰),斧足類

(55pCi/ダ灰)およびヒトデ

(9pCi/ク灰)の順に低くなって

いる｡動物プランクトンの全β放射

能が魚類のそれよ幻も低いなど,(1)

に述べた海域とはやや傾向が異なっ

ている｡とくに,45年d月の5区

のプランクトンの放射能は5α以下

の値であ少,プランクトンで5け以

下の資料が得られたことは極めて稀

なことである｡

ロ 本年度は11回にわた少原

子力艦艇が横須賀港に入港した｡横

須賀港周辺海域における海産生物5

種の全β平均放射能の経年変動を図2に

示した｡プランクトンの季節別平均

放射能は1d～d7pCi/ク灰で全

般的に低い｡カレイ類では50～

84pCi/ク灰の範囲にあゎ,とく

に45年11月には44年2月以来

｡Ciノ恢l

㈱
弼
仰
抑
釧
1
0
0
0
欄

5
｡
0
馳
｡
細
川
｡
帥
㈹
抑
制
1
0
0
｡

プランクトン

==l川1l
川I

ムラサキイガイ

40 41

図2 横須賀港周辺海域における海産生物の全べ

均放射能の経年変動

■;原子力潜水艦入港時期

1; 中国核実験時期

l; フランス核実験時期

のピークを示した｡これらのほかの季節別平均放射能はヒトデでは5～17pCi/タ灰,

キイガイでは16～40pCi/9灰,カジメでは80～177pCi/9灰を示し,ほほ従∃

水準であったといえる｡

ハ 以上の結果から,これら海産生物の全β放射能値は原子力艦艇の入港頻度あるい吠

フランスの核実鹸に対応しているものはみられず,全般に低水準である点も含めて,それぢ

は浸かったものと考えられる｡



2る.海藻中の放射性核種について

放射線医学総合研究所

上田泰司,鈴木 譲,中村良一,河内

佐伯誠道

1.緒言及び試料

放射性降下物による海洋汚染調査の一環として,海藻中の放射性核種を検討するため,

川,福井,福島,茨城,広島地方の海藻を,各衛生研究所を通じて集め,90srと137c

調査した｡

2.実験及び結果

表に示す如く,90srについては福井の1970年5月のワカメと,広島の1971年

サノリの2.O pCiノく9生から,茨城の1971年5月のハリガネ(紅藻)の11.9pCj

囲であゎ,137csにつぃては,福井の1970年5月ワカメの2.2pCi/Kg生から,茨塀

海藻中 の放射性核種

地名至採集年月 pCi/辱生

新 潟 197 0. 5

石 川 19 7 0.11 ホンダワラ

mタCa/kg生

11占7

112 2

ワカメ

ワカメ

ホンダワラ

ホンダワラ

14 29

115 d

12 2d

15 78

ワカメ

カジメ

ワカメ

カジメ

茨 城

19 7 0. d

d

lO

1971. 5

ワカメ

アラメ

アラメ

ハリ ガネ

15 0 0

17 58

128 5

144 0

14 0 7

120 d

14 71

1851

広 島
19 71.1 ワカメ

11アサクサノリ

158 5

5 5115.7

ネの25･OpCi/K9生の範囲であった｡ハリガネの137cs量が高いが,これは他の海

べて灰分暑が5一-4倍も高い為に.この様な値を示したものである｡



2 7.貝殻の 90Sr濃度

放射線医学総合研究所

上田泰司,鈴木 譲,中村良一,河F

佐伯誠道

90srにエる海洋汚染の指標生物の一つとして月穀の90srを定量した｡新潟,福井

城,広島地方よ少貝類を集め,その貝殻中のQOsrの調査分析を行在った｡結果を表に≠

のカキの7.1pCi/k9生から福井8月のサザエの2ス2pCiノく9生の範囲であD,前｣

と殆んど同程度であった｡

月殻中の 90sr濃度

採集地名i採集年月
口

種 類
pCi/桓生 Caダ/短生;∈

新 潟
4 5.11 バ イ 月 12･7!518 !

l

‡4 5. d ア ワ ビ 15.2 5 5 0

u

福i丹生湾 4 5. 8 ムラサキイガイ 2 2.d 5 2 2

井至芸笠芸

4 5. 8 ムラサキイガイ 2 5.1 5 8 5

4 5. 8 サ ザ エ 2 7 2 58 9

福 島
4 5. 8 ア ワ ビ 97 5 2 5

4 5. 8 ハマクリ 11.5 2 88

茨 城

4 5. 7 ア ワ ビ 12.占 4 2 0

4 5. 9 ア ワ ビ 8.9 44 5

4d.5
u ハマグリ i

20.2
H
4 0 0

広 島 幸三…二;卓
カ

キi
アサリl

71

79

584
t

595 圭

28,魚類のgOSr.137C$ 濃度

放射線医学総合研究所

○上田泰司,鈴木 議,中村良一,佐イ

1.緒 言

放射能調査の一項として海産魚の90sr,Ⅰ37csレベルの分析測定を行在った｡

2.試 料
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137cs共昨年エりやや低く特に汽水

魚が海水魚のレベルに近くなってき

たことが注目される｡

5.結 果

表2は,魚骨の90Srの実測値と

理論値について比戟したものである｡

理論値の考え方は,放射線医学総合

研究所年報(昭和44年慶)Pl12

にも示しているように,

pCi/y.Ca fish bone =

ORxpCi/9.Ca seawat-

から導かれたものである｡ORとは

安定元素の定量f直から求めた魚骨固

有の値であゎ,

ORfi8h bone = Sr/Ca

fish bone/Sr/Ca sea

water

表2 魚骨中の90sr頭皮(昭和45年度)

地 方;魚 種至実測値
.口.),理論値(∈

福 島 ポ ラ

スズキ

｣_‥輿
潟 ポ ラ

丁~~~~す

石 川!ア ジ

…ヵレイ
】 サ バ

井i ア ジ 0.1

±~~手~字テ十i.ラ
幸｡.1
イグロク

⊥

で示される｡

各地方の沿岸海水の90sr レベルと,海産魚骨のOR値を用いて計算したものが理論

この結果,カレイ,アジなどで理論値と実軌値でよく一致している｡∴十まゎ,試料海産魚

域の海水中紬Sr量がわかれば,かな少正確に魚骨90srレベルを推定することが出来る

29.化学分析による海産生物の放射性コバルトの濃度

水産庁 東海区水産研究所

鈴木長

1.緒 言

福井県敦賀半島にはすでに2つの原子力発電所が稼動している｡施設排水の環境への重三

の1つとして周辺海産生物陀よる放射性同位元素の蓄積が考えられ,その実態を知るには一つにはう

物の放射能のレベルを正確に把超しておか夜けれはならない｡比較的周年にわたって棲息

広範囲に分布しているムラサキイガイ,ホンダワラ類などを敦賀半島周辺より採取し,最

核種と思われるコバルトについて放射化学分析をおこなったのでその結果を報告し,合わ･



キイガイは採取後ホルマリンで固定して,ホンダワラ類は風乾して持ち帰カ450℃で灰`

析に供した｡分析法は敦賀の方法｢J.Rad.Re8.9.2.65～72.1968｣によった0

次のとお虻である｡

灰試料(1～10ク)

l

硝酸で乾固

l

塩酸抽出

l

クロル塾アニオン交換樹脂に吸着,4N塩酸で溶出

l

コバルト,チオシアネートをアミルアルコール･エーテル混液で抽出

l

アンモニ丁水で逆抽出

l

硫化物で沈澱,硝酸に溶解

l

乾固して,水に溶解

l

アンスラニル酸コバルトで沈澱｡重量を測定し,放射能計測｡

コバルトの回収率は80喀前後であった｡放射能計測には25棚ステンレスの測定皿で

フローカウンターを用いβ線測定をおこない,標準試料との比較で濃度を求め,さらに試う

に減衰補正をした｡なおバックグラウンドは0･8～1･1epmであったQ

機器分析の結果は4声×4インチⅣaIシソチレーク200チャネル波高分析器の値を1

11の方法rAnal,Cbem,51,11,1785,1959｣にJって求めた結果,

は金沢大学のGe検出器による値である｡

5.結果

化学分析i化学分析

供試量

試 料 採取月日 採取場所

NaI検出
器pCi/タ

a8h

NaI測iGe検出

定供試量

器pCi/

クa8h

51士0.2

/5.1士0.2



試 料l採取月 日

ホンダワ

ラ 類

採取場所

化学分析

pCi/グ

asb

化学分析

供試量

浦底北 5.5士0.7

45.11.12 浦底南

NaI検出

器pCi/ク

a8b

NaI況り

定供試量

Ge検出器

pCi/ク

ash

5.4士0.d

′′5.4士0フ

し5.5士0.5
4d.5.2d 浦 底 0.5士0.1

4d.5.2d 滞 底 0.8士0.1

｢0･8士0･1
＼0.8士0.1

45.11.15 鞠 山

4d.4.7 美浜竹浜

0.5士0.1

/0.5士0.1

t､0.5士0.1

4d.5.18 大谷押 0.4士0.1

1.一は検出不能なもの｡士は僅かに検出されるが定量出来ないもの｡

2.Ge検出器あ値は上が1.55MeV,下が1･17MeVのピーークで求めたもの｡

NaIは全て1.17MeVのピークで求めた｡

5.軌定時間はβ線測定がd O分,肋Ⅰ検出器は5万秒(約15時間)である｡

4.結 語

化学分析の結果はほぼNaI検出器,Ge検出器の値と一致した｡灰の量が10グ程度折

混在するCaの童も多量にな少,操作に時尚を要する｡回収率には影響をいと思われるが,

当なCa除去操作を加えて分析法を改良したい｡化学分析した試料を♪払Ⅰ検出器で検討L

･ノ58co と60coの分別が不可能の場合にはその試料の減衰曲線を追わなければなら夜レ㌔

11月の浦底,鞠山のホンダワラ類,4d年5月¢〕ムラサキイガイでは〟aI検出器では

存在量に比して58co はほとんど認められない｡NaI検出器による方法と検出しうるt

比戟してみると,NaIでは5×104秒,計測で5pCi/ク asbが150ダす夜わち1
′`ヽ

▲.▲
ヽH l. ▲

_



共に2･5～4痴ほどであったので,58co,60coの濃度が75～12.O
pCi/生k9以

10ダで検出可能である｡また灰10クでこの程慶の濃度のものを検出しエうとするに

ムラサキイガイ,風乾したホンダワラ類では250～400ク,殻つきのムラサキイガ

～1･4kクが必要とをる｡分析した試料数がまだ十分でないので速断は出来をいが,この
1

では浦底での60co のレベルは45年に比べて4d年はムラサキイガイはほぼ TT
10

ワラ類でォ以下に減少している0また浦底以外の地域は60co のレベルは敦賀湾内

少幾分低いようである｡美浜竹浜では60Co は検出され夜かった｡

1

5 0.海産生物中の108Ru濃度

水産庁 東海区水産研究テ

○南迫洋子,梅毒

1.緒 言

現在,海水中には過去10数年にわたって行なわれた大気圏内核実験の放射性降下物i

放射性ルテニウムが極く微量であるが,夜お残存している｡いっぼう,使用済み核燃料寺

の低レベル放射性排水中に含まれる放射性元素はトリチウムを除くとその大部分は放射セ

ムで占められると推定されている｡したがって,再処理工場排水の沿岸放出に先き立っ･

岸水域における108Ruの水準を明らかにするとともに海産生物への蓄積の状況を検討1

2.調査研究の概要

表1海産生物中の108Ru濃度

試 料 採取場所 採取年月i

ヒ ジ キ

ジ ュ ズ モ

ホ ン ダ ワ ラ

ムラサキイガイ

敦賀湾 浦底

〝

〝南
〝

〝北

〝 〝

〝 鞠 山

〝 鈴ケ崎

〝 手ノ浦

〝

沓

〝 浦 底

昭4d.4

4 d. d

4 5. 9

4 5.11

4 d. 2

4 5.11

4 d. 2

′′

〝

〝

灰 分

藤一湿重量

100Ru +10

pCi/極
-

5.01

5.24

4.8 9

5.5 0

4二d d

5.0 0

5.54

5.9 7

5.4 5

5.2 7

4.20

1d 5士

4d5士

7 95士

5 74士

58 7士

7 55士

287士

582士

511士

9 40士

10 2 0士



(東海村周辺の試料については前年度抄録集に示したので省略する｡)

は芸芸?票慧こ雷雲芸晶子冨笠言霊芸芸芸芝芸P苛WW幻,450℃で灰化した｡化学分析は灰分10～

50クを担体20昭とともにアルカリ融解し,ル

テニウム区分をエタノールによって沈澱し,これ Ru

を金属マグネシウムで還元して金属ルテニウムと

して分離しβ計測によ少,定量した｡担体の回収

率は平均dO喀であった｡海産生物中の106Ru

っ一u

+
臥
-

+108R血痕慶は表1に示した｡敦賀湾のムラサ含
キイガイ,ホンダワラ∈)類は東海村周辺の試料よ

少も数倍高かった｡その理由は明らかではない｡号
東支那海,駿河湾のエビ,サバの106Ru濃度は

東海村周辺の試料の値と大差はなかった｡試料生

物を生態学的,分類学的に類別して106Ru含量

と対応させたのが図1である｡敦賀湾の試料を除

いて検討してみると,放射性降下物に由来する

108Ruは食物連鎖を通して換縮されていないとい

える｡

5.結 語

10l

○

←碓安生鹿毛→…←--よ安生慮重

囲 1

東海周辺海域における放射性降下物に由来する106Ruはこの結果からみると,海産生

(100～3pci/k9WW)には海水(10~■1pci/必)101～3 倍蓄積されていることが推定

この他は再処理工場から年間105ci程度の106Ruを放出しているウインズケール周

(Templeton.Preston,1966)における生物(102～8pci/k9ww)と海

(101-3pci/g)との間の大まかな蓄積比101～3と著しい差異は凌いと思われる



51.原子力発電所周辺の海産生物中における

人工放射性核転の濃度(予報)

水産庁 東海区水産研究所

○梅津武司,吉田勝彦,鈴木頴介,商う

川崎典子,敦賀花<

1.緒 言

わが国の原子力発電所は稼動してから日も浅く,放射性排水の放出は沿岸漁業にとっ一

経験である｡この研究の目的は,微量の放射性核種を含む排水の放出によって沿岸海域ら

のような影響が生じるか,すなわち発電炉稼動の初期における問題核種を明らかに,寸刻

標生物を見いだし,モニタリンク方式を考えるための資料を得ることである｡対象海域一

鎖性の弓轟い浦底湾(敦賀発電所)とこれに続く敦賀湾から,敦賀半島西側の丹生湾(美き

に至る範囲が主である｡これと比戟する意味で開放系沿岸の福島県下(福島1号炉)を

ているが,発電所に直接する港湾以外の海岸線では付着生物の採取できる地点を見いだ-

きず,比較にはなお資料が不足している｡

2.調査研究の概要

生物試料はすべて水研･水試の担当者が現場で直接採取した｡福井･福島水試の協動

に謝意を表したい｡試料教は約70点で,採取地点は図1に示した｡ホルマリン液漬あ′

した試料は東京に運ばれ,魚貝類はそのまま,海藻は水洗してから次の処理,すなわち妻
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炭化,灰化(450℃)された｡放射能測定は50～150クの灰をブラスチック容器(

×5･5珊)に入れて整形し,叙しゃへいのNaI検出器(4in声×4in),200チ

高分析器(東芝製)を用いて5×104秒間計測にエ力行な･った｡検出限界は厳密に客観亡

できていないが,例えば6Ocoでは1試料(50～1509)当たD500～500pCi

ダ当た幻2～5pCiy 程度と定め,それ以下でもピークの認められるものについては+

示することにし,定量はCovellの方法によった｡夜お特に問題のある試料については一

器(金沢大学･阪上氏,理研･岡野氏)その他でクロス･チェックし,また化学分析を行■

60coは45年1月に浦底湾口ブイのムラサキイガイにおいて最高値(54pCi/9灰

103 pci/ 生Eダ)が検出され,以後湾内では減少している(45年9月同ブイ:検1

46年2月発電所取水口:7pCi/9,46年5月同所▲:5pCi/9)｡この湾以外では

検出限界以下であった｡131Ⅰは4d年5月に福島発庵所港内のアカモク(ホンダワラの∃

×102 pCi/生Kク検出されたが,同時に採取したワカメ,タンパノリ,その他で嘲

なかった｡95zr,粥Nbは敦賀半島周辺のホンダワラ類において,他の海域の試料よ少i

で(1.5×102 pci/ダ,採取後55日に計測,減衰稀正せず)検出されたが,その起竜

一ル･アウトのみによるのか,発電炉に関係があるのかについてはなお検討を必要とする｡

5.結 語

現在までに調べられた約25種の海産生物を特に種に注目して,その生態学的位置と含ま】

核種の関係を整理したのが表1である｡ここでは採取時期,海域地点という要因は問題か

あり,生物による核種摂取の実体が反映されているか否かについてはなお検討を必要とす･

の表を見る限少ではベントスに指標生物としての適種が存在すると考えられる｡ムラサキ■

ホンダワラ類,ナマコ類の分布域は広いが,年間を通して十分量を採取できるかどうかはF

る｡将来のモニタリングのことを念頭におくと,適種を常時採取するためのブイや人工魚苛

も検討課題の1つとなるであろう｡

52.東海村地先海底土中の106Ru定量上の問題点

水産庁 東海区水産研

川崎

1.緒 言

北太平洋は過去に行なわれた核実験に由来する108Ruか極く徴量ではあるが,未だ残

る｡又49年操業予定の再処理工場が稼動はじめると,東海村地先への放射性放出物は増

あろう｡この低レベル廃水中にはトリチウムを除くとその大部分は108Ruで占められる

れる｡このことから極く微量の存在と考えられる現在を知り,その存在場所,形態等を知

必要があると考えこの調査研究を行なった｡

2.調査研究の概要



A,3,C,Dの試料は2分

し,その1つばそのまま乾県,

今1つば52メッシュ以下

(0.5ミリ)8～52メッシュ

(2～0.5ミリ)8～5メッシ

ュ(2～4ミリ)の5ケの粒径

でわけた｡わけ方はpH8.0,

Cg19.00‰の<工海水中で

湿式法で行なった｡44点の試

料については採取されたままを

これら各々を50℃～40℃で

乾燥し,原試料とした｡

(1)化学分析法

原試料から水分を測定し,

450℃で灼熱減量を測定した｡

次に再び同一試料をアルカリ融

解して分析した｡その分析手順

は大略次の過少である｡

試料 50ダ+担体(20野)

1

ECO3:EⅣ03:EOH.

200才,d O OOCで融解

1

水500舶に溶解,NaOCゼ

100耽gを加え,温水浴上で

2時間複拝
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図1試料採取位置

1

遠沈,溶液にエタノールを加え,50分温める｡

1

遠沈,沈澱物に5N,NaOH,10痴NaOCgに溶解,Na202を加える｡

1

遠沈,溶液にエタノールを加え,沈戯

1

遠沈,沈澱物をHCg(Conc)の少量を用いて溶解

1

Mg末を加え,Rqの沈澱を作る｡

ろ過,ローバックにエ少測定｡
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い方が低くなっている｡この傾

向は灼熱減量でも同じである｡

図2の結果では106Ru含量の

変動が大きく,粒慶との関連も

明確でない様に見られた｡

く5)考 察

これらの結果申分析値の変動

が大きい(101～3pCiノくク乾

泥)の理由として,1)地形,

地域的変動が原因となるもの,

すなわち採取地点自体の変動

と考えられるもの,.2)採

泥はドレッヂ式改良形で行なっ

たが同様な粒皮紐成の低質でも,

採泥層の硬軟,混合程度などに

よる変動が考えられる｡また

5ノット.5分間曳であるが

速度,時間等による速いの影響

も考えられる｡5)この分析法

は回収審その他から見て,海水,

海産生物に対しては充分利用出

来るとされているが,泥の場合

はトリウム系列の核種が除去さ

れない可能性も考えられる｡

5.結 語 図2 分析結果 彪2.

東海村地先海底土の108Ru含量水準を把適するためには,1)試料自体の変動を少なく

めに全体として分析するのに加えて,一定の粒慶区分について分析を行なう必要があろう｡

に採泥方法をドレッヂ式から,柱状採泥器に変え層別に混合せずに採取することを考えて行

ならない｡5)分析方法を再検討し,トリウム系列の核種混在の有無や,除去の確認をして

要があるものと考える｡そして106Ru濃度の底士と海水,生物の関係,106Ru とともに

ると考えられている1桐Ce忙ついて知る努力が必要であろうと考える｡

終少に採泥に御協力いただいた,茨城水試の担当者に厚く御礼を申し上げる｡



5 5.茨城県付近海域の解析調査

放射線医学総合研究所

上田泰司,長屋 裕,鈴木 譲,中手

中村良一,佐伯誠道

1.緒 言

放射性降下物にエる海洋汚染のバックグラウンド調査として,総合調査を行なった｡

2.試 料

試料は,茨城県大洗町と日立市との間,沿岸`km以内の海域から海水,海底士,生物群

て採取した｡分析法は,前年産に準じた｡

5.結果

表1に帽和45年8月採取の魚類2種についての分析結果を示す｡表2は昭和4d年5

生物群についての90sr,137Cs の分析結果を示したものである｡又表5に海水,海底

90sr,137c8,144ceの濃度を示した｡

表1魚の部位別90sr,137cs濃度(昭和45年8月,

那珂湊)

魚 名 部 位 90SrpCi/ダasb 90srpci/k9生(S.u.) ′1a7csp
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表2 生物中の90sr,137C8濃度(昭和4d年5月)

採取地

那珂湊

大 洗

試 科 名
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ヒ ラ メ
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表5 茨城関係データ(海水,海底堆積物)
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54.茨城県沿岸におけるご盲底堆積物への

放射性核種の蓄積について

茨城県衛生研究所

森田茂樹,小

1.緒 言

核燃料再処理工場稼動前における周辺海域バックグラウンド調査の一環として,海底

いてその性状及び放射能水準を把撞する目的で昭和44年よ少行なっている調査の結果

告する｡

2.調査方法

調査した海域は原子力施設群のある東海村～大

洗町沿岸で,主として岸よカ2k皿 附近に重点を

おいた｡周辺海域の概況および試料採取魚を図1

に示した｡

海底堆積物の採取は小型の曳航式採泥器を用い

た｡海水は表面海水を採取した｡

堆積物の粒径組成は流水中で節によ幻分け,化

学的組成の定量は主としてイオン交換分離1),

原子吸光分析によった｡

海水一堆積物問の放射性核種の分配係数はトレ

ーサーとして137cs を加えた海水と堆積物億振

過し一定時間毎に上澄液を分離しr線計測を行な

い海水中の137C8残存率よカ求めた｡

っ警讐芸笠芸芸警喜美ご莞ヲ,･1｡6R｡,144ce,ロについては原安協化学分科会のマニ

ュアルりに準拠した｡使用した主な機器は下
記のとお幻である｡

原子吸光分光光度計(日立製107型)

ダブルビーム分光光度計(日立製124型)

低バックグラウンド計測器(医理研製LBC-1塑)

シンチレーション計測器(医理研製DC-5塑)

万能振盤器(イワキ ⅩM式)

図1 Sampling Locdt

5.結 果

調査した海域の堆積物は全般的にみると砂質で占められてお少,東海村沿岸では石英
言逗よ

__⊥_､とヒyヽ_巨ま_ナ手J｣トゼト⊥4｢シ/捕竹1⊂_A
ノ Jゴ､J



まであクかな少複雑な分布をしているようである｡大洗沿岸の堆積物には貝殻屑が多く,男

口附近のものには有機物の含量がやや多い｡各点の堆積物の粒径組成,化学的組成を表1,

す｡

表1 Texture
of marine sediment(喀)

n
‖

Sampling Location
H

74

Tokaioff,

ロ

A

C

G

2

2

12Moutb of
Riv.Naka,

Oaraioff, J d

Nakaminato off,
L 18

巴

表2 Chemictalcomposition of sediment(喀)
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2
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2
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7

4

2

nU
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5

ツー

4

2

5
.
2

4

2

1=cs を用いた分配係数を求める実験の結果

では吸着は比戟的短時間で飽和に近くな少,1～

50時間について分配係数Ⅹd と振盗時間をそれ

ぞれ対数軸上にプロットすると図2のように各試

料ともほほ直線とな少式Ed=ktaで示される

ような馳係となった｡各試料のⅩd50址,k,

aおエび実際の海水,堆嶺物中の137cs分析結

果よ少得たEd ob8唐表5に示した0

東海村沿岸の堆積物は吸着率は低くⅩd=100

前後で大洗,那珂湊沿岸はⅩd=200位で幾分

高い値を示しているが,これは主に粒径の差によ

るものと考えられる｡

海底堆積物中の放射性核種の分析結果を表4に

示す｡いずれの核種も国内の他の海域と比べやや



表 5

Sampling Location

Tokaioff,

′′

雲::;‡.:;f?i'●Naka'!言NakamlnqtO
Off,

Experimentl

l

･■■~~~~■~~~;Ob8e

a ;Ⅹd30br

12 5

99

158
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17 0

0.0 8d

O.0 75

C.0 57

0.04d

1dl

12 5

19 7

2 51
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表4 Radionuclides in劇arine Sediments

1970 May-1971f'

Sampling

Location

Date
of

S卑mpling

A

Tokai off

197ロ.5.21

8.5

11.4

1971.2.25

Rqdioqctivity (pCi/k9)

108Ru

d.9士0.7

d.9士0.d

5.7士0.d

5.1士0.7

7d.d士77

75.4士d.2

4R7士5.4

70.2士4.8

137cs j 144ce

22.d士1.d

51.5士1.8

22.1士1.d

24.4士1.8

488士71

74占士dd

401士48

509士魂2

C

Tokai off

1970.5.21

8.5

11.4

1971.2.25

d.4士0.d

4.5士0.5

5.8士0.d

5.7士0.7

70.4士74

78.4士d.5

49d士5.4

d74士4.8

24.5士1.d

40.4土2.1

51.0士1.8

279士1.7

4dd士ブ1

710士d5

449士52

541士44

G

idouth o f

Riv.Naka

1970.5.21

8.5

11.4

1971.2.25

11.2士0.8

d.5士0.d

74士0.d

d.0士0.7

1172士8.7

9d.7士d.9

d5.8士5.8

794士5.2

d5.5士2.d

d4.5士2.d

51.7士2.0

54.2士2.4

d12±プ5

905士71

474士52

d95±頭8

J

Oarai
off

1970.5.21

8.5

11.4

1971.2.25

8.1士0.7

72士D.d

7d士0.d

75士0.8

10d.5士8.4

11d.5士7占

7d.4士d.2

872士5.5

5R2士2.5

790士2.8

574士2.4

570士2.5

729士78

778±嘉8

445士50

d41士4d

1970.5.21

8.5

11.4

1971.2.25

8.5士0.7

8.4士0.7

91士0.7

104.2士8.4

1占4.2士8.8

105.7士70

478士2.2

4d.5士2.2

85.8士5.9

Cobble qnd pebble

d55±プ7

1282士84

911士d5

吉果とあわせてみると緩やかではあるが年々減少の傾向がみられる｡137cs は20～8



1,500pCi/K9でEdはそれぞれ103,104･でこれらの核種が堆積物に蓄積しや

を示した｡ロの含量は河口付近で高く,沖合では低い値を示した｡

4.結 語

調査した海域の堆積物は砂質が主で90sr,137Cs の吸着率は,多少の差はあっても

叫直を示した｡しかしこれら長半減期核種は核燃料再処理廃液放出により徐々に蓄積すヱ

考えられるので今後調査を継続してゆく必要性がある｡またIO8伽,1"ce は堆積物

やすいことがわかった｡これらのことから放射性廃液の海洋への影響を監視するうえで汚

は重要な指標となることが考えられる｡一方,この附近の海底地質はかな少複雑であると

もあるので測定の数等を考慮し更にデータを積み上げてゆく必要があると考えられる｡

5.文 献

1)吉村,脇:分析化学,d,5d2(1957)

2)科学技術庁:放射性ストロンチウム分析法(19d5),セシウム157分析浸

5)原子力安全研究協会,化学分科会‥ 海砂中の放射性ルテニウム分析法(197□

土中のCe-144分析法(19d8),海水中のウランの分析法(19d8)

4)福田,春山:原研沖の海底の調査,第4回原子力安全研究総合発表会予稿集(1

55.神奈川県における海藻中の放射性核種濃度

神奈川県衛生研究所

○小山包博,高嶺

1.緒 言

神奈川県産の海藻中の放射能水準調査の一部として,昭和40年から4占年にかけて拐

藻中の106Ruおよび137csの定量を行なった｡

2.調査研究の概要

小田和湾で採取した海凍を500℃で灰化し,試料に供した｡

(1)106Ruの分析法

灰分2グに担体10み轡を加え,硝酸カリウム4ク,水酸カリウム4クを加えて融解し,

水で溶解し次亜塩素酸ナトリウムを加えて酸化し,塩酸と緩衝液を用いて約pH4附近て

素に抽出し,さらに亜硫酸水素ナトリウムを含んだ5M水酸化ナトリウムに逆抽出し,て

取少比色法にエカ化学的収率を測定した｡残少の溶液にエチルアルコールを加えてルテニ

物に還元し,折紙上に沈澱を集め,約40昭/仇2のアルミ箔奇かぶせてローバプクカウ

1時間計測を行なった｡

(2)137Csの分析法

灰分4グに担体を加え,塩酸で抽出し,リンモリブデン酸アンモニウムによ少塩化白盛

固定しローバックカウンターで1時間計測した｡



137c8 は45年から4d年にかけてやや高い値が得られた｡

表1小田和湾内海藻の108Ru濃度(pCi/桓 生)

採取場所

毛無島

長 原

戸隠の鼻

鹿島 磯

昭和40年 昭和41

2190士515

5280士725

検出限界

検出限界

459士218

995士272

昭和42

5.09士d.8d

検出限界

90.7士125

51.5士1d.0

昭和45年 昭和44年 昭和45

590士d5.8

102士45.7

11.9士58.9

1鼠5士10.0

5.51士22.4

147士575

15.9士25.5

15.1士25.5

21.1士1d.

25.2士1d.

4.08士11.

8.15士12.

毛無島

長 原

戸隠の鼻

鹿 島磯
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80.d士15d

lO.d士12.5

509士15d
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98.5士70.d

検出限界

52.7士88.9

171士54.O

dl.7士45.0
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14.1士2只9

検出限界

10.1士170

14.5士299

ア

ラ

メ

毛無島

長 原

戸隠の鼻

鹿島磯

検出限界

1720士110

57d士57d 50.5士15.7

571士85.0

55.7士90.8

検出限

検出限

検出限

41.7士15.d

毛 無島

長 原

戸隠の鼻

鹿島 磯

80.1士180

検出限界

検出限界

検出限界

144士100

14.9士954

検出限界

5d.1士21.8

検出限界

検出限界

7d.5士50.2

95.7士d5.0

11.5士24.d

検出限界

検出限界

18.d士14.∈

検出限罰

18.5士15.1

21.5士15.d

毛無島

長 原

戸隠の鼻

鹿島 磯

514士294 検出限界 54.9士475 914士19

ホ
ン
ダ
ワ
ラ

毛無島

長 原

戸隠の鼻

鹿島磯

d5d士505

150士490

検出限界

45.9士20.5

71.4士252

d71士d71

検出限界

58.1士55.5

11.0士24.d

27d士27d

52.9士21.

1占.5士1d.

検出限タ

表2 小田和湾内海藻の137c8濃度(pCiノく9生体)

昭和4 0年

毛無島

長 原 54.9士5.4

昭和41年

21.5士5.5

昭和42年 昭和45年舶和44年 昭和45年

14.5士5.5

40.5士8.1

12.2士2.4

50.1士4.1

2RO士2.7

5d.8士4.7

毛無島

長 原

24.0士4.9 14.8士2.4

14.d士2.2

758士1.8

11.4士2.1

1d.d士5.5

2d.1士72

15.1士24

575士4.5

20.8士2.5

50.7士2.9

毛無島

長 原

24.d士4.0 21.2士5.7

55.d士2.9

22.1士5.9
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5る.乳汁への131Ⅰ.140Ba-140Laの移行

農林省畜産試験場

○宮本 進,檀原

1.緒 言

核実験や原子炉事故をどの緊急時における牛乳中の131Ⅰの測定が,近年とくに要請さ

牛乳中の=1Ⅰ濃度の測定は,できれば,全国数ケ所で一斉に行なえる体制が必要である

めには,搾乳現場で誰にでもできる131Ⅰ濃度の迅速簡易軌定法が必要となる｡この目的

までに,牛乳中の131Ⅰをアニオン交換樹脂に交扱分離させたのち,シンクレチャンネルr線波

によ少測定する方法を試みてきたが,131Ⅰのみの定量では,佗ほ実用化の見通しを得た

しかし,牛乳には,初期のフォールアウト中に存在する140Ba-140Laの混入が予想

もし,この核種が牛乳中に共存すれば,131Ⅰの測定法はさらに検討を要するが,全く存

か,あるいは存在してもその量が131Ⅰにくらべて微量であれば,支障はないと考えられ

体内に入った131Ⅰ,140丑aは種々の代謝過程をへて乳汁に移行するが,主として,131】

腺を経由し,140Baは骨格を経由して乳汁に移行すると考えられる｡したがって,各々の∠

慶,移行量には差があることが予想される｡

上記の目的のため,今回の実験は山羊を供試し,1き1Ⅰの代謝速度,乳汁への移行量な

べ,あわせて,140Ba-140Laとの比戟を行たい,131Ⅰの定量法の検討を加えたもの

2.調査研究の概要

泌乳中の山羊5頭(泌乳量1～2kク/日)を供

試した｡131Ⅰと140Ba-140Laの投与量は,山 d｡Se≠

羊彪1(131Ⅰ-50/`Ci),彪2(131Ⅰ-50/l

Ci),J%5(131Ⅰ-12JLCi),Jh;4(

(181Ⅰ-12/`Ci,140月a-140La-12

JLCi),J%5(140Ba-140La-12pCi)

で,いずれもキャリアフリーで経口投与である｡

(1)131Ⅰの代謝 11I

山羊4頭(彪1～彪4)葱供試した｡131Ⅰを

彪1,2には50〟Ci,彪5,4には12〟

Ci投与した｡投与後7日間,糞,尿,乳汁を1

日1回採取し,一定量をとカシングルチャンネル

波高分析器によ摘Ij定した｡その結果,7日間で

糞へは,彪1,2-4.5～8.7喀(投与量を

100とする),彪5,4-d･0～11.8感,尿

へば彪1,2-50･8～55･8喀,彪5,4-

57d～d4･d珍,乳汁へば彪1,2-2d.8～
0β1

=;)1`OBaノ`○



かであった｡尿への排泄は,少量投与したグループに多かった｡乳汁へは,尿の場合と遥

与グループに多かった｡経時的には,糞への排泄はゆるやかに減少してゆくが,尿,乳㌣

1日目に最も多く,以後の滅少は指数関数的でかなり急である｡全体的には投与後4～5

外排泄はほとんどなく夜った07日目の甲状腺中の131Ⅰは5.0痴前後であった(2例)

得られた乳汁をアニオン交換樹脂を使用する簡易測定法によわ測定したところ,樹脂によ

補促率は95努前後で良好であった｡

(2)140月a-140Ⅰ.aの代謝

山羊2頭(彪4,5)に各々12〟Ciを投与し,投与後7日間,糞,尿,乳汁を1日

し,一定量をシングルチャンネル波高分析器で測定した｡その結果,7日間で,糞へ95

9占･d藤,尿へば0･9～1･2喀,乳汁へば,0･1～0･2喀であった｡これにより1403a-

はほとんど糞を通じて体外に排泄され,乳汁には,どく微量しか移行しないことが明らか

5.結 語

以上の結果よカ,131Ⅰは乳汁へは10～50喀の巾でかなり多く移行した｡その傾向

に多く,以後指数関数的に減少した｡140Ba-140Laは,その大部分が糞を通じて排泄

汁へば,ほとんど現われ凌いが,現われてもごく微量であった｡したがって,乳汁には,

131Ⅰが多く,140Ba-140La は131Ⅰ測定時に無視してよいといえる｡

今回は乳牛の試験動物として,山羊陀ついて検討したが,次回は,さらに乳牛について

えたい｡

る7.標準食の放射性物質

放射線医学総合研究所

上田泰司,鈴木 譲,中村良一,河内

佐伯誠道

1.緒 言

19d d年よ少行在っている標準食の分析結果の1970年慶分碇つき報告する｡

2.試 料

北海道,新潟,鹿児島の5地方につき,各衛生研究所に依頼して,なるべくその地方で

た食品またはそれを材料とした調理前の食品を,科学技術庁資源調査会｢改訂日本人の食

によ少日本の中流家庭を対象として,9食品群に分け灰化後,各群につき90sr と137

ベた｡

5.結 果

結果を表1～dに示す｡5地方の結果から全摂取量に対する各食品群の寄与を求めると

90Srについては,穀類170,豆類9d,苧類10･0,牛乳18･2,卵1･5,肉類0･2

0･5,葉菜類22･8,根菜耕20･4多であゎ,137cs については,穀類51.5,豆類8.
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表.5 鹿 児 島

19 7

;90sr
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ス
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●
●
●

十
穀 類 0.84 5 4 2 4.7 穀 類 5.2 5 5 0

豆 類 0.4 4 51 14.2 豆 類 2.5 115

い も 類 0.5 0 10 5 0.0 い も 類 2.9 5 01
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卵 0.0 5 17 1.8 卵 0.5 50
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表 5 新 潟
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5 8. 食品の放射性核種

放射線医学総合研丸所

上田泰司,鈴木 譲,中村良一,○河内

佐伯誠道

1.緒 言

科学技術庁放射能調査の一項として前年に引続き,日常食中の90Sr と137Cs の線

た｡

2.試 料

試料は北海道,新潟,福井,福島,茨城,大阪,福岡の7地方の各道府県衛生研究所に一

都市成人,農村成人の調理済みの可食部1日分を集め灰化後化学分析を行なった｡

5.実鹸および結果

結果を表1,2表に示す｡90srの墳度は春季の結果は7地方の平均値は6.7pCi/d.

(177S.U.),秋季はチ5pCi/d/p(16.2S.U.)であった｡

一方137C8については春季は平均値で11･2pCi(6･6C.U･),秋季は16･OpCi

(6.9C.U.)で,2回の平均値は15.6pCi/d/p(6･8C.U.)であった｡

表1 日常食中の放射性核種

1970年

i90srpci/Ⅵ/p‡

ニニ主……≡≡_二二

Ca稲/d/p 137cspci/d/p Ⅹ哨/d

新 潟
都市成∧

農村成人

福 井

福 島

都市成人

農村成人

都市成∧

農村成人

2 9 2

4 55

15 8

2 5 5

茨 城
都市成人

農村成<

大 阪
都市成人

農村成人



表2 日常食中の放射性核種

90srpci/d/p

1970年11～

Caん砂旬/p 131c8pCi/d/p E′研/p

北海道
都市成人

農村成人

11.7

177

d 8 d

7 2 5

新 潟
都市成人

農村成′.

15.7

19 0

5 4 9

7 58

2 5.7

2 72

5 7 7 5

5 5 占4

18.5

2 9 7

2 8 79

514 d

福 井
都市成∧

農村成∧

4 7 5

5 24

11.0

10.5

18 9 2

1588

福 島
都市成∧

農村成人

54 5

114 5

R4

12.5

1519

2158

茨 城
都市成人

農村成人

7 5 2

5 5 7

15.8

17 0

2 2 9 9

2112

大 阪
都市成∧

農村成∧

d12

48 7

1~2.5

12.4

17 2 7

19 4 7

都市成∧

農村成人

d 5 5

4 7 0

12.8

10.9

1914

184 2

59.乳歯中の90Sr濃度について

厚生省国立予防衛生研究所

○永井 充,石井俊文,駒井匁

1.緒 言

人体への放射性物質の影響を評価する基礎資料とするために,乳歯中にと幻こまれた90三

ついて経年変化,地域差および晴育栄養別の差異など種々検討をおこなってきた｡

前回に引続いて関東地方,東海地方そして北陸地方の乳歯中の90sr頻度と安定ストロン

の分析をおこなったので報告する｡

2.調査研究の概要

‖)試料および方法

イ 乳歯の収集

乳歯収集は,教育委員会および歯科医師会奇通じ小学校,幼稚園など各方面の協力をえて

われた｡昭和45年慶は凶東地方4,155本,東海地方5,d O7本,北陸地方1,d d9本ま

他として1.557本の送付があ少合計12,804本が収集された｡



④離乳までの嘱育栄養別(母乳栄養,∧工栄養および混合栄養)に分類した｡

ハ 試料の調製

1検体あたりの乳歯奴は前歯部でd O～100本,白歯部では50～50本を用いた｡同

年中の男女,出生月は出来るだけ試料中に均等になる様に留意した｡せた,歯根部分はすへ

し,歯冠部のみを試料とした｡

ニ 分析方法

乳歯中の90sr の分析は｢放射性ストロニ/チウムの分析法｣(科学技術庁,19d5)

いて発煙硝酸法によりおこない,低バック･グランド型放射能測定器を用いてその放射能を

た｡

安定ストロンチウムは乳歯中の90sr をしらべた試料の一部を用い,標準添加法によ三

光分析でその含量を求めた｡

また,乳歯中のカルシウム含量はEDTA滴定によカおこなった｡

(2)結 果

イ 乳歯中の安定ストロンチウム

前回報告した結果にさらに例数を加えて検討したところ,関東地方は514士45Jlク/

(範囲202～418ノJク),東海地方では284士40/`ダ/クCa(範囲1"～4〔

また北陸地方は500士55/lグ./ダCa

(範囲250～581/上ク)の値が得られ

た｡

ロ 乳歯中の90sr

図1は関東地方で生れた子供の乳歯中の

90sr濃度について栄養別による経年変化

を示したものである｡

図に示すように19d2年から19d4

年生れの母乳栄養,人工栄養おエび混合栄

養のものもすべて急激な増加傾向がみられ

た｡

19d4年は前年にくらべて約2倍の増

加量があり,また19dl年の核停止期間

のレベルに比べて4～5倍の極めて高い値

を示した｡

すなわち,19d4年の母乳栄養は

4.86pCi/yCa,混合栄養では10･68

pCi/9Ca,そして^工栄養は10･55

pCi/9Caと最高の蓄積量がみられた｡

哺育栄養別の差異は前回の報告と同様に

母乳栄養にくらべて∧工栄養,混合栄養の
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向がみられた｡

図4は,1957年から19d4年の母

乳栄着で育った子供の乳歯の90sr につ

いて関東地方,東海地方および北陸地方の

差異を比較したものである｡図にみられる

ように北陸地方は関東地方,東海地方にく

らべて明らかに多い傾向がえられた｡関東

地方と東海地方では後者の方がやや高い様

であるが有意差はみられなかった｡人工栄

養,混合栄養についても同様夜地域差を求

めたが,ほぼ同様な傾向であった｡

ハ 乳嶺と骨の90sr の関連性

乳歯中の90sr 濃度(母乳栄養)と放

医研で分析された人骨中の90sr 濃度

(0～4才)l)2)との関連性を検討した｡

ー7■
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3その結果,19d

O年から19d4年のも
2

のについて比較するとy云1･11Ⅹ一口･52 1

の回帰直線で相関がみられた｡また,その

相関係数はr=0.98dであった｡

5.結 語

OBr●i量tF●d
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50 515253 5▲ 55 56 57 5859 60616t636▲

(Yearo†Birth)

19d5年と19d4年はフォール･ア

ウト,土壌そして^骨中の90Sr癖慶など 図2 Sr-90Contentsin Human

ではすでに高呵直であることが報告されて ciduous Teeth(Tokai)

いるが,乳歯中の90sr浪慶でも同様な傾向がみとめられた｡

引続いて乳歯と骨,食物の90sr頻度の関連性を例数を増して検討し,長期間にわたる

放射性物質による体内照射線量を推定するための基礎資料とする｡また,乳歯に発現する

基として胎生期と出生後にと幻こまれた90sr や安定ストロンチウム算定など種々検討

1)jW.Saeki,T.Eoyanagi,G.Tanaka and A.Tomikawa:Radio

ty Survey DatainJapan,J%5,25-28,1964.

2)田中,河村,放医研年報15d-158(昭和44年庭)
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40.人骨中のQOSr 志度について

放射顔医学総合研究所

○田中義一郎,河村日

1.緒 言

日本における人骨中の90sr 濃度の測定を昭和57年以来継続して行凌い,その年次･

令別差異,安定Sr濃度夜どにつき報告しているが,今回は昭和45年慶の結果について

2.調査研究概要

試料の人骨は主として東京地区のものであり,このほか北海道,秋田,新潟地区よ少採

ので,期間は昭和45年1月よ少同年12月までに死亡したヒトの人骨である｡

人骨の採取総数は125検体であり,主に50才以下を対象に分析を行在った｡

総体的に人骨中の掴Sr 濃度は徐々に低下の傾向を示し,分析可能な灰分量は5～1

り,数年前の2～5倍程度必要となっている｡このため1試料よりの骨種間の相異を調査

が困難な場合は合併試料(同年令で死亡月が近く,同一地域よカ採取したものを組合わせ

として分析を行なった｡

90srについての分析結果を表1およぴ2に示す｡

年令群別<骨中90sr濃度の年次変化を図1に示した｡

表1 人骨の90sr濃度

死亡年月 性別!骨 種 検体数 pCi90Sz/9Ca皇ul

〝 (5 ケ月)

〝

〝 (d ケ月)

′′

)

)

朔
朋

7

8

(

(

〝

〝 (9 ケ月)

′′

〝 (10ケ月)

昭和45年7月
〝 〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

月

月

月

月

〝

(y

7

0′

0′

月

月

月

月

〃

07

7

(y

7

〝 9月

〝 ′′

〝 〝

男

女

男

女

男

0.74士D.01

0.87士0.01

0.87士0.01

0.81士0.01

0.55士0.01

0.84士0.01

0.71士0.01

0.82士0.01

0フ2士0.01

0.72士0.01

0.95士0.01

0.d9士0.01

0.57士0.01

0.59士0.005

0.51士0.01



年 令 躇)

胎児 (10ケ月)

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

2

4

4

4

5

5

9

9

0

4

5

d

7

7

8

8

9

9

0

1

5

5

d

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

5

骨 種 検体数 pCi90sレ/訊コa

東京昭和45年9月
〟 〝

〝 〝

〝 〝

〝 ′′

" 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〃 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

7月

〝

9月

7月

8月

5月

〝

〝

〝

〝

d月

′′

4月

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

′′

7

〝

月

〝

〃

〃

〃

月

〃

女

〃

〃

男

〃

また,昭和57年以来,昭

和45年までの9年間の骨中

の90sr 適度をもとに,日

本<の恕準人を仮定して,次

式にユタ骨線量を求めた｡

この結果は7才および20

___._
■ ′

_
-l

_′

-_▲_ _
上_

_▲_____

全身骨

〝

〝

〝

頭蓋骨,腸骨

肋 骨

背椎骨

肋骨･背椎骨

長 骨

背 椎骨

背 椎骨

全身骨

肋骨･脛骨

全身骨

腸 骨

全身骨

背 椎骨

肋 骨

背 椎骨

全身骨

大腿骨

肋 骨

脛

肋

骨
骨

骨

〃

椎

0.87士0.01

0.58士0.01

0.80士0.01

0.72士0.01

0.d8士0.01

2.47士0.05

2.99士0.07

1.52士0.05

1.75士0.04

1.21士0.05

1.72士0.05

1.28士0.05

1.57士0.05

2.21士0.05

1.18士0.05

2.90士0.Od

l.84士0.0占

1.2d士0.04

1.dd士0.05

1.57士0.05

1.d4士0.05

1.89士0.04

2.02士0.05

1.55士0.05

2.10士0.04

1.08士0.05

1.00士0.02

1.15士0.04

0.dO士D.01

nU

O

O

O

n〕

∩レ

nu

O

O

O

n)

nU

O

表2 年令群別人個の90sr濃度

pCi90sr/9
Ca

年令群(才) 測定数
最小値～最大値 平均値士標

胎 児

0 ～ 4

5
～19

0.57～0.95

1.52へゼ.99

1.18～2.90



Q
D;18.45･-･E･a

朗

D;線量率(m rad/年)

Q;90sr骨負荷量(pCi)

M;骨髄重量(グ)

E;90sr,90Yのβ線平均エネルギー

a;骨中におけるβ線の自己吸収率とす

る｡

PC190Sr/gCa

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

-一胎 児

-一一--- 0～ 4才

･一･-一○==･-- 5～19才

一=く-･-20才以上

●62 -63 -64 ■65 ■66 ■67 ■68 ■(

図1 年令群別人骨中90sr損慶の年次変化

41.茨城県内における土壌中の放射性核種濃度分布

茨城県衛生研究所

○小池亮治,中沢雄平,高橋

1.緒 言

平常時自然放射性物質からの外部被爆線量を確定し,併せて原子力施設からの放射線の

るためのバククグランド放射能レベルを把握する目的で,昭和44～45年慶にかけ全県

の放射性核種の分布調査を実施した｡

2.調査結果の概要

モ1)全県で120地点において深さ8仇の土壌をプラスチック容器で採取し,東芝製1

ンネルr波高分析器(NaI,5′′声×5〝･)で含まれている放射性核種の分析定量を行な

(2)土壌中における137c8(D垂直分布は,表1のように表層が最も高い値を示し,探

探では殆んど蓄積がみられない｡

(5)図1は久慈川,那珂川に沿った沖積地と台地における土壌の採取地点で,表2のよ



表1土壌中の深度別13了cs濃度分布

下層 2

2 ～

4

下層 5

4 ～ d

下層 4

d ～ 8
平 均

pCi/グ pCi/ク pCi/ダ pCi/ダ pCi/ダ

東 海

中 大 野

酒 門

大 室 内

表2 土壌中の放射性核種の濃度(久慈川,那珂川沿)

放射能線度(湿士) 重量比(湿士)

土木内

上河合

下岩瀬

石神外宿

大 ミ カ

額 田

中 島

5

2

5

8

7

4

5

ZJ

nU

O

O

nU

5

4

5

0

4

8

7‥

5

7

2

5

ZJ

中大野

柳 川

下国井

大 洗

酒 門

木 倉

石 壕

4.92
10.80



して何れも同様な分布を示し,県北東部花崗岩地帯,県北西部粘板岩地帯筑波山系及び主雪

沿った沖積地が高い値を,県中,南部ローム層地域が低い値を示している｡

(5)137cs の分布は図5のように表面地質の分布とは関係夜く,地形,土質,降水量ヨ

要素に支配され,渦招周辺は降水最が多いために高い値を,県南鹿島地域は降水量は多いカ

で流亡が大きいために低い値を示している｡

(6)図dは土壌中に含まれる放射性物質の量から計算把よって地上1mの高さに別ナる空間椀

を求めたもので,宇宙線成分は含まれていない｡全体として自然放射性物質の分布とほ¢賢一致し1

測定地点は必らずしも平担地でなく地質もー様で夜いために,実測地の分布とは一致しなレ

5 結 語

土壌中に含まれる自然放射性物質の分布は,土質が変らない限少長期間保存されるもの1

原子力利用にともなう人工放射能の影響を知るうえにも,環境においてこの種の調査を実力

くことば重要である｡

図1 那珂川,久慈川沿い土壌採取地点



図5 土壌中の口濃度分布,ppm

図5 土壌中の137cs蓄横量の分
布,mCi/Em2

図4 土壌中の40E濃度分布,(

図d 空間線量分布(〝R/br)

(計算値,宇宙線成分除く)

42.家畜骨中の90Sr

農林省家畜衛生試験場

北海道支場

林 光昭,佐イ



績と同時に,分娩後の間もない親馬およびその仔馬の両者の骨,および牛骨とその個体の

あるいは,それらの給与飼料についても分析する機会をえたので,それらの成績も合わせて

2.調査研究の概要

(1)試料おエび分析方法

昭和4d年5月から7月にかけて北海道内で採集された馬骨12例(内,生後5日以内

た仔席骨試料4例),牛骨2d例(内牛乳試料を伴うもの10例)おエびこれらの牛馬飼

て分析した｡

分析方法は従来通り,科学技術庁編｢放射性ストロンチウム分析法｣に準じて行なった.

(2)成 果

表1牛骨90sr濃度(1971)

年 令

7

8

1

2

5

4

5

ノ0

4

4

′0

′0

ノ
〇
.
〇
′
〇
.
d

7

8

9

0

′0

′0

′0

7

71

才1
ZJ

O

4

5

7つ

8

ZJ

O

l

l

l

l

l

l

l

(15ケ月)

15

90Sr･pCi/ケ･Ca 年 令

2 94士0.4 9

2 8.5士0.4 8

21.2士0.4 2

14.9士0.54

24.0士0.45

15.4士0.54

21.5士0.4 2

5 5.8士0.5 5

12.9士0.51

40.d士0.5 8

15.8士0.5 2

15.9士0.5 5

1d.0士0.5 5

平均(N=2d) 2d.8士14.1

表2 馬骨90Sr濃度(1971)

90Sr･pCi/ク

5d.9士0.5

4 d.4士0.d

28.1士0.4

5 d.5士0.5

1d.4士0.5

15.2士0.5

24.5士0.4

21.5士0.4

5 77士0.5

21.5士0.4

2 5.0士0.4

7 90士0.7

2 5.8士0.4

ノ広 年 令 90Sr･pCi/ケ･Ca 備 考

4 9 5 2.0士 0.52

ノ佑55の仔

ノ広55の仔

ノ拓57の仔

!彪59の仔

5 0 12才 5 5.2土0.dd

51 10 5R5士0.d9

5 2 皿 4 75士0.d2

5 5 12 51.0士0.51

54 (5日) 14.7士0.5 5

5 5 d 2 5.5士0.4 4

5 d (24時間) 18.4士0.5 9

57 9 10チ8士0.9d

58 (4日) 12.8士0.51

5 9 d 5 5.0士0.52

dO
.(5時間)

t 18.･5士0.5 9

平均:成鳥(N=8)48.9士2d.0,仔馬(N=4)1d.1士2.5

牛骨おエび馬骨の分析成績は表1および表2に示す｡せた,それぞれの平均値を昭和5
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表5 牛馬骨中90Sr濃度(1957～1971)

採 取 年
牛 骨 馬 骨

例 数 90sr.pci/9.Ca 例 数 90sr.pci/ク

19 57

19 58

195 9

19 d O

19 dl

19 d 2

19 d 5

19d 4

19d 5

19d d

19 d 7

19d 8

19d 9

19 7 0

19 71

4.0士 1.5

95士 4.4

8.8士 5.2

10.0士 4.1

10.5士 5.4

1d.7士 d.0

198士 d.7

5 5.0士10.9

5 d.4士11.9

5 8.9士18.9

2 77士15.4

5 0.4士 71

18.7士11.1

5 d.5士15.8

2 d.8士14.1

1

12

25

5 9

21

5 4

4 2

2 0

2 0

2 5

2 0

2 0

1d

2 2

2 d

11.8士

14.5士 9

2 5.1士14.

2 0.d士11.

21.9士 d.

5 0.8士 8.

4 8.5士14.

5 0.5士15.

108.4士5 d.

d 5.2士17

4 5.8士15.

d2.0士14.

5 d.d士1R

4 4.4士21.

4 8.9士2d.

表4 給与飼料と骨および牛乳の90sr濃度

飼料(pCi/タ･Ca) 骨(pCi/ケ･Ca) 乳(llCi/ケ･Ca

294士0.4 9

28.5士0.4 8

21.2士0.4 2

14.9士0.54

24.0士0.45

15.4士0.55

21.5士0.42

5 5.8士0.5 5

12.9士0.51

40.d士0.58

5.58士0.52

5.7 9士0.75

4.51士0.d5

5.20士0.7 0

10.7 9士1.05

11.5 5士1.15

4.82士0.d 8

5.4 9士0.7 5

2.0 0士0.5 5

941士1.0 5

24.2士チ0 d.2 7士5.15

表5 給与飼料と親馬および仔馬骨00sr濃度

飼料(pCi/タ･Ca)I新馬骨(d]i/ケ･Ca)仔馬骨(pCi/ケ･Ca)
55,54

5 5,5d

71.7士1.7

〝

51.0士U.51

25.5士0.44

14.7士0.5 5

18.4土0.5 9

生 後 5

〝 24



なお㍉牛乳および飼料中90Sr 濃度を,親仔の骨中90sr 値と共に表4,表5に示

れらの値は,近年わが国で報告されている数多くの分析値と著しい相異はなかった｡

5.結 語

家畜骨の90Sr 分析の結果,依然として90sr汚染量の低域憎みられず,高い汚染レ

続していることが明らかにされた｡

夜お,大動物における90sr の親から仔への移行,乳牛骨格沈着90sr の生産乳中

間題などについては,更に例数を重ねて検討を行ないたい｡

45.土 および米麦中の90Srおよび1=Cさ

農林省農業技術研究所

○小林宏信,石川美佐子,津村

1.緒 言

農耕地土壌と農作物の放射性降下物による汚染の実態と経年変化を知るため,昭和52

の調査研究を行なってきた｡本年度も国内各地の水田･畑作士とそこに栽培生産された米

つき90Sr,137c8の核種分析を行なったので,その結果の概要を述べる｡

2.調査研究の概要

(.1)試料の採取と分析測定法

試料の採取地,試料調製法および分析測定法は前年産と同様である｡

Jカ 調査結果

前年度にひきつづいてえられた調査結果を土壌と米麦にわけて報告する｡

イ 農耕地土壌 昭利45年慶の各収種期に採取した小麦･水田の両土壌中のIM酢

ニウム抽出法による置換態90srの分析結果はそれぞれ,表1および表2に示すとお少で

その平均値は畑土壌-20mCi/kn2,水田土壌21mCiノ払2 であD,前年度とほほ同

示した｡

またこnらの土壌中の置換態90sr 含量 表1畑土壌の置換態90sr(mCi/

の経年変化は図1に示すとお虻であった｡

なお地域別に90sr含量を比較すると,前

報と同様に,両土壌とも日本海測～北日本>

太平洋測～西南日本の傾向を示すことが認め

られた｡

ロ 米 麦

昭和45年度産の小麦(玄麦)および玄米

･白米中の90sr 含量はそれぞれ表5およ

び表5に示すとおりであった｡またそれらの

試料採取年度 平均値

昭和44年

昭和45年

実測値の範囲

8～5 0

9～d 4

表2 水田士魂の置換態90sr(mCi

試料採取年度 平均値 実測値の範囲

昭和44年 4～d O



白米1･dpCiノ呼で参考のため併記した前年度産

米麦の分析値と大同小異であゎ,昭和55～5d

年(核実験再開以前)のレベルと同程度かそれ以

下であることを認めた｡

なお,昭和44年産米麦につき137Cs含量を

分析し,表4おエび表dに示す結果をえた｡また

これら米麦の137c8含量の経年変化は図2に示

すとお虻であった｡昭和44年慶における137cs

の平均含量は,小麦57pCi^9,玄米42pCi

/kg,白米15pCiノくgで,併記した前年値と同

様に,昭和55～5d年のレベルよカ低いことを

認めた｡

米麦中の90sr,137cs 含量は,

それぞれ上記農耕地土壌の場合と類似

の地域差を示すが,両核種の作物によ

る選択的吸収の差異,体内移動性の難

易夜どを反映して,玄麦･玄米で

137cs>90sr,白米で137c8:ヨ>

90srの量的関係にあることがひき続

き認められた｡

5.結 語

90sr,137cs の降下量の減少に伴

い農作物への直接汚染による影響は間

接汚染にエる影響に比し相対的に減じ

たが,現在夜お農耕地土壌中の両核種

の置換態含量は核実験再開前のレベル

に比し高く,依然として農作物の間接

汚染源となっている｡

したがって,今後さらにこれらの核

種の土壌中における挙動を追跡すると

ともに,大気→作物(直接汚染),大

気→土壌→作物(間接汚染)間の汚染

機作を解明する必要がある｡

30

20

10

0

昭和B3 34 35 36 37 38 39 40 4142

図1 水田･畑土中の置換態90sr

推移

表5 小麦(玄麦)中の90sr含量(pCi

試料採取年度

昭和44年

昭和45年

平均値 実測値の範囲

15～51

12一-4 0

表4 小麦(玄麦)中のi37cs含量(pC

試料採取年度 平均値

昭和45年

昭和44年

突刺値の範囲

2 0～7 4

17～74

表5 玄米･白米中の90sr含量(pCi

表6 玄米･白米中の137c8含量(pCi



昭和 32 33 3▲ 35 36 37 38 39 40 4142 43 44 45年

図･2 玄米･白米および玄麦中の90sr,13アcs含量の経年推移

44. 90srの地表蓄積量と水稲への移行について

(財)日本分析化学研究所

○千葉盛人,大里宏二,河合j

l.緒 言

昭和42年産～昭和45年慶の4年間で全国29地区から土壌試料を採取して,90sr(

定を行ない,日本における90sr の地表蓄積量を求めた｡

また,昭和44年,昭和45年慶には水田土壌中おエび水稲中の90sr 濃度を分析酢

稲の各部位における分布を明らかにした｡

2.調査研究の概要

土壌試料は全国29地区ユタ,畑土壌,水田土壌,牧草地おエび未耕地(粘土質,腐植う

に区別して,深度分布も合わせて調べるため層別にそれぞれ採取し,風乾,フィル分け等(

行なった後,ⅣaOH-HCゼ抽出を行ない以下常法にしたがい分析測定を行なった｡

水稲試料は14地区の水田土壌採取地点から採取し,自然乾燥後,玄米,籾穀,梓,菓≠

の5部位に分け,灰化後90sr の分析軋定を行ない,各部位における90sr の分布を)

位面積当少(10a)の90Srの濃度を計算した｡さらに,水田土壌についてIN酢酸ア:



び水稲中の90sr の分析結果を表2に示す｡

表1 各地区の土質別射Sr蓄積量

単位:mC

地区名

土質別

中 部

畑 地

水 田

牧草地

粘土質

腐植質

砂 質

未耕地の平均

地区名

畑 地

水 田

土質別

中 国 四 国 九 州

牧草地

粘土質

腐植質

砂 質
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4.結 語

各地区の蓄積量をみると降雨量の影響が大で,特に冬期の大気鉛直安定度が小さく降雨毒

日本海測の各地は102～1d8mCiノ肋2,太平洋側でも降雨量の多い高知,三重,静挿

～100mCiノ肋2,降雨量の少ない地区は58～70mCi/knF であった｡深度分布折

はほぼ指数函数的に浸透しているが,人為的攫拝,冠水,石礫が多いなどの条件の採取場戸

常分布を示す｡

水田土壌中の可給態90srは土質によ少多少の差はみられるが全90srに対して平均8ち

った｡水田土壌中の可給態90srの水稲への移行については,深さ0～15仇を作土としメ

水稲の各部位への移行は平均(三重は除く)して玄米に0･014喀,籾穀に0.055喀,ポ

0･044喀,葉身に0･24喀,葉鞘陀0･12痴である｡せた,蓄積量(全90sr o～45

比較すると,各部位への移行は平均(三重喀除く)して玄米に0.005痴,籾穀に0.01∠

に0･017喀,葉身に0･10痴,葉特に0･049多とさらに小さい値となる｡

本研究は科学技術庁放射能対策研究委託費を受けて実施したものであり,御指導,御協プ

た山県登,小平潔,佐伯誠道,鎌田博,葛城幸雄,岡野真治,檀原宏,小林宏信,(贋不持

氏おエび試料採取に御協力頂いた研究機関の方々に深く感謝する次第である｡

45.各種食品.陸水.雨水ちり等の放射能調査

(財)日本分析化学研究所

浅利民弥,千葉盛人,○大里宏二,浅利優

檜山 繁,石井 実

1.緒 言

前年度にひきつづき,科学技術庁放射能委託調査にもとづく各種食品,陸水,雨水ちカ等

分析測定を行なったので,その測定結果を報告ナる｡

2.調査の概要

(1)調査試料

昭和45年産科学技術庁放射能調査委託計画にもとづいて27都道府県の各衛生研究所て

れた試料について行なった｡

(勿 測定結果

昭和45年4月から昭和4d年5月までの主な試料についての地域別平均値を表1に示L

試料別の概要については以下に述べる｡

イ 雨水ち少

90sr,1"csとも各地域の月間降下量は前年度に比べて4～7月まではやや高い値で8

はほほ同じ値である｡年間降下量の全国平均は90sr が1.20(0.65～1.95)mCi｡

137Csは1･98(1･09～5･24)mCi/kn}2 であった｡前年度はそれぞれ1.05,1.6



口 上 水

前年度に比べて各地域ともほぼ同じ値である｡90Srについては北海道(大沼),新潟

京都,大阪,島根(大谷ダム),137cs については静岡が他県に比して高い値を示して

年4回採取の平均値を表1に示した｡

ハ 牛乳

全国平均は90Srが5.2(1.5～15.0)pCi/e,137c8 が15.9(5.5～54.4

/gで前年度に比して,全国平均,各県平均ともほぼ同じか,やや低い値を示している｡

は北海道,青森,福島,東京,静岡,鳥取,島根,鹿児島が90Sr,13Tcsともにやや高

してレヽる｡

年d回採取の平均値を表1に示した｡

ニ 土 壌

調査対象は25県で年1回0～5珊,0～20c耽をそれぞれ採取したもので,測定結果

示した｡

ホ 日 常 食

表1に示した値は年2回採取の平均値であ少,全国平均で按90sr,13了c8とも前年度

低い値であった｡

へ 浮 遊 塵

対象の10県VCついて月間平均は,90srで0･56～5･2010~3 pCi/m3,13

0.84～5.6910~3pCi/m3であった｡90srについては福島,鳥取,131c8

は福島,静岡,鳥取がやや高い値であった｡

ト 灯台天水

7ケ所の灯台でろ過前とろ過後に分けてそれぞれ年5回採取した試料について分析測定

た｡90srについてはろ過前が0.5～4.5pCi/β,ろ過後がLTD～1･8pCi/e,13

いてはそれぞれLTD～4.0,LTD～1.6 pCi/g であった｡

チ 海 水

11県でそれぞれ年4回採取さ新た試料について90srが0.12～0.48pCi/β,l

LTD～0.48pCi/gであった｡前年度とほぼ同じ値で,又地域的な差も特に認めらn･

り 野 菜

大根,ほうれん草の2種類について9県でそれぞれ生産時期に合わせて年間4試料づつ

大根では各県4試料の90sr の平均値が10.1～55.2pCi/極生で北海道,福井がや

137c8は1.7～5.9pCi.沈9生であった｡ほうn･ん草では90Srが8･5～56･6pCi

鳥取がやや高く,137c8は5.0～12.9pCi/呼で静岡,鳥取,福岡がやや高い値を示し

ヌ 茶 葉

埼玉(4試料),静岡,京都,鹿児島(各d試料)について調査した｡00srは平均5

(159～785)pCiノ碩,137csは556(155～594)pCi^gであった｡





46 北海道における放射能調養

北海道衛生研究所

安藤芳明･佐藤

1.緒 言

昭和45年慶(昭和45年4月1日よカ同4d年5月51日まで)科学技術庁委託放射

果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対照

調査試料,採取場所,測定回数等を一括して表1忙示す｡

表1 調 査 対 象

試料品 目 種 別 採 取 地 測 定 各回数

陸

上

そ

の

雨 水

上 水

土

牧

壌

草

空 間

雨 雪 水

源 水

†呂:2喜プ)
l

トニ

ヤ

〃

チ
‥

-1

オ

〃サーーミイ

メー ター

モニタリングポスト

札幌市当所屋上

札幌市藻岩浄水場

稚内市大沼

札幌市北大構内

旭川市神楽町

札幌市羊ケ丘

旭川市神楽町

札幌市当所横

札幌市当所屋上

1

′0

∠0

2

〃

1

牛 乳

野 菜 類

穀 類

魚 介 類

札幌市羊ケ丘

旭川市神楽町

札幌市山元町

旭川市神楽町

札幌市山元町

旭川市神楽町

札幌市屯田町

旭川市内

札幌市茨戸湖

札幌市内

2

.〇

2

.〇

2

2

2

2

1

1

2

2

1

1



(2)測定方法

測定試料の調製および放射能測定は,科学技術庁編｢放射能測定法｣(19d5年)に

牛乳中の131Ⅰは,同庁編｢放射性ヨウ素分析法｣(19d7年)忙よった｡

(3)調査結果

イ.雨水中の放射能

札幌市忙おける月間降下量は,表2忙示すとおわである｡前年と同様あまわ変動はみら

た｡第11回中共核実験(45.10.14)の影響は,平常値と変わりなく異常は全く

なかった｡

ロ.上水の放射能

札幌市および稚内市の源水忙ついて1

測定した結果は,表5忙示すとお少で

ある｡札幌市でd月忙採取した試料が,

やゝ高い値を示したほかは異常値は認

められなかった｡

ハ.土壌の放射能

札幌市および旭川市において採取し

た試料忙ついて測定した結果は,表4

に示すとおカである｡レゝずれも深度の

大きい試料の方が高い値を示した｡

表 5

表2 降雨水の放射能

(月間降下量)

上水の放射能

試 料

山

放射能 pCi/ヱ

最 高 値 !最 低 値 平 均 値

源水(札幌) 178士2.7 2.d士2.0 d.8士0.9

〝(稚内) 8.9士2.1 5.d士2.1 d.5士1.0

ニ.食品類の放射能

道内各地産農水畜産物忙ついて測定

した結果は,表5忙示すとおわである｡

前年産と同様牧草を除いて汚染のいち

じるしい食品はなかった｡牛乳中の

13-Ⅰ測定値は∴最高値15.8士1.O

pCi/1.7L,平均値5.9士0.O pCi

/1.7ヱ であった｡

表4 土壌の放射能

ホ.空間線量

札幌市Kおけるシンチレーションサーベイメーターによる測定結果は,表dに示すとおり



表5 食品類の放射能

円H

試科名

H

放 射 能 pCi/生1グ

最 高 値
一

最 低 値 平 均 値

ほ う れん草 0.d4士0.21 0.01士0.2d 0.58士0.12

大 根 0.27士0.08
-0.11士0.08 0.11士0.04

精 米 0.55士0.04 0.20士0.05 0.2d士0.02

牛 乳 0.48士0.08 0.02士0.07 0.21士0.01

牧 草 4.dO士0.55 1.04士0.51 2.05士0.08

し じ み 0.29士0.08 0.11士0.04 0.20士0.04

ふ な 0.72士0.18 0.02士0.14 0.57士0.1d

さ け 0.59士0.15 0.17士0.11 0.28士0.08

ほ っ け 0.07士0.14
-0.15士0.11 0.05士0.08

表d 空間線量

レベルと大差ないものと考えられる｡

また第11回中共核実験の影響について

は,前回の場合と異なる異常は全く認め

られなかった｡す夜わち10月14日以

降の降雨水,落下じん,放射性巨大粒子

の検出はすべて陰性に終わった｡

47 青森県における放射態調養

青森県衛生研究所

原子昭,工藤

1.緒 呂

1970年4月から1971年5月までの科学技術庁委託忙よる放射能調査の概要を報

2.調査研究の概要

(1)実施場所

県内7ケ所よわ採取し,当衛生研究所で測定した｡

(2)測定設備



雨水,上水(源水),りんご,土壌(草地).米,牛乳(原乳),魚類(かれい,い

(4)測定方法

試料の前処理および測定法は,科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣忙よった

(5)成 果

イ.雨 水

中共核実験(1970.10)による影響は,ほとんど認められなかった｡

雨水の月別放射能強度を表1に示した｡月別では,5月が平均値525.dpCi/ヱを

くぶん高いよう忙思われた｡

表1.雨水全β放射能の月別経過(PCi/ヱ)

年 月
t

測 定 薮~~~~平 均 値 最 高 値
H
一

最 低 値

1970.4 d 5R8 120.1 20.7

5 4 525.d ddO.d 104.8

d 5 1279 502.4 25.2

7 4 95.2 258.9 578

8 7 80.4 171.0 8.1

9 5 52.2 5d.2 8.1

10 7 8RO 1575 28.d

皿
l

10 145.7 5dd.4 272

■

12 14 d2.1 14d.7 25.2

1971.1 d 42.8 85.7 21.d

2 d 54.1 12R5 5.5

5 4 55.5 74.9 11.8

ロ.上水および食品類

上水および食品類の放射能測定結果を表2忙示した｡いずれも同じベルであった｡

ハ.土 壌

測定結果を表5忙示した｡

ニ.空間線量

測定結果を表4忙示した｡

表2.上水および各種食品の全β放射能

平 均 値 最 高 値 最 低 値

2.25事Ci/乙

0.10pCi/句才

5.07pCi/ヱ

0.22pCi乃才

0･79p･Ci/之

-0･04pci/句才



表5. 土壌の全β放射能

!種 別 深 さ
T

測定数
岩

i乾土1才当りpCimcl/km2
草 地 0一- 5e郡 ロ 5.7 0 5d.4

草 地 0一-20(!郡 ロ 2.8 0 514.1

5.結 語

各種試料の測定結果は,とくに異常は

認められなかった｡

表4.空間線量(/lR/hr)

48 秋田県における放射能調査

秋田県衛生科学研究所

斉藤ミキ,高山和子.今野

勝又貞一.武藤公二

1.緒 言

秋田県忙おける昭和45年慶,科学技術庁委託忙よる放射能調査の概要忙ついて報告す雇

2.調査研究の概要

(1)調査対象

試料品目,採取場所,検体数は表1のとおりである｡

(2)測定方法

試料の処理および測定方法は総て科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣に従っ

ての測定器は,日立製RDG-4A型,11月7日以降は日本無線医理学研究所製TD(

塑を使用した｡

また空間線量測定には,モニタリングポストは富士通製P S-552型,シソチレー

サーベーは日本無線医理学研究所製TC S-121C型を使用した｡

(3)調査結果

イ.雨 水

定時採水による雨水の全β放射能値は,最高を示したものが12月20日降雨の2

pci/Lであb,月間降下量の最高は9月の8.5mCレ鮎2であって,10月14日腔
行った核実験の影響は認められなかった｡

ロ.各種食品,上水

表5忙各種食品,上水の全β放射能調査結果を示す｡



表1. 調 査 対 象

… 調 査 試 料
- H

採 取 場 所 検体数;
山
H

各

種

食

【コ

ロロ

野 菜(キャベツ)
秋田市,南秋田郡

若美町
4

果 実(リ ン′:ゴ)
鹿角部花輪町
平鹿郡平鹿町

4

牛 乳(原 乳) 秋田市 d

魚 類

鯛 男鹿市 2

ハタハタ 男鹿市 2

タ ラ 男鹿市 2

鯉 秋田市添川 2

米 秋田市,本荘市 4

陸 水 上 水(原 水) 秋田市大木屋浄水場 d

土 壌 草地深さ0～5e竹
0一-20e所

秋田市 2

雨 水 秋田市 降雨毎

その他

モニタリングポスト忙よ

る空間線量測定
秋田市 周年連続

シンチレーションサーベー

忙よる空間線量測定
秋田市

H

12

表2.雨水の全β放射能値

平均値

pCi/乙

最高値

pCi/乙

55.5

1298

154.7

175.d

lld.5

100.0

9ス5

11d.d

29R2

15R2

152.5

258.7

最低値

pCi/乙

雨水忙よる月田
降下量mCi/‰

55.5

4R4

d92

2ス8

28.0

24.4

1d.5

18.1

5.8

18.1

R1

48.5

0.9

4.d

2.2

2.0

0.5

8.5

4.8

4.d

5.9

5.5

5.1

5.5



が一番高く,平均値は0.71pCi/グであり.次がタラ,鯛,鯉の贋である｡

表5.各種食品,上水の全β放身渦巨値

試 科 名

牛乳(原乳)

キ ャ ベ ツ

測定数 単 位 最高値‡ 最低値

d

4

4

4

2

2

2

2

d

0.2d士0.09

0.dl士0.12

0.14士0.Od

O.58士0.19

0.4d士0.51

0.10士0.15

0.75士0.12

0.d8士0.25

4.15士2.22

0.02士0.08

-0.12士0.12

0.05士0.05

0.22士0.17

0.05士0.28

-1.19士0.58

0.d8士0.2d

O.41士0.14

0.15

0.24

0.10

0.5(5

0.2(5

-0.d5

0.71

0.55

0.5d士1.97! 2.52

ハ.土 壌

草地について測定した結果を表4忙示す｡深度0～5c彷の土壌は前年産とほほ等t

で156･47mCもん2であるが,深度0～2ロCmの土壌は205.58mC域m2の郎
面の土壌より高い放射能値を示した｡

表4.土壌の全β放射能値

ニ.空間線量

モニタリンボストに上る月間平均

空間線量を図1に示す｡平均値の最高

は5月の15.4C.P.Sであゎ,平均値

は4月の11.OC.P.Sで.,月別平均値

は12.2～12.9C.P.S の範囲にあっ

て,目立つ変動は認められなかったQ

シンチレーションサーベ一による空

間線量測定は,器材整備が遅れた為に

1月から測定を開始したもので,1月

16

15

14

13

12

11

10

9



である｡

5.結 語

今年度は10月14日に中共で核実験が行われているが,雨水中にも影響は認められな:

また陸水,各種食品等の全β放射能値は何れも前年産と大差ない結果を示し,低いレベルニ
けていることが解る｡

49 宮城県における放射能調査

宮城県衛生研究所

佐藤新作,郡山 力,船木

我妻さよ子

1.緒 呂

当衛生研究所では,昭和55年よカ科学技術庁委託によ少,雨水,陸水,各種食品等の

査を実施しているが,今回は昭和45年4月から4d年5月までに,科学技術庁の委託調

県独自の計画により調査を行った概要を報告する｡

測定対象は前年とほぼ同様であるが.本年度は新たに4d年2月20日よわモニタリン

による空間線量の調査を実施した｡

2.調査研究の概要

(1)実施場所

県内15カ所よカ試料を採取し,当衛生研究所で測定した｡

(2)設 備

イ.計数装置Eobe:SA-250型

ロ.計数装置Kobe:SA-250型

ハ.サーベイメーク:SMlO2型

ニ.モニタリングポスト:富士通P S-552塑

ホ.波高分析装置:日立RAH-405塾 400チャンネル分析装置

へ.島津炎光分光光度計:QB-50型

(3)調査対象

調査試料の総数は151件で,(空間線量40日連続測定は含まず)送付試料は4

り,その内訳は下記のとおりである｡

委託分一雨水ちり12,雨水dl,上水d,下水d,土壌2,原乳d,ほうれん｣

4.魚介類8,′J＼計109件(以上全β放射能測定)

原乳中の131Ⅰ測定8,合計117件

核種分析用送付試料一 雨水ちり12,上水4,土壌2,原乳d,血液10,日常食

40件



ある｡

(4)測定方法

全β放射能測定について,科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣に,せた,

131Ⅰの測定については,同庁編｢放射性ヨウ素分析法(19d7)｣にしたがって行

(5)調査結果

イ.雨水,陸水

第11回中共核実験(昭和45年10月14日)による影響は,仙台では17日

認められ,12d5.pCi/乙で,平常値よりかなり高い値を示したが,降水量(1.

少なかったので,降下量は1.78mCi〟 と平常値とさほど変りなかった｡

また,宮城県庁屋上で100彿∫につきサーベイした結果は.弓姦放射性粒子と思わ

は検出されなかった｡

月間降下量は5月が最も多く,15.5mCi/‰2 を示し,昨年とほぼ同じレベル

暫定指標の第1段階(2.5Ci全β/緑㌢月)には程遠いレベルであった｡(図1参

らに.陸水については上水(源水)と

下水についてそれぞれd回調査したが,

平常値と全く変らなかった｡

ロ.各種食品

各種食品の全β放射能は,昨年とほ

ぼ同じレベルであった｡生グラム当り

の全β放射能の最高値を前年産と戟べ

ると｢ほうれん草｣0.9d(前年1.5),

｢原乳｣0.29(0.18),｢白米｣

0.18(0.14),｢さんま｣0.7d

(0.09),｢レ､か｣0.44(0.58),

｢かき｣0.21(0.54),｢のり｣

4.9d(2.11),であった｡

.45▲T
▲一

年

月

16.
4

2 4 6 8 1012 14 16

ェー

ーーー一
陣下量 mci/償血2

図1.雨水中の放射能強度mCi/庖〒

ハ.機器分析

.丁度中共第11回核実験直後の45年10月1d日～21日にかけて･原乳中の
波高分析器により分析した結果は.0～12.7pCi/ヱと非常に低い値で検出限界

った｡

ニ.モニタリングポストによる空間線量の測定

昭和4d年2月20日より測定を開始したが,1日の平均値は10･0ン､ノ11･8C･P

囲であった｡

ホ.核種分析用試料送付

核種分析のための試料を調製し送付したものは40試料であゎ,本年より新たに

加された｡なお44年慶の送付試料の核種(90sr,13アCs)の放射能強度は表1の

全国平均値とほぼ同じレベルであった｡(日本分析化学研究所で分析)



表1.各試料中の90sr,13アcs平均値

b
i区 分

t
地 域 ･90sr i13アcs i単 位i

雨 水 ち り
全国

宮城

0.09

0.08

0.15

0.10
mci/‰2

上 水 宮 城 0.1d 0.05
pCi/∠

牛 乳
全国

宮城

5.5

4.7

1ス1

15.2

〝

土 0･- 5e乃 宮 城 1d.0 21.0

mci/‰2
墳 0一-2 0e所 〝 590 dd.0

日

常

食

都市成人
全国

宮城

8.8

75

15.d

1d.2

農村成人
全国

宮城

父2

d.8

14.4

15.5
pCi/d/p

農村幼児
全国

宮城1

d.0

5.1

8.d

10.4

50.福島県における放射能調査

福島県衛生研究所

宮 永 徳 -,佐 藤 武

1.緒 呂

昭和45年慶実施された科学技術庁委託調査の概要と,第11回中共核実験の影響と考

雨水を始め,各種試料中の全β放射能測定結果について報告する｡

2.調査の概要

(1)調査試料

試料は陸水4地点の24件,各種食品9地点2d件.土壌5地点のd件,海水,海

地点の1d件,その他5地点の45件及び定時採取による雨水試料84件.合計20

取地は福島市と太平洋岸部の5市町である｡

(2)測定機器

測定系は次の通りである｡

全β放射能測定

計教養置 神戸工業 SA250

計 数 台 〝 EAll



測定装置 神戸工業 BM200C

シンチレークー
〝 BM201C

標準線源 同位元素協会 137cslO
pCi

(3)測定方法

測定方法は科学技術庁編｢放射能測定法=(19d5年版)に従った｡

5.調査結果

(1)雨水中の放射能

福島市における定時採取による雨水試料の全β測定による月間降下量を従来の値と

に示した｡10月17日

の定時採取による雨水

120舵βの全β放射能は

d時間更正値で2.O pCi

/耽β,同様に10月18

日の雨水試料は0.45p

Ci/血gと平常値に比較

し.やや高い値を示した｡

この17日の試料の全β
放射能減衰曲線を図2に

示した｡

(2)各種試料中の放射能

陸水中,各種食品中,

その他の試料中の放射能

5

0

5

(N専一2-)疇卜盤衰云

12 3 5 67

朗
89101n2123 5

叫4

図1.定時採取による雨水の月間降下量

(全β測定結果による)

測定結果を,各々表1,

2,及び5に示した｡

4.結 語

本年度調査期間中,陸水や各種食品の結果も,10月以降分を除いては,他の試料(

表1 降水中の全β放射能測定結果

単位 pCi/ヱ

採 取 地 従来の平均値 45年12月i4d年 5月
+--

_ ___-_
河 川 水

上 水

(原 水)

上 水

福 島 市

浪 江 町

福島市(1)

福島市(2)

浪 江 町

福島市(1)



表2.各種食品中の全β放射能測定結果

単位 pCi/生体グ
l l

H

試料名 採 取 地
H

採取月日
放射能

強度(除K)
従来の平均値

牛 叫福 島 市 45.10.29 91.4 1d.d

175

〝 12.10 4d.5

大 熊 町 10.27 dO.7

牧 草 福 島 市 10.29 220.4 70.8

大 熊 町 10.27 10d.9 52.0

大 根 福 島 市 10.29 dd.5 1d.4

大 熊 町 10.28
H

5d.0 55.4

ほうれん草 福 島 市 12.10 24.8 175

大 熊 町 12. 7 294 51.1

表･5 各種試料中の全β放射能測定結果

l試 料 名i 採 取 地
-

測定回数
n

平 均 値
-

浮 遊 塵 浪 江 町 9

*

1.45pCi/討

土壌

海水

海底士

0～5e椚浪江町と

大熊町の

0～20e椚5カ所

5

5

1.08pCi/グ

0.占5〝

小 名 浜 小名浜沿岸 4 0.59pCi/ヱ

大 熊 大熊沖合 4 0.45 〝

大 熊 大熊沿岸 4 0.22 〝

大 熊 大熊沿岸 4 0.d9pCi/タ

魚 類 す ず き 久の浜近海 2
-0.11pCi/生体グ

黒 か ら 請戸近海 2
-0.07

〝

* d時間更正値

類,浮遊塵及び海水,海底士)や空間線量率と共に従来と同レベルの結果を示している｡

45年10月以降.陸水や各種食品試料全般に.4d年5月までtやゝ高い値が検出さ

の変化は5月まで経時的に減少を示していた｡これは第11回中共核実験の影響と考えら

かし,その放射能強度は高い値ではなく,平常レベルをやや上まわる程度であった〇また

具は.福島県の地形のためか,中通りの福島市が太平洋岸部の浪江,大熊地区よわ影響が
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図2･10月7日試料の全β放射能減衰曲線

51.茨城県における放射能調査

茨城県衛生研究所

○岡野三郎,中沢雄平.′J＼池亮

1.緒 呂

(1)茨城県における放射能について.県独自の調査研究および科学技術庁からの委託調査

について報告する｡

(2)調査研究の目的は.核実験および原子力施設からの放射能の環境への影響を知るにあ

特に後者についての監視技術と監視体制を整えていくことに関連して,排水中の】37cs

分析,環境中の】06Ru,1"ce,Uの分析法および90sr等の放射能汚染機構にも着目

(3)過去の調査研究成果

表1に45年慶の各種環境試料中の全β放射能を月別に44年慶のそれを年平均にお

β放射能との比較の意味で90sr等の放射能を年平均としてまとめた｡44年慶の全β.

の項およびそれ以前のデータによると.核実験による環境中の放射能は低レベルで変動

くなってきた｡

原子力施設からの排水中の全β放射能は同項によると.河川水,井戸水よりはやゝ育

ところがあったがいずれも許容濃度レベル以下であった｡

2.調査研究の概要

(1)実験場所
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た｡

ロ.設 備

日本無線医理学研究所製低バックグランドカウンターLBC-1型｡日立207発

光光度計｡

(3)成 果

イ.表1によれば,河川水.井戸水,海水中の全β放射能は昨年と同じく天然放射能侶

ある｡これらに比して,原子力施設よりの排水中のそれはやや高い値である｡特に屈

の4月,第1化学上の5,11月は高い値を示したが,いずれも核種が明らかな場雀

濃度以下であった｡

その他空間線量,浮遊じん,降下雨水じん,土壌,牛乳･農産物等に年間を通じて連

動はみられず,前年同様低い値であった｡

ロ･表2に月別核種分析結果をまとめた｡牛乳,海底士が全核種共に7,8月にやや高レ

した｡"6Rul44ce,Uは45年慶新たに始めたものである｡海底土中の]44ceが

比べて高い値を示している｡図1にRu Ceの分析法の概要を示した｡

前年度と比戟すると,90srは全試料において減少の方向にあり,13アcsは同レベ

る｡

…禦ごご芸1上澄
加 熱 蒸 留

Canc HNO3 H2SO4･KMnB4

一一沈殿慧
還 元

HCIMg粉末

Ce

｡｡正三3∋面上澄武義沈殿元毎沈殿
′一...=.-1-

●il

流出液
H20,1M H2SO4

2M:H2SO4
南面沈殿

H20,H202
逆抽出一水屑

化学的回収率92%

蒸発物(NaOH溶液)
Et

陽イオン交換

1.75MHCl カラム

-
MIBK抽出有機層

9M HNO3

NaBrO3

NH40H HNO3pH2シュウ酸

β線測定

Ce20Ⅹ3
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ハ.表5に海洋生物中の90sr,137cs濃度と濃縮係数を示した｡90srについてみj

月類は濃度濃縮係数共に低いが,これらよりは海藻が高い彗を示した｡137csでは衰

に比して漁類,特にひらめ,いなだ,せいごが濃慶.濃縮係数が高く,海藻,月は竹

示している｡

5.結 語

核実験による環境の放射能レベルは近年変動も少く低いレベルになってきている○
しズ

90sr,137cs 等寿命の長い核種及び141ce,106Ru等半減期が1年程度のものも今なj

質から検出されている｡特に海底士では144ceが比較的高い値を示す傾向が見られる｡

原子力施設からの排水の放射能は許容濃度レベル以下で,一般環境への影響は認めらj

い｡しかし原子力施設は全国的にも開発増設のすう勢にあり,今後放射性廃棄物の環境/

調査を進めるためには分析測定法の開発,放射能バックグランドの把握,汚染機構の究弓

的な資料を蓄積する必要がある｡

52 埼玉県におけ る放射能調査

埼玉県衛生研究所

小 津 茂 弘,森

丹 野 幹 雄,中

1.緒 呂

埼玉県では昭和52年より県単独事業として,県行政に応じた全β放射能測定ならびに少

生産物の90srぉよび1訂cs(昭和59年より)を実施している｡また,科学技術庁委詳

和5d年12月より指定された品目について全β放射能測定と分析用試料の送付を行なっ~

さらに,45年慶には核種分析が追加された｡

なお●i今画は昭和45年慶に実施した調査概要について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)昭和45年慶放射能業務の試料採取地点,採取回数などは表1に示したとおりであJ

(2)放射能測定方法ならびに核種分析は科学技術庁編｢放射能測定方法｣,｢放射性ス

ゥム分析法｣,｢セシウム157分析法｣のそれぞれ該当する項目に従って実施したQ

(3)全β測定値は何れの検体も調査期間中に異諾値を認めなかったので省略する0

(4)90srぉよび13アCs分析結果の主なものはつぎのとおりである｡

イ.大宮市(衛研構内)で昭和45年4月から4d年5月までの1年間に採取した雨フ

の90srは1.47mCしん2,137csは1･80mCレk2であるo

ロ.狭山茶の分析結果は表2に示すとおりである｡

ハ.穀類の分析結果は表の90srが19～51pCレk9,米の90srが1･65pCL旬
137csは25～51pCVk9,米の137csが11PCし旬,である0



表1. 昭和 4 5 年慶放射能調査業務

種 類 採 取 地 採 取 回 数 調 査 内 容

定時雨 水

定量 雨 水

所水

水

菜事排

上 水

雨 水 ち り

土 壌

浮 遊 じ ん

空 間 線 量

穀 類

原 乳

乳牛用飼料

兼鶏 飼 料

鶏 卵

梨

い ち ご

日 常 食

⇒

l
l

t
r

-
く･-

1＼

-
-
-
ノ
＼

-
､

大宮市

大宮市

野上町

鴻巣市

川口市

本庄市

行田市

幸手市

大宮市

江南相

浦和市

大宮市

大宮市

大宮市

大宮市

入間市

所沢市

本庄市

江南村

江南村

日高町

日高町

越谷市

伊奈町

書見村

降 水 毎

降水毎.ただし続日の場合は

除く

期 間 内 2 回

〝 2 回

〝 2 回

期 間 内 d 回

〝 2 回

内

〝

間

〝

期

2 回

d 回

2 回

〝 2 回

期 間 内 2 回

〝 2 回

期 間 内 d 回

期 間 内 12 回

期 間 内 1 回

期 間 内 4 回

毎 月 12 回

一番茶.二番茶

小麦,大麦.水稲,もち米

期 間 内 d 回

租 飼 料 7種類

濃厚飼料 2種類

期 間 内 5種類

期 間 内 2 回

〝 2 回

期 間 内 1 回

期 間 内 1 回

成人(5人分) 2 回

〝 2 回

全β測定

全β測定

〝

全β測定

〝

全β測定

〝

全β測定

全β測定,内4回90sr,13アCs

全β測定,90sr.137cs

全β測定,送付2回

全β測定

線量測定

全β測定,90sr.137c8

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

90sr,13アCs

全β測定,帥Sr,137c8

灰化,送付2回

〝 〝

注:㊨は科学技術庁委託事業(全β測定,核種分析と送付)

減衰測定を行なう

必要に応じて減衰測

〝

必要に応じて減衰き
を行なう

〝

＼対照としてそれ･
1

点で同時に検体

全β測定値によ
たは核種分析を
もあゎ得る｡

減衰測定を行なう

核種分析は県単車

核種分析は県早手

卵殻,卵白.卵黄に

〝



表2. 茶葉中の帥srぉよぴ137cs

種 類 採取期 灰分(殉

pCi/晦 pCi/㌢･Ca pCiノ【ダ
298士 9

52d士 9

581士10

548士10

104士 5

115士 5

127士 5

104士 5

190士 8

218士 8

555士11

50d士11

表5.鶏卵中の90srぉよび13アcs

採取地 採取月日

pCiノ【ク pCi/ケ･Ca

548 士25

0.75d士0､140

0.d8d士0.127

225 士21

0.405士0.124

2.25 士0.54

189 士21

0.547士0.124

2.95 士0.55

510 士27

0.522士0.125

1.4d 士0.2d

1.24 士0.09

8.54 士1.58

0.575士0.10d

O.74 士0.07

4.55 士1.40

1.90 士0.29

0.dOl士0.07

5.91士1.54

2.54 士0.2d

l.09 士0.09

4.05 士0.97

1.28 士0.25

pCi/晦

感度以下

2.75士0.27

1.24士0.21

感度以下

5.05士0.27

2.47士0.48

感度以下

5.98士0.29

2.25士0.45

感度以下

5.d7士0.28

1.92士0.40

表4.梨在らびにいちご中の90srぉよぴ1"cs

種 類 採取地 採取月日

梨(長十郎)

い ち ご

伊奈村

吉見村

R19

5.25

灰分紛

pCiノ(ダ pci/㌢･Ca pCiノ(ク

1.28士0.14

5.42士0.1d

48.2士 5.5

270士1.5

5.00士0.50

1.05士0.17



ホ.養鶏飼料(5検体)の分析結果は90srは27～41pCi/晦,1.2～2.8SU

は24～58'pCi/E9,5･0～8･8CtJである｡

へ.鶏卵は卵殻t卵白.卵黄に区分して分析を行なったが,その結果は表5に示すと

る｡

ト.梨(長十郎)およびいちごの分析結果は表4に示すとおりである｡

5.結 語

放射性降下物による放射能水準は前年とほとんど同じである｡

すなわち,狭山茶,穀類,乳牛飼料,養鶏飼料などのgOsrならびに137csについて

高い値は認められていない｡

鶏卵,梨,いちごについてはまだ例数も少ないので,現在のデータからは何も言えな

53 神奈川県における放射能調査

神奈川県衛生研究所

石 井 襲 二,小 山 包

1.緒 呂

昭和45年慶にお小ても科学技術庁委託および県単独事業として,各種の放射能調査を

本年度も中共において核実験(第11回,昭和45年10月14日)がおこなわれたが,

いてはその影響はほとんど認められなかった｡

2.調査対象

表1に示すとおりである｡

5.測 定 法

試料の調製および放射能の測定は科学技術庁編｢放射能測定法19d5｣によった｡

測定器は日本無線製DC-5型およびDC-1001型,計数管は同社製GM-250

い,雨水浮遊じんの比戟試料はロ｡08,48呼,その他の試料にはKClを用いた｡なお

の測定には日本無線製TR式シンチレーションサーベイメークを使用した｡

4.測定結果

中共核実験の影響はほとんど認められなかった｡従来よわおこなっている試料の全β測

ては前年と同様で,認むべき変化は浸かった｡本年実施した王禅寺周辺の試料については

比較して相当高い値を示すものがあったが.これはカリウムー40によるものと考える｡

別の最高値はつぎのとおりである｡

)

)

時
量

い

定
定

あ

(

(

水

ん

〃

雨

じ

45年 d月24～25日

〝 d月17･-18日

〝 10月 22日

705.7pCi/ヱ

2,10 R8 〝

2.5pCi/諦



表1. 試料の種類 と 検体数

採取又は測定場所

雨水･ち少

雨 水

浮遊 じん

上 水

〝

〝

河 川 水

〝

〝

〝

湖 水

〝

天 水

〝

下 水

海 水

日 常 食

〝

牛 乳

土 壌

海 底 土

空間線量

〝

野 菜

魚 月 類

回 数

衛 研

〝

〝

小田原市

津久井郡

秦野市

足柄下郡

相模川(厚木大橋)

早 川(早川橋)

千才川(千才橋)

境 川(藤沢橋)

芦の湖

相模湖

足柄下郡

横浜市

川崎市

横浜港

厚木市

平塚市

横浜市

横浜市

横浜港

衛 研

横須賀市武山

三浦市

戸塚区

小田原市

相模原市

三浦市

横浜市

横須賀市

毎 月

定時･降雨ごと

定 量

1

J源水

週1回

年d回

年4回

年4回

蛇口 水 〝

〝

〝

〝

〝

〝

ろ過水 〝

未ろ過水

村
市
乳
地

農
都
原
草

回

回

回

回

〃

ノ0

2

4

2

〃

年
年
年
年

年d回

年2回

年5回

毎 月

〝

大 根 年2回

大根･ホーレン草 〝

ホーレン草
〝

こ lハ 〝

い か 〝

あ さ り 〝

かわめ.その他
〝

○

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
｡
｡
ぴ
ぴ
ぴ
｡
｡
｡
｡



天 水(戸 過)

下 水

湖 水(芦の湖)

海 水(横 浜)

牛 乳

土 壌

海底士(横 浜)

堆積物(王禅寺)

空間線量(武山)

野 菜(ホーレン草)

魚月そう類(アオサ)

4d年 4月

45年11月

〝 12月

〝 8月

〝 12月

〝 8月

〝 11月

4d年 1月

45年 d月

4d年1月

4d年 1月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日
9
.
4

2

1

2

8

0

凸7

7

ノ
0
･
4

1

2

2

1

1

1

1

2

1

2

1

84･2pCi/之

5 0.d 〝

4.4 〝

0･7pC〝

0.1pCi/望才

1･2pCi/乾㌢

2.7 〝

2.9 〝

d.7/lR/b

O.8pCi/勺才

2.7 〝

54.新潟県における放射能調査

新潟県公害研究所

篠川至,菅井隆･一,石橋幸

渡辺邦洋,山崎玉恵

1.緒 呂

昭和45年慶(45年4月から4d年5月)になった放射能調査について報告する｡本年

京電力が柏崎市に原子力発電所の設置を決定したので,その建設予定地域周辺も本調査の対

の一部にとわ入れて調査を開始した｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

雨水,浮遊塵,陸水,海水,土壌,農畜産物,魚類,空間線量(サーベメーター,モ

ンクポスト)｡

(2)測定方式

試料の前処理および測定は,科学技術庁縞｢放射能測定法(19d5)｣によって行

全P放射能の測定は日本無線製GM-TDC7型とPDC-801n塑を使用した｡ま

間線量の測定は日本無線製TC S-121C塑シンチレーションサーベメーターとMS

d5-51塑モニタリングポストを使用した｡

(3)測定結果

イ.雨 水

雨水の採取は毎日行ない月別に集計したものである(表1)｡図1に過去5年間の

る放射性降下物の月別降下量(mCi/‰2)を示した｡表のように45年慶の年間降



表1. 雨水全β放射能の月別経過

年 月 測定数
平 均 値
(pCi/之)

最 高 値
(p･Ci/乙)

最 低 値
(pci/乙)

254.8

445.7

2795

15d.8

101.5

181.2

884.7

dO.1

104.7

221.5

150.2

12d.8

降 水 量
(孤オ)

降 下
(mCi/‰

年間平均値
d4.8

年間最高値
884.7

年間最低値
2.5

年間計
1,550.9

なお,45年10月

14日に中国の核実

験が行なわれたが,

その影響は確認出来

なかった｡

ロ.浮 遊 塵

浮遊塵の月別全β

放射能(pCi/討)

を表2.図2に示し

た｡年間平均値は

0.54pCi/討 で

44年の0.2t占pCi

/討と同程度であっ

た｡また,季節的変

動は44.45年と

もに夏に低く,秋,

冬に増加する傾向は

雨水の場合と同様で

表2.浮遊塵全β放射能の月別経過

年 月 測定数
平 均 値
(pCi/㌔)

鼻 高 値
(pci/緑)

最 低
(pCi/宗

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

年間計 年間平均値 年間最高値 年間最



mC

川

5｡｡

l

4 6 810122 4 6 8101224 6 8101224 6 810122 4 6 810122 4 6 810122

昭和40年 昭和41年 昭和42年 昭和43年 昭和44年 昭和45年

図1.雨水放射能降下量(mCiパ諺)･一実線

表5.陸水及び各種食品の全β放射能

分 類 試 料 名 測定数 平 均 値 最 高 値 最 低 イ

源 水(阿賀野川)

蛇 口 水

河川水(信濃川)
〝 (鯖石川)

7

7

5

d

食

品

牛 乳(原 乳)

大 根

精 米

海 水 魚

ZJ

4

2

1.54

0.d8

0.09

2.d7

5.44

0.01

(-0.12

(-0.05

0.09

(-1.15



ハ.陸水および食品類

陸水および各種食品類の全β放射能測

定成績を表5に示した｡陸水は前年度に

比較して全般に低値となったが.食品類

は全般に高い傾向があらわれていた｡な

お,食品類は44年は個体全体を測象と

したが45年は可食部だけに限定して測

定したものである｡

ニ.海水および海底士

測定成績を表4に示した｡海底士は

45年慶から新たに調査対象項目となっ

たものである｡海水の放射能は44年を

同程度であった｡

ホ.土 壌

土壌の測定成績を表5,図5に示した｡

土壌の採取地点は従来1地点(横越村小

杉)であったが,45年定から原子力発

電所建設予定地周辺(柏崎市刈羽地区)

を対象地点としてとり入れたものである｡

5地点の放射能(げCi/′乾･タ)は刈羽村

4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2

図2.浮遊塵放射能月別経う

表4.海水･海底土の全β放射能

地 点
ノ佐1(新潟港沖) ノ広2(日和山沖)

海 水

(pCi/乙)

海 底 士

(pCi席グ)

海 水

(pCi/乙)

海 底 士

(pCi/乾･タ)

ノ佐5(関屋沖
海 水

(p■Ci/之)

表5. 土壌全β放射能

中蒲原郡横越村小杉(裸地) 刈羽郡刈羽村刈羽(裸地) 刈珊刈羽村山崎(草地)

昭45.9 昭45.10 昭45.10

放 射 能
(pCi/乾′)

蓄 積 t

(mci/‰2)
放 射 能
(声i/乾′)

事 積 t
(mci/‰り

放 射 能
(〆コi//電わ

事 ♯ t
(m¢i/b量)

放 射 能
(pCi/乾の



山崎が他に比較してやゝ高い傾向を示

していた｡

また,図5に示したように横越村の

40年以降の経過は∴中国核実験の影

響による41年のピークのほかに42

年から45年にかけて漸増の傾向があ

らわれていた｡

へ.空間線量

サーベメーターによる空間線量の測

定値を表dに.モニタリンクポストに

よる測定値を表7,図4に示した｡表

dのように新潟市および柏崎市の平均

値は夫々755,d.99JIR/bとな

っておわ,前者の値は44年のd.91

〝R/bと同程度であった｡モニタリ

ングポストは44年慶から測定を開始

したものである｡その年次別.月別経

過は図4に示すように全般にd～11

月が高く1～5月に低値を示す傾向が

みられた｡

5.結 語

昭和45年慶は,10月に中国の核実験が

行夜われたが,雨水,浮遊塵にはその影響は

確認出来ず全般に前年産に比較して減少して

いた｡

空間線量,陸水は前年度とほとんど変化は

みられなかったが食品類は全般に高値を示し

た｡また,土壌の年次的経過は42年以降漸

増の傾向があらわれていた｡
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図5.土壌放射能の経年変化

(横越村′J＼杉:0～5e椚)

4 5 6 7 8 91011121.2 3 月

図4.モニタリングポストの経月

表d 空 間 線 量

地 点

新潟市

測 定 数
平 均 値
(/上納r)

最 高 値
(/上納r)



表ス モニタリンクポスト測定値

岩

年度 昭和44年慶
'

昭和4 5年慶

月
＼

(CPS) (CPS)

4 14.4 15.d

5 14.1 14.1

d 14.9 14.2

7 14.9 14.4

8 14.8 14.4

9 14.8 (1～15日迄)15.9

10 14.d (1d～51日迄)14.0

皿 14.9 14.4

12 15.D 15.7

口 15.5 15.7

2 14.5 12.9

5 15.8 15.5

55 石川県における放射能調査

石川県衛生公害研究所 公害部

金沢市三馬町地27d

電話 07dl-47-00;

板倉 淳,西野 寛,田貞

1.緒 呂

昭和45年慶における科学技術庁による委託および原子力発電所建設予定地周辺の県弱

在った調査の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)実施場所

県下7か所において試料を採取し,衛生研究所で分析を実施した｡当所は昭和45

5日現在地(金沢市三馬町地27d)に移転した｡

(2)琴 備

GMカウンタ 富士通製 SA-250型

シンチレーション･サー､叫メーク 富士通製 SM-200型

波高分析器(400eh) 東京芝浦製特型



(内d件は機器分析),土壌4件,空間績量12件,計171件

県独自分一海水d件.海底土2件.魚月藻類11件,土壌5件.米麦4件,牧草

野菜2件,空間線量5件 計 54件

送付試料一雨水ちり12件,上水占件,海水8件,魚月藻類8件.牛乳d件,土

日常食d件, 計 48件

(4)試験方法

試料の前処理および測定は科学技術庁の指示によるほか,科学技術庁編｢放射能測定

19d5年｣および｢放射性ヨウ素分析法-19d7年｣によった｡

(5)成 果

イ.雨水ちり:調査期間内における年間降水量は約2,200捌で,放射能降下量は約

mci/ぱである｡これは前年度よわ約10%増加している｡
ロ.陸 水:上水は金沢市営浄水場の原水で,1.4～d.5pCi/ヱである｡下水は金

を流れる農業用水(下流)で4.4～1占.d pCi/ヱである｡

ハ.海 水:本年度から羽咋郡富来町の港湾内外で採取し,0.2～5.2pCi/ヱであ

ニ.魚月藻類: あじ1.5～5.2pCi/ダ,さば0.8～1.1pCi/才.かれい0.5～1.

pCi/ケ,はちめ1･6pCi/タ,かわはぎ5･2pCi/ケ,あいなめ0･1pCi/ケ,さ

1.9pCi/ケ.うに0.4pCi/ケ.わかめ1.1～1.2pCi/ク,ほんだわら1.8～2.

/グ,てんぐさ0.2～2.9pCi/グである｡

ホ.海底土:海水採取地点附近で採取し,1.5～1.8pCi/ケ(乾士)である｡

へ.土 壌:金沢市営浄水場内および羽咋郡志賀町の草地で採取し,0.8～2.8pCj

(乾土)である｡

ト.米 麦:羽咋郡富来町で採取し,玄米は0.01～0.02pCi/ケ,玄麦は0.4～

pCi/〆である｡

チ.野 菜:羽咋郡志賀町で採取し,きゃべつは2.1～5.d pCi/グである｡

リ.牧 草:野菜採取地附近で採取し.くろ-ばは1.8～2.8pCi/才,いたりやん

p･Ci/タである｡

ヌ.牛 乳:石川郡野々市町で採取し,全β測定値は0.1～0.5pCi/グであり,機

によるヨウ素-151は5.5～10.5pCi/ヱである｡

ル.空間線量:金沢市内および羽咋郡志賀町での測定値はd.2～79〝r/bであり,

差はみられなかった｡

5.結 語

この調査期間中,中共核実険(第11回)がおこなわれたが,本県下への影響は全くみら

全β放射能.空間線量は前年度なみの値である｡今後は近く建設予定の原子力発電所周辺の三

査をも併行して実施して行きたい｡



56 福井県における放射能調査

福井県衛生研究所

北 川 貞 治,早 川 博

1.緒 昌

前年産にひきつづき科学技術庁委託にもとづく｢各種食品,陸水,土壌,雨水ちり等¢

定調査｣および共同研究｢指標食品の選定と検査用指標生物の調製に関する試験研究｣¢

子力施設周辺試料の調査研究,また県単独事業として｢原子力施設周辺の環境放射能調査

ったのでその測定結果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試 料

福井市周辺で採取した雨水,浮遊じん,陸水,野菜,牛乳,土壌,および空間線量

半島周辺で採取した海水,海底土,海産物,陸水,土壌,野菜および空間線量

(2)測 定 法

全β放射能の測定には科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣に従って行凌い

数装置を用い.原乳の131Ⅰ,および海産生物等の核種分析には波高分析器.NaI(

5〝≠×5〝検出器を用いた｡

空間線量の測定では,福井市においてシンチレーション式モニタリングポストによ

測を行夜い,線量率にはシンチレーションサーベイメーター,年間積算線量にはガラ

を用いた｡

(3)測定結果

イ.全β放射能

表1に概略を拓げたが,総じて前年同様の水準で特記すべき測定値は安い｡

ロ.空間線量

モニタリングポストの連続観測では,特別な変化はなかった｡空間線量率の平獲

同様であるが.敦賀市ではやゝ高い測定直があった｡(表1)年尚積算線量を凶1

が,前年の測定値よわや.ゝ低レ㌔

ハ.牛乳の131Ⅰ

敦賀市縄間で採取した原乳の131Ⅰの測定値は検出限界以下であった｡

ニ.原子力発電所の排水中の核種の分布

原子力発電所の放水口周辺で採取した｡海水,海底土,魚月藻類について,特に

性核種に注目して,波高分析を行なった｡

この結果を見ると,美浜発電所周辺では,海底土,ほんだわらに検出されたのは

よびケオールアウトに起因すると思われるものだけである｡敦賀発電所周辺では,

ジ,ハマチ,クコ.クラゲ,ヒトデ,については,発電所排水によるものと思われ
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5.結 語

全β放射能の測定結果および,

空間線量の測定結果を見ると,

総じて前年同様の水準で核実験

の直接的な影響はなかった｡

原子力発電所の影響について

も,環境保全上問題とすべきよ

うな汚染はなかった｡

原子力発電所の環境モニター

には指標生物を使用するのが便

利な方法であるが,この目的に

は,ムラサキイガイ,ホンダワ

ラを使用できることがわかった｡
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測定期間

昭454～昭463

単位:mR

0 30Km

図1.敦賀半島周辺の空間r積算線量(螢光ガラ

愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

井上裕正,豊島一男,′J＼島･

加賀美忠明,児玉剛則

昭和45年9月から昭和4d年8月までの科学技術庁による委託および愛知県独自で行フ

射能調査の概要を報告する｡

1.調査対象

雨水,ちり,陸水,海水,土壌.農畜産物,魚月藻類等544件である｡

2.測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣にしたがってj

5.測定結果

試料の各種別について本調査期間中にえられた測定値は表のどとくであわ,その結果ケ

に前期と同様であった｡



表 採取せたは測定場所別放射能測定値ならびに測定件数
昭和5年9月_昭和

測 定
種 別 品 名 採取tたは測定場所

雨 水(定 時 採 取)

浮 羞 じ ん

名古屋市 愛知県衛生研究所

最 高 値 平 均

4d.4.29 4.70 mCi/‰2

名古屋市 愛知県衛生研究所 45.10.1d 5.57 pCi/レ

雨 水 ･ ち わ

名古屋市 愛知県術生研究所

圭稀市 よ 林 金 銀

岡崎市 一西 三 河 事 務 所

一宮市
一 宮 保 健 所

上 水

4d.71d.99士4.75mCi/‰2月

4d.4 鼠d7士0.97mCi/‰2月

4d.5 ヱ5d士t90t虹i/‰2月

4d.51鼠d4士2J5mCi〟月

4.09士4.74

5.1d士2.d5

5.28士2.49

4.9d士5.72

犬山市 名古屋市上水道取入口 4d.5.8 5.25士t94･-N.D.

河 Jtl 水
豊田市 四郷(矢作川)

新城市 桜淵(豊 川)

45.11.20 4.55士2.28･-0.95士t98

45.922 4.50士1.95･-0.d4士2.22

名古屋市 堀留下水処理場

豊裾旨市 野 田 処 理 場

一宮市
東 部 処 理 場

下 水 眈 で ん 物

名古屋市 堀留下水処理場

豊橋市 野 田 処 理 場

一宮市
東 部 処 理 場

4d.5.19 1ス7士4.4
･-ス2士5.0

4d.8.15 ス2士5.0

4d.714 1ムd士5.1

4d.5.1鼠 588.0士2る.5～5ム2士ム7 p

4d.8.15 55･4･一見8
p

4d.ヱ14. 185.0士10.1
p

水

名 古 屋 港 内

伊勢湾 木 曽 川 口

′J､ 鈴 谷 押

野 間 沖

三河湾 御前崎姫島中点

4d.8.18.

4`.8.18.

4d.8.18.

4`.2.25.

4d.8.18.

1.`2士2.27士0.9d士192

2.27士2.27･-N.D.

5.24士2.27一-N.D.

1.51士1.97･-t28士t92

0.d5士2.27･-N.D.

海 底 土

名 古 屋 港 内

木 曽 川 口

伊勢再 小 鈴 谷 沖

野 間 沖

三河湾 御前崎,姫島中点

4d.8.18.

現L 8.18.

4ム 8.18.

45.11.25.

仏 8.18.

5.28土0.48･-2.07士q.22

5.11士0.dO･-178士0.42

5.15士0.75･-0.47士0.d5

ま50士8.72･-t78士0.70

2.77士0.77･-1.27士md8

草地(0～5亡■)

土 事 裸地(0～5q)

0･-20¢■

直美郡 赤羽横郡(渥美牧場)

4d.2.10. 114 ･- `2

仏 &18. 179･- 55

4ム 4.R 541 一- 514

牧 草 奄美郡 赤羽根町(直美牧場) 4`.4.R l.91士0.19･-0.52士0.20

野 菜

大 根(柵)

大根(稟),ほうれん草

大 根(根部)

大根(葡,ほうれん草

土田市 四 郷

直美郡 赤 羽 根 町

45.10.用. 0.49士0.10･-0.01士0.15

45.霊0.14.(大損簗)0.4d士0.14～0.00士0.00

4ム 4.R 臥d5士0.17･-8.47士0.11

4…R(芝等)1･50士…～0･27士…
穀 物

水 稲

水稲,陸稲

豊田市 四 郷

渥美郡 赤 羽 横 町

45.11.20. 0.45士0.11･-0.22士0.15

45.12.15.(水稲)0.52士0.12～0.1`士0.15

豊田市 四 郷

直美郡 赤 羽 根 町

あ さ 少

魚 月 類 大 あ さ り

魚(絃･品)

4`.5.1. 0.40士0.10･-0.04士Q.08

45.10.ス 0.25士0.08･-0.08士0.05

蒲郡市

知多郡 南

1d 5.10. 0.42士0.1d･-0.29士0.15

4d.5.ス 0.dO士0.45･-0.54士0.19

4d 5.18.(せレ､ご)0.51士0.17-N.D.

海 藻
わ か め

て ん ぐ さ

名古屋市

犬山市

海部郡

知多郡

J5.5.17 1.44士05d･-0.d`士0.5`

4d.7 5. 2.17士1.50･-N.D.

45.11.18. 15.2
･-

94

4d.5.8. 15.4 ･- 1t8

45.10.5. 12.5･- 10.7

45.11.㌘ ス1･- d.0



58 東都における放射能調査

京都府公害研究所

浅見益青郎･江阪忍･山川利

1.緒 呂

環境中の放射能調査も核爆発実験による緊急時の対策に備えて,平貰値を把握することと

最近のめざましい原子力の平和利用に基ずく施設の事故によるわれわれの生活環境への放泉

に対しても放射能レベルを常時把握しておくことも必要なことである｡

京都府においても本年度よわ海水の調査を新たに加え,前年に引続き京都府内の降水,食

壌等について,科学技術庁の委託調査および府独自の計画による調査を行なったので全β放

測定結果の概要を報告する｡

2.調査の概要

調査対象はほぼ例年並であったが,海水を新たに実施し.上水の琵琶湖水は中止した｡

測定試料数は総計285件で,項目別では下記のとおわである｡また別に核種分析用試料

雨水･ちり(月間採取),上水,土壌,日常食,原乳,海水,海底士,製茶計48件をそれ

処理後(財)日本分析化学研究所に送付した｡

全β測定試料

a.上 水(原 水)

b.上 水(給水栓水)

e.河 川 水(鴨川水系)

d.雨水･ちり

e.浮遊じん

f.降下じん

g.牛
乳(原 乳)

h.茶 葉

i. 魚

噴
水

士底

土

海

海

●

●

●

･
1
J

k

l

1ケ所 12試料

1ケ所 12試料

5ケ所 18試料

1ケ所 155試料

1ケ所 59試料

1ケ所 5d試料

1ケ所 d試料

5ケ所 9試料

1ケ所 2試料

2ケ所 4試料

2ケ所 8試料

1ケ所 4試料

5.測定方法

(1)試料の前処理と測定方法

前処理と放射能測定は｢放射能測定法(19d5年科学技術庁編)｣の方法によっカ

(2)計数機器

陸水,雨水･ちり,土壌.海水,海底土の測定



食品類の測定

計 数 巷 置 神戸工業製

計 数 管 富 士 通 製

EA-15型

152A型GM管

(マイカ窓の厚さ1.8叩/撼)

計測には厚さ5e潤の鉛シールド内で行なった｡

(3)計測条件

試料皿とGM管との距離･をいずれも約~10巧椛とした｡

食品,土壌,海底土については試料と同量のEClを同時に計測して測定値に対す

正を行ない,陸水,雨水･ちり等についてはU｡08(500dps)標準試料を毎回計測

率補正を行なった｡

4.測定結果

(1)食品,土壌

食品類の放射能は魚および牛乳では数年来横ばいの経過をたどっている｡茶につい

地域で多少差が認められる｡経年変化では宇治市摘採がやや増加し,加悦町摘採が滅

ある｡

土壌の表土と深部の差はゃや縮まっているように見られるが,裸地が前年よカ増加

のが注目される(表1)｡

表1.食品･土壌等の放射能測定結果

種 別 採取地 採取部位

牛 乳 京 都 市

計 測 値

最 高 最 低 平 均

原 乳

茶

宇 治 市

宇治田原町

加 悦 町

宇 治 市

製 茶

原 案

0.25士0.05 0.04士0.04

ス78士0.5d

d.74士0.41

5.25士0.50

1.48士0.09

4.99士0.52

5.04士0.51

2.d2士0.52

1.17士0.07

宇 治 市 0.54士0.05

宮 津 市
深さ0～ 2e椚

深さ2～10C澗

0.12士0.051 0.25

8.01 士 0.57

d.29 士 0.57

宮 津 市
深さ0～.2e椚

深さ2～10e椚

5.18 士 D.28

1.14 士 0.25

(2)陸水･海水

上水･河川水ともに前年よりやや増加し,近年全般に幾分増加の傾向を示してきて

水時期間の測定値にバラッキが大きいのは例年の傾向であるが,7月･9月期頃に高

った｡海水は採水地点および時期による差はほとんど認められず低いレベルであった



15d.92mCi/‰2となり,これは降雨量の増加を考慮してもわずかながら前年より

ている(表2)｡

表2. 陸水･ちり放射能測定結果

計 測 値

最 高 最 低 平 均

種 別 採 取 地 採取位置

上 水
京都市蹴上浄臓

京都市府衛生
研究所内

源 水

結水栓水

20.98士15.99

1d.29士1704

5.5d士15.58

2.17士14.05

河川水

高 野 川

加 茂 川

鴨 川

水深

約10c珊

(ろ過せず)

55.59士15.21

20.01士15.54

2d.07士15.47

782士172d

O.58士1725

4.94士1d.20

海 水

京都府宮津湾
伊根沖

京都府宮津湾

2.91士 0.d9

2.22士 0.7D

1.00士 0.70

0.8d士 0.58

海底士
京都府宮津湾

深さ1きm

京都市府衛生
研究所屋上

京都市府衛生

研究所屋上

地上15m

地上15m

* 測定値はd時間更正値

=∴=======___∵子ミ=〒〒=〒
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中国は第11回の核爆発実験を10月14日に行なったが,その直後の放射性降1

いて測定した結果は雨水･ちり共に平常値とほとんど変らずその影響は認められなカ

ロ.月別降下物量について,過去5年間の推移を見れば,核実験直後の影響のあった勾

は低い降下物量となって来ており季節的夜差も明確に夜って来ている(図2)｡

川nu什

昭和41年 昭和42年 昭和43年 昭和44年

l71IlIlll川I-l7I●lll
昭和45年 昭

図2. 降 下 物 放 射 能

5.結 語

調査結果より全般的には横ばいであることより核実験がなくとも著しい減少は認められ~

今後は核利用の範囲が広くなるにつれ環境中の放射能の増加も心配される事より海洋の汚室

把握とか.空間線量レベルをも調査することが必要なことである｡



59 大阪府における放射能調査

大阪府立公象衛籠研究所

沖 岩四郎,杉浦 渉,田村弓

1. 緒 呂

前回の発表会にひきつづき.昭和45年9月から昭和4d年8月までの大阪府

る放射能調査の概要を報告する｡この調査期間中,昭和45年10月14日に中

11回目の核実験を行い,またフランスが昭和4d年7月から9月へかけて南太

一連の核実験を行ったが.われわれの調査範囲では,その影響は検出されなかっ

2.調査研究の概要

(1)雨水･ちり

地上約20mの屋上に設置した面積1,000撼のステンレス製円筒型水盤

として10日間雨水･ちカを捕集し,その全量を濃縮乾燥し測定した｡測定

日あたりに平均し,mCi/‰2･dayの単位で表わした｡図1にその結果を示すo弓

春の終ゎに高い傾向がみられる｡

(2)雨 水

直径50e仇のデポジットゲージに雨水を受け,毎日定時に採取し･100舵g以上の否

いて,100耽βを濃縮し測定試料とした｡図2に72時間値を示す｡雨水･ちりでみ〔

同様に春から春の終りにか ○

けて高い傾向がみられてい

る｡

(3)浮遊じん

地上約15mで日本無線

製EC-5型電気集塵器を

用い,720口㌔の空気を捕

集し全量の施を濃縮し試料

とした｡図5に72時聞直を

示す｡10月の中国の核実

験時にやゝ高い値がみられ,

また春には雨水と同様ゆる

ゃかなピークがみられてい

る｡

(4)その他の試料

表1にその他の試料につ

いて最高値;最低値,平均

値を示す｡いずれの試料に

mci/Em2
day
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表1. その他の試料の放射能

試 料 単 位 最高値 最低値

上 水 源 水

蛇 口 水

河川水(大和川)

下 水(津 守)

(中 浜)

海 水(河 口)

(港入口)

(中間点)

原 乳 pCi/タ･生

海底土(河 口)

(港入 口)

pCi/ケ･乾
〝

(中間点)

土 壌(5e椚まで)

(20e潤まで)

(5)空間線量

イ.モニタリングポスト

地上約24mのポール上にNaI(1×1インチ)検出器をとりつけ.1時間弓

を記録紙上に読みとった｡それを各月毎にまとめた結果を図4に示す｡降雨のは1

なる傾向がみられるが平均すると一年を通じて目立った変化は認められをかった｡

核実験時にも高い値は検出されず平常値

であった｡

ロ.サーベーメーク

NaIシソチサーベーメークで熊取町

京都大学原子炉実験所周辺および一般環

境(枚方市)での調査結果の最高値,最

低値.平均値を表2に示す｡

いずれも平常値であった｡

5.結 語

この調査期間中.特に高い放射能は検出され

なかった｡11回中共核実験の影響については,

強放射能粒子も検出されず,雨水,浮遊じん,

その他の試料を通じて特に高い放射能は検出さ

れなかった｡

0

9川0=‖ほ=1213I4I亡=(=7I



表2.サーベイメータによる空間線量率

場 所 件 数 単 位 最高値 最低値 平均値

熊 取 町 18 〝R/h 1R5 8.1 10.8

一枚方 市 7 〝 12.1 10.1 11.1

60 兵庫県における放射能調査

兵庫県術生研究所

長 谷 川 皇.大 路 正

1.緒 言

昭和45年9月よ少昭和4d年8月までの期間に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

雨水,雨水ちり,陸水.海水,土壌.海底士.農畜産物.空間線量等1d9件

(2)測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣にしたがって

た｡

表1. 雨水中の放射能の月別推移

平均値

pci/血g

最高値

pCiル

最低値

pci/血g

雨水による月
間降下量

mCi/‰2

0.05d

O.02d

O.019

0.01d

C.12d

O.098

0.125

0.188

0.142

0.119

0.O d2

0.028

0.057

0.24d

O.197

0.254

0.515

0.404

-0.002

0.004

0.004

-0.008

0.045

0.015

0.045

0.082

0.005

._ n n n 亡l
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(3)調査結果

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1に,また陸水,農畜産物等の力

走値を表2に示した｡昭和45年10月14日中共が第11回核実験を行浸ったが,否

他の測定値にその影響は認められず.また全般を通じて特記すべき異状測定値は夜か二

61 鳥取県における放射能調査

鳥取県衛生研究所

宮田年彦･谷口早苗･佐々木啓匹

1.緒 呂

昭和45年慶に実施した放射能調査の結果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)測 定 法

試料の調整および測定は.科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣,｢放射性ヨ

析法(19d7)｣,｢シンチレーションカウンターによる環境放射線の測定法(19

｢モニタリングポストによる空間線量の測定(19d8)｣左どによった｡

(2)調査結果

イ.雨水および雨･ちカの全β放射能

雨水は昨年同様咋低値を示し.月間積算量はd月およぴ12月に極大を示した｡

大型水盤法による雨･ちりの月間降下量は前者と同様にd月と12月に極大を示し

1)｡

表1.雨水および雨･ちカの全β放射能

≒‡‡±±÷一 ●● ●● 一 ; 一●

注)雨水の測定値はd時間更正値

ロ.陸水･食品･土壌の全β放射能



年の値よ少高くなっていることが認められた(表2)｡

表2.陸水･食品および土壌の全β放射能

測定回数

牛 乳

最 高 値 最 低 ザ

ス4 士5･8
pCi/ヱ

5.5 士4.0 〝

-5.d 士5.d pC

-5.8 士5.8

5.9 士5.7 〝
-2.4 士5.7

生 乳

市 乳

0.25士0.11 pCi/ケ生

0.15士0.09 〝

一0.12士0.10 pC

-0.08士0.10

ホ ー レ ン 草 0.75士0.22 〝
-0.d2士0.55

0.00士0.04 〝

0.07士0.O d 〟

0.Od士0.07 〝

-0.Od士0.05

-0.55士0.05

-0.14士0.05

土 壌
0･- 5e所

0一-2 0c潤

91.O mCi//‰2

5 d2 〝

75.O mC

54 d

ハ.浮遊じんの全β放射能
ろ紙式集じん器を使用し月5～d回集じんし.その放射能を測定した｡採取日

放射能強度に大きな差異が認められたが,これは雨と風の影響によるもののよう

年間の推移は,4～10月が高く,11～5月に低値を示している(図1)｡

ニ.核種分析

ウラン鉱探査場下流の河川中のウラン含有量は.年間を通じて変化はあるがい

であった｡

牛乳中の131Ⅰをr線

波高分析法で期間中12

回測定･したが.いずれも

ほとんど放射能は認めら

れなかった(表5)｡

ホ.空間線量

サーベイメークによる

月1回の測定値はほとん

ど変化がをく.年間を通

じて8.5士0.5〝軍/hr

の値を示した(表5)｡

モンクリンクポストに

よる方法では,一日の平
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表5.核種分析および空間線量測定

R

品 名 測定回数
山

最 高 値
用

最 低 値

河川水中のウラ ン 2 4 0.9 〝ア//之 0.1 /lタ/ヱ

牛乳中 の 131Ⅰ 12 45.d p-Ci/ヱ -70.4 f)一Ci/ヱ

空 間 線 量 12 8.9d 〝研 8･04 /lIレ㌔.

ぴ2月中旬～下旬に低い

値を示した｡なお,最低

値と最高値はそれぞれ

11.2(2月),54.5

(10月)C.P.Sであっ

た(図2)｡

5.結 語

陸水および食品中の全β放

射能.牛乳中の131Ⅰは前年

同様ほとんど認められなかっ

た｡

土壌中には高い放射能が認

められ,深部の放射能は昨年

よりも高く深部汚染の増加が

加
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∽
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平
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月
日
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日
月

丁申

T車丁占TT･白T･占 T寸T･-⊥
5 6 211110q-87

図2.モニタリングポストによる空間線量の推

認められるので.今後の監視

が必要と考えられる｡

また,浮遊じん中の放射能強度,モニタリンクポストによる空間線量と気象条件との

明する必要がある｡

62 島根県における放射能調査

島根県衛生研究所

斉 藤 孝
一,木

村 俊

山 本 春 海. 寺 井 邦

1.緒 音

昭和45年慶(4～8月までは昨年報告ずみ)のうち9月以降のものにつき報告する｡



2.測定方法

放射能測定試料の調整および測定方法は.科学技術庁編｢放射能測定法｣(19d5年

がった｡空間線量測定は科学技術庁の定めた1放射能調査委託計画書｣(昭和45年)に

た｡

5.試料採取地点および空間線量測定地点

図1.試料採取地点および測定地点(○印)

図1によわ

八束郡鹿島町片句,御津.江角,吉浦,南帝武,一矢,

八雲村熊野

10
9 101112

45年 46

図2.雨水の全β放
能義郡伯太町

松江市大輪町(衛研).秋鹿町,東忌部町,本庄町(三坂山.枕木山),西生属町

浜田市元町

大田市三瓶町(三瓶山)

以上の各地点において委託試料の採取,および測定を行ない.また県独自の調査のため

採取,測定を行なった｡

なお委託試料の送付件数は57

検体,送付先は日本分析化学研究

所であった｡

4.調査結果

(1)定時採取雨水(松江市大輪

町にて採取)

調査結果は.表1,図1の

通りであった｡45年10月

14日中共はロブノールにお

表1. 月間降雨,降下量



1d8pCi/ヱを検出したが,この値は

平幕値と大差なかった｡その後.45年

慶の初雪であった11月50日の雪から

548pCi/ヱ.4d年5月d日の雨か

ら574pCi/上が険出された｡

(2)原 乳

2～5検体の調査したものにつき平均

値を示したものが.図5である｡この他

大田市三瓶町の原乳についても調査した

が,いずれも0.2pCi/ケ生 以下であ

った｡

(3)魚月藻類

委託魚月藻類につき県独自で調査した

ものが表2である｡

(pCi/女生)

×講武 ○熊野

○伯太

×-__

/′
＼､

｡/

＼

45年10 11 12

図5.原乳の全β放射能

表2. 魚 月 藻 類

採取場所 採取年月日 種 類
n

一生体1タ当pCi
H

備 考

浜田市元町沖 45. 5.18 黒 あ い 0.4 d 可食部

八束郡鹿島町沖 45. d.12 め ば る 0.1d 可食部

八束君陳島町沖 45.11.24 さ ざえ 0.2 2 可食部

八束郡鹿島町沖 45. d.12 わ か め 0.19

(4)土壌および海底土

委託試料の一部を県独自で調査したものが.表5.表4である｡

土壌については.深さ0～5e珊の試料の方が.0～20e所の試料より高いようであ

表5. 土 壌

】採 取 場 所
■

採取年月日 深さ∽ `乾燥土1才当pCi■

大田市三瓶町三摘山｣

松江市本庄町三坂山

45.8.27

45.11.9

0一-5

0･-20

0･-20

d.0

5.0

2.4

八束郡鹿島町南講武 45.11.10 0･- 5 4.5

(5)空間線量



表4 海 底 土

採 取 場 所

地 名 北 緯 東 経
採取年月日

八束君陳島町輪谷沖

八束郡鹿島町御津沖

55?55J

55052J

1550

1550

45.8.27

45.8.27

乾燥土1才

当 PCi

測定地点は図4の5地

点の催眠∴西生馬.古浦.

一矢についても調査を行

なった｡それらの各地点

の測定値は5/lyhr前

後であった｡

ロ.モニタリンクポストに

よる空間線量測定は検出

器を衛研の屋上(地上よ

り18m)に設置して

4d年5月よわ開始した｡

5月の測定結果は表5の

通りである｡最大値を記

卑した日は5月の最大の

降雨量を記録した日であ

った｡

5.結 語

中共の第11回核実験の影

響は.採取された定時採取雨

(mR几r)△秋鹿 ○御津 ×三坂山

0南兼武 ◎片句
8

7

6

5

4

3

2

1

虹･すこ食塩__｡
/

か-----○■′

X-･････×

£._サ･･{･-､ト..→′ノ
/

臥一-せ一一々

45年10 11124¢年1 2 3(

図 4. 空間線量測定値

表5. モニタリ ンクポスト

測定値C.R
山

測定月日 備 考

最大値

平均値

最′J､値

20.5

14.8

14.0

5.29

5.1

降雨量1d.5礼讃

曇

水にそれらしき傾向がみられたのみで.平常とあま少変りをかった｡



63･ 岡山県における放射能調査

岡山県衛生研究所

山 本 隆 志 . 増 田

兼 松 誠 子. 日 笠 ≒

1.緒 呂

昭和45年4月よ少昭和4d年5月までに実施した環境放射能に関する調査結果の概-

る｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

雨水.陸水.農畜産物,魚月類,土壌,空間線量計21-9件である｡

(2)測定方法

全β放射能は科学技術庁編｢放射能測

定法(19d5)｣により.原乳中の

131Ⅰは同庁編｢放射性ヨウ素分析法｣に

したがった｡ウランの分析法は固体蛍光

々慶法によった｡

(3)調査結果

雨水の全β放射能を図1に示す｡岡山

市において前年産に引続き低い測定値で

あった｡スプリングピークは本年もd月

に認められる｡

陸水.農畜産物.魚月類および土壌の

全β放射能を表1に示す｡

空間線量を表2に示す｡

▲U

(
N
卓
＼
芯
d
)
鵬
‥
｣
｢

‖泣

4 5 6 7 $ 9 10 1112 1 2

図1 雨水の全β放射能(岡山

表2.岡山市における空間線量(〝yb)
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原乳中の131Ⅰは津山市産試料を期間内6回測定したDその結果は0.0～6.8pCi

った｡

ウラン鉱山周辺地域の河川水,土壌および野菜中のウラン濃度を表5にしめす｡

表5.河川水,土壌および野菜のウラン濃度

試 科 名

鞄河川(〝れ//ヱ)

〝 (/上れ/ヱ)

中津河川(〝れ/ヱ)

吉井川(〝れ/ヱ)

採取場所
採 取 年 月 日

S45.d.18 S45.917 S45.12.

上斉原村峠

〝 天王

〝 中津河

〝

52.2

2.4 5

5.0 2

0.11

15 8.0

0.52

1d.8

0.5 0

d 5.d

O.98

5.4 5

0.15

畑土(〝みウ乾士*)

〝(〝み々乾土)

〝(/lみ々乾士)

上斉原村天王

〝 中津河

〝 赤和瀬

葉菜(甘み/グ灰分)

〝(/lみ/ダ灰分)

〝(/lみ々灰分)

上斉原村天王

〝 中津河

〝 赤和瀬

* 層位0～10c椚

5.結 語

各種環境試料の全β放射能,空間線量,原乳中の131Ⅰ等いずれも特に高い放射能は認

かった｡ウラン鉱山周辺地域における環境試料についても特に高いウラン濃度は認められ

64 広島県における環境放射能調査(昭和45年度)

広島県衛生研究

村上 剛 清木

高田淑子 蔵田

1.緒 呂

昭和5d年12月以来科学技術庁の委託により環境放射能調査を行って来た｡今年も前句

同様の項目について全β測定を行ったので報告する｡

2.調査概要

(1)実施場所

広島県衛生研究所内および県下一円における陸地および海域
′′･ヽ＼ エnn

_.■L一
｣｣I 占｣



(3)測定方法,測定器

試料の前処理,測定方法は科学技術庁

技術面掛｢放射能測定法｣19云5

年版に従った｡
‥▼

測定器は日本無線製GM計数装

置DC-1001塑5775を,

空間線量の測定は日本無線製

TC S-12塑シンチレーション

サーベイメーターを使用した｡

5.調査結果

雨水中の放射能の月別変化を降雨量,

降雨回数に合せて図1に,又,浮遊塵

の放射能の月別変化を集塵量と合せて

図2に示した｡図1にあるように.降

雨量(降雨回数)に比例して放射能強

度が高くなっており,雨量の多い春～

梅雨期に高い値を示した｡これは,前

年産とほぼ同じパターンを示している｡

しかし,図2に示した浮遊塵中の放

射能強度においては,粉塵量と強度と

は必ずしも比例していない｡しかし放

射能強度を雨水と浮遊塵で比較すると,

雨水はd月,浮遊塵は7月とピークは

少しずれているが.ほとんど同じパタ

ーンを描いている｡

例年と比戟して.雨水その他は.ほ

14

は

10

8

6

mciパ血12

20

15

10

5

図2. 浮遊塵中の放射能

ぼ同様値を示しているが.浮遊塵の値

が非常に高い｡また10月15日の中共核実験の影響は認められなかった｡

65 山口県における放射能調査

山口県衛生研究

松 尾 博

1.緒 呂

山口県では,本年度(昭和45年慶)よ少科学技術庁の委託調査を始めた｡その調査寿



表1. 昭和45年慶放射能調査項目

n
試 料 名

n

採取場所!採取回数 調査対象

定 時 雨 水 山 口 市 降 雨 毎 全 β 測 定

月間･雨水･ちり 山 口 市 期間内12回 全β測定送付

〝 萩 市 〝 〝 〝

上 水 (源 水) 宇 部 市 期 間内 d 回 全 β 測 定

牛 乳 阿武郡阿東町
〝 〝

土 壌 山 口 市 期間 内1回 全β測定送付
〝 萩 市 〝 〝 〝

精 米 山 口 市 〝 全 β 送 付
〝 萩 市 〝

〝

日 常 食 山 口 市 期間内 2 回 送 付

〝 萩 市 〝 〝

5.試料の採取･調整および測定

試料の採取･調整および測定は,科学技術庁｢放射能測定法(19d5)｣に準じて行

なお測定器は,45年8月までは島津スーパースケーラー(D-4型)を,8月以降は日

JDC-111塑を使用した｡

4.測定結果

各試料の測定結果をそれぞれ表2～7に示す｡

表2 定 時 雨 水

年 月

･4

5

.d

7

8

0′

nU

1

2

1

2

1

1

1

最 高 値

mCi/‰2

最 低 値星
mci/払2

平 均 値

pCi/ヱ mci/‰2

試料数

0.05

0.24

0.1d

O.01

0.07

0.19

0.02

0.01

0.45

0.29

0.12

21.25

118.84

7d.24

52.dl

185.77

158.9d

2d.dO

dO.15

4R78

55.7d

575d

,う

0′

5

7

0

9

8

5

,う

′0

7

1

1



表 5. 月 間雨水･ち 少

年 月

i

山 口 市
l

萩 市

mci/払2

一

採水量ヱ mci/砧芦 採水量ヱ

45. 4 0.99 11.2d

5 14.17 8.18 4.92 5.50

d 20.91 11.89

7 1.48 5ROO 2.8d d750

8 1.81 7750 5.55 40.00

9 0.58 dd.50 0.77 55.00

10 1.25
n

5.00 5.05 5ス00

皿 2.84 11.50 1.19 22.50

12 2.54 22.50 1.80 5750

4d. 1 0.54 1R50 5.29 dス50

2 5.20 40.00 4.05 51.00

5 8.5d 40.00 1.1d 58.50

l平
均 値 5.58 2.42

表4 上水(源水)

年 月 pci/ヱ

45. 5 1548.d4

d 1424.07

8 2.70

10 5.48

12 2.94

4d. 2 1775

平均値 49R95

表5 牛 乳

pci/生体耽g当年 月‡pCi/灰分′当少

15R75

10752

147dO

158.87

202.5d

25d.5d

1d2.11

表d 土 壌

年 月 採 取 場 所 深 さ C所

45. 7

45. 7

山 口 市

〝

0･) 5

0 一- 2 0

0･} 5

1102.1

d854.d

1574.d



表7 精 米

カ
pCi/生体呼当カ

dl.81

-54.44

- 8.08

52.58

年 月 種 類 採取場所
pCi/灰分サ当

山 彦

コシヒカリ

中性新千本

ヤマホウシ

85.14

-54.52

-14.00

5978

5.結 語

この期間中,中国が第11回核実験(10月14日)を行在ったが,各試料とも有意な

られ夜かった｡上水(源水)の5.d月の値が,他の月に比べ異常に高い値を示している

少調査を始めたばかりであわ,充分な比較検討をする資料がないため,この原因を究明す

ていない｡

66. 福岡県における放射能調査

福岡県衛生研究

森

1.緒 呂

昭和45年慶に実施した放射能調査の概要を報告する｡期間中に中共の核実験(10月

が行なわれたが,影響は認められなかった｡

表1. 雨水の放射能の月別推移



2.調査の概要

(1)測 定 法

試料の調製および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣にならびに科

から指示された方法によ力行なった｡

(2)調査結果

イ.雨 水

測定件数121件中7月に0.52pCi/句βを計測したものが最も高く,いずれも･

大差ない値であった｡月別測定値を表1に示した｡

ロ.陸 水

測定の結果は従来と同じ表2のとお少である｡

表2. 陸水の放射能(pCi/ヱ)

試 科 名 採 水 地 測定数

山

t最高 値 最 低 値

上 水(源 水) 平 尾 浄 水 場 d 79士 2.8 0.5士 5.5

〝 (源 水) 松 崎 浄 水 場 d 1.4士 2.4 0.5士 5.0

〝 (蛇口水) 〝 ` 8.2士 2.5 0.5士 2.7

河 川 水 福岡市塩原(那珂川) d 5.8士 2.d 1.d士 2.5

下 水 中部下水処理場 d 71.5士21.2 1d.2士12.5

ハ.土 壌

前年と同じく早良町の草地から採取して測定した｡乾燥試料について0～5e粛の

1.9pCi/タ,0～20cmの試料では,2.4p･Ci/才であった｡

ニ.名種食品

調査結果は表5に示すとお少で従来と大差は認められない｡牛乳中の(3)Ⅰについ

表5. 各種食品の放射能(pci/ケ)

採 取 地 測定数 最 高 値 最 低 値l

大 根(根)

〝 (葉)

′J､ 麦

米

鯛 (肉)

鮒 (全)

福岡市,志免町
〝 〝

〝 〝

新宮町.筑紫野町

〝 〝

福 岡 市

〝

2

2

4

4

4

4

2

2

0.8士0.2

2.5士0.2

0.d士0.1

1.2士0.1

1.5士0.2

0.4士0.1

0.9士0.5

1.2士0.4

0.4士0.2

0.5士0.1

0.2士0.1

0.d士0.1

0.1士0.1

0.1士0.1

0.7士D.1

0.7士0.4



値は認められなかった｡

ホ.空間線量

地上約20mの屋上にNaI検出器(1〝×1〝)を設置して測定しているが一年を適

立った変化は認められない｡中国の核実験時にも異幕値は検出されなかった｡又土壌

点でサーベイメークによる測定を行ったが,最高値8.4J上Ⅳh･最低値70JIR/h･

値ス8/l肘h であった｡

67. 長崎県における■放射能調査

長崎県衛生研究所

伴与一郎,西河昌昭‥馬場弓

1.緒 呂

昭和45年慶の放射能調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

雨水,浮遊じん.陸水,海水,土壌,農畜産軌･空間線量等 =5件

(2)測定方法および測定器

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣にしたがっプ

測定器は日本無線製GM計数装置TDS-2型を.空間線量の測定は日本無線製T1

121塑シンチレーションサーベーメークを使用した｡

(3)測定結果

イ.雨 水

雨水の月別放射能強度を表1に示す｡全β放射能の年間平均値は50･5pCi/徳.

下量は61･57mCi/‰2であゎ,前年度の58･8pCi/ヱ･う1･92mCi/‰2に

降下量が約2倍に増加している｡しかし中共の核実験(45.1[･10)の影響は直凄

められない｡

表1 雨水の全β放射能(わCi/ヱ)

(



ロ.浮遊 じん

浮遊じんの月別放射能強度を表2に示す｡全β放射能の平均値は1･04pCi/1

前年産(1.07pCi/領)と大差なレ㍉

表2.浮遊じんの全β放射能(pCi/討)

ハ.陸水･食品･土壌等

陸水,食品,土壌等の全β放射能測定値を表5に総括する｡上水,海水,牛乳,

月.空間線量については,前年産並,土壌.海底土が前年産よりいくぶん増加してし

5.結 語

本調査期間中に中共の核実験が1回実施されたが,その影響は認められなかった｡全ノ

っいては∴雨水による降下量が前年度の2倍であった｡せた土壌.海底士がやゝ高い値毒

その他のものについては,前年度と大差はなかった｡

表5.陸水･食品･土壌等の放射能

試 料 採 取 地 測定数

上 水(源 水)

上 水(蛇口水)

海 水

牛 乳(原 乳)

果 実(みかん)

魚 (海 産)

月

土 壌(0～5e剖)

土 壌(0～20e所)

海底士(川 口)

長 崎 港

長 崎 市

諌早市･長与町

長 崎 市

高 木 町

長崎市･諌早市･小浜町

長崎港(浦上川)

平均値 最高値i最低値



68 鹿児島県における放射能調査

鹿児島県公害衛生研究所

橋口俊照,坂田旭.郡山ヲ

1.緒 呂

昭和45年慶に実施した放射能調査について報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

雨水,陸水,土壌.農畜産物,魚月藻類など141件の全β放射能の測定と,モニメ

ポストによる空間線量の測定を行った｡

(2)測定方法

試料の調製および測定は,科学技術庁編｢放射能測定法(19d5)｣にしたがっプ

器は.富士通製SA-250および富士通製モニタリングポストを使用した｡

(3)測 定 結果

イ.雨水の全β放射能

雨水の月別放射能強度を表1に示す｡

最高値は.180pCi/Lで前年の200PCi/Lとほぼ同様であったが,年間37

よび降下量はそれぞれ･56pCi/ヱ･80･82mCi/‰2 と前年の測定値49pC

92.52mCi//‰2 よわ減少した｡

ロ.上水,土壌の全β放射能

上水の最高値は.5･4pCi/ヱで前年の約2分の1に減少し,土壌中の全β放射青‡

表1.雨水の全β放射能(pCi/ヱ)

月 別

定
数

測

回
最 低 値 平 均 値

雨水による
月間降下量

mCi/‰2

降 水
孤初

ZJ

l

l

l
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9′
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7
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07
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2

5

5

1

5

0

7

7

5

0

7

5

0

8

2

1
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1

1

1

1

5

(y

ノ0

5

ノ0

7

2

1
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5

ZJ

2

2

1

2

2

1
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282.2

255.8

d24.0

275.5

41d.d

27d.1

22.d

50.2

474



0～5cmでは55mCi/‰2 で前年の測定値48.2mCi/‰2 より僅かに減少し:

20cm層では.78mCi/‰2 で前年の測定値556mCi/‰2 の約4分の1にi

ハ.食品の全β放射能
牛乳,海藻については,前年と同じレベルであったが,茶.大根,魚月類は,1

みられた｡

表2. 上水.土壌,食品の放射能

試 料 採 取 地

上 水(源 水)

土 壌(0～5e椚)

土 壌(0～20C爪)

牛 乳(原 乳)

茶

大 根( 根 )

〝 ( 葉 )

(
(
(
(
(
(

魚

魚

水

〝

水

きびなど

月 (あ さ り)

海 藻(あを さ)

鹿児島市,
河頭浄水場

揖宿郡 開聞町

姶良郡加治木町

宮之城町.松元
町,知覧町

開聞町,華人町

鹿児島湾

宮之城町

日置郡.吹上町

川内市,久見崎

最 高 値 最 低

54 士1.9 pCi/ヱ

55 士 9 mCi/‰2

78 士52 mCi/‰2

022士0.Od pCi/ケ生

0.70士0.15 〝

0.05士0.05
〝

0.d5士0.1d
〝

0.55士0.15 〝

0.d5士OA8
〝

コ.15士0.08 〝

0.5ソ士0.21 〝

0.54士0.17
〝

1.5 士2工)

0.02士0.07 p

O22士0.11

0.01士0.Od

O22士020

0.04士0.15

0.24士0.55

0.14士0.08

0.52士019

0.25士0.15

ニ.モニタリングポストによる空間線量月間平均値は15.9～15･9C.p･.S.で青
年間変動はみられなかった｡

上値は4月の20.2CPSが最高値で,10月の16･9C･P･S･が最低値であ

5.結 語

本調査期間中,中国が第11回目の核実験(45年10月14日)を行ったが.雨水1

への影響はみられなかった｡牛乳.海藻中の放射能は,昨年と同じレベルにあったが.｣

野菜,魚月類は減少傾向がみられた｡



表5 モニタリングポスト測定値

月別
CPSl 最 高 値

H

最 低 値 平 均 値i
昭45.4 2 0.2 14.0 15.9

5 1鼠2 14.1 15.5

d 2 0.0 14.2 15.d

7 2 0.0 14.0 15.5

8 1ス9 14.1 15.1

9 18.0 14.0 15.4

10 1d.9 15.8 15.5

皿 18.2 14.0 15.5

12 1鼠4 15.0 14.7

昭4d.1 18.5 12.5 15.9

2 1鼠0 15.0 14.d

5 178 15.2 14.5

69.美浜発電所周辺における放射能調査

関西電力㈱

原 子 力 部 ○桑 島 謙

美浜発電所 北 村

1.緒 言

福井県若狭地方に建設される原子力発電所の運転に伴う周辺環境の空間放射線線量およこ

科に含まれる放射能の推移を常時確認するための調査は昭和40年から実施しているが,コ

美浜発電所関係分について運転開始(昭和45年8月)前の基本試料およびその後の調査轟

いて報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

陸水,海水,土壌,海底土,農作物,植物.魚月藻類.空間r線量率.空間r積算薦

(2)測定方法

試料の調製.計数測定および計数値の処理は科学技術庁編｢放射能測定｣に準じてイ

昭和45年2月以降の測定値には(財)日本分析化学研究所に依頼したものが含まれ′

している計数婁置はいずれもAloka-LBCシリーズのものである｡

牢問綾骨壷の渦l穿には東芝5015塾シンチレーションサーベーメークを使用する｡



と45年慶に得られた測定値の範囲とその

平均値を図1に示す｡フィルムバッジによ

って得られた45年4月から4d年5月ま

での1年間の空間r積算線量は.白木

190mR.丹生177mR,竹波

151mR.菅浜102mRであった｡

白木,丹生.竹波は花崗岩地帯にあわ.概

して高い線量率を示す｡

ロ.陸水の測定値を図2に示す｡

飲料水についてはト運開前の測定値で時

には50から40pCi/ヱにも及ぶ値を示

すことがあったが,おおむね1～5pCi/上

の範囲にある｡

高い値は自然放射性物質の溶けこみによ

るものと解せられる｡ちなみに40年5月

に実施した水中ラドン濃度の測定において,

馬背川筋で12～19×10~10ci/之,

落合川筋で29×10~10ci/徳,丹生他

の原の湧水で50×10~10ci/ヱ という

高い値が得られている｡河川水については

図示した落合川のほかに馬背川についても

測定を実施しているが,これらの測定値も

また1-5pCi/上の範匪けこある｡
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図1.空間線量率とそのサーベー
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海水については図2に示すように連関前に得られた最高値は約8pCi/ヱであり,

ねは0.4～1.5pCi/上の間にある｡

なお㍉美浜発電所構内で4d年5月に採取した雪水は42.9pCi/上の値を示しカ

年2月福井県高浜町で採取した雪水についても55.dpCi/上の値が得られてお力,

実験からの放射性降下物の影響であると考えられる｡

ノ､.土壌の測定値を囲5に示す｡

丹生未耕土(山士)および耕土について連関前に得られた値はそれぞれ4～14.:

1～7pCi/乾土1グの範囲にあり.運開後の測定値もそれぞれこれらの範囲内に∃

海底土のうち丹生湾および放水口附近で採取したものの運開前の値はそれぞれ2.∈

15.7および2～R7pCi/乾土1グの範囲にある｡運開後も有意夜変化はない｡プ

所敷地内浜辺にはモナズ石か砂鉄とともに黒色の層をなして白色の真砂の上に波状j

存在するのが認められる｡砂鉄を分離して得られるモナズ石は12.d70pCi/タ¢

強度を示すが.このものの存在が海底土の放射能に重大な影響を与えている｡
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図5. 土壌の放射能強度

ニ.植物についてはしいとまつが主要な対象試料である｡これまでに得られた測定値j

れ1.4～52.9および2～10.1pCi/新鮮物1タ･の範囲である｡

ホ.魚貝藻類についての測定値を囲4に示す｡囲中2pCi/新鮮物1グを超えたもの

名を附記してお目ハたように藻類において顕著であり,運開前および後に採取したほ一

から95zr-95Nb,が検出されている｡
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